




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ソフィアの曽そう祖そ父ふは、男でありながらずいぶんと少女趣しゆ味みな人だった。

　なぜなら妖よう精せいなんていう、空想上の生き物が大好きだったのだ。

　それに影えい響きようされたソフィアも妖精に興味を持つようになり、子供の頃ころは会う度たびにねだって、物語を聞かせてもらっていた。

「ひいおじい様！　ねぇねぇ、妖精さんに会うにはどうしたらいいの？」

「おや。ソフィアは妖精に会いたいのか？」

「もちろんよ！　でも妖精さんだけじゃないわ！　竜りゆうにも、魔ま法ほう使つかいにもよ！」

「ははっ、贅ぜい沢たくだなぁ。だが彼かれらはとても珍めずらしいからな、なかなか難しいぞ？」

「えー。会えないの？」

「いいや。竜や魔法使いはわからないが、妖精を呼ぶ方法なら知っておる」

　ソフィアの幼子らしい柔やわらかな頰ほおを、深い皺しわの刻まれた大きな両手で優やさしく包み、顔を覗のぞき込こんでくる曽祖父。彼はそっと、内ない緒しよ話ばなしをするかのように、茶目っ気を覗かせた顔でソフィアの耳元に口を寄せて囁ささやくのだった。

「窓辺の月の光が当たる場所にな、とびきり甘あまいお菓か子しを置いておくんだ」

「おかし？　なんでもいいの？」

「あぁ。甘いお菓子なら、なんでもいい。妖精は甘いものが大好きだから、引き寄せられるんだ。ただ本当に来てくれるかどうかは……これはもう、時の運だなぁ」

　ソフィアはその話を信じて、早さつ速そくその日の晩に窓辺にキャンディーを用意した。

　──そして、翌朝。

「妖精さん、きたあぁ──!!」

　なくなっているキャンディーを見て、ネグリジェのまま歓かん声せいをあげ飛び上がった。




　それからソフィアは、しょっちゅう窓辺にお菓子を用意するようになった。

　彼らは甘いお菓子の中でも、どんなものならより喜んでくれるのだろうと考えて。

　キャンディーに始まり、クッキーにマカロン、パウンドケーキ。

　思い付く限りの色んなお菓子を用意した。それを何度も続けていると、もっと工く夫ふうしたくなって、やがて自分の手でお菓子を作るようになった。

　ソフィアの家は、主に食料品を取とり扱あつかう商会を経営している。

　そこそこ裕ゆう福ふくなので、お菓子の材料は好きなように買ってもらえた。

　子供だったから、作ったお菓子はとても歪いびつな出来だったけれど。

　翌朝それがなくなる事に、やはり毎回本気で大喜びしたのだ。
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（今になって考えると、あれって大人の誰だれかが気を利きかせて、私が寝ねてる間にお菓子を回収してくれたのよね）

　十五歳さいになったソフィアは、子供の頃を思い出して息を吐はいた。

　そしてふと、窓の向こう側に浮うかぶものに気が付いた。

「……あぁ。今夜はちょうど満月なのね。月の光がとても明るいわ」

　あの頃なら、きっと張り切ってお菓子を準備しただろう。

　しかしソフィアはもう、空想上の生き物を信じるような年ねん齢れいはとっくに過ぎている。

　何年も妖精へのお菓子なんて置いていないし、思い出す事もなかった。

　でも今日は、妖精が大好きだった曽祖父の──葬そう儀ぎが、あったから。

　だからソフィアは、彼と過ごした時間を思い返してしまう。

「ひいお祖じ父い様、作ったお菓子を持って行くと、いつも凄すごく喜んでくれたわ」

　ソフィアの頭に、曽祖父の笑え顔がおが浮かぶ。……大好きな人だった。逝いってしまった報しらせを受けてから、ずっとずっと胸の奥おくが重くて、苦しくて、ジクジク傷いたみ続けている。

「っ……」

　気付くと目の奥から涙なみだが滲にじんで、溢あふれてしまいそうになっていた。

　でもそれをグッと吞のみ込こんで、ソフィアは顔をあげる。

「元気に……八十まで生きた。最さい期ごも苦しまずに逝った。たくさんの人が見送りに来てくれた。とても愛されてた……うん。ひいお祖父様は、幸せだったわ」

　だから、大だい丈じよう夫ぶ。悲しいばかりの別れじゃない。と、そう自分に言い聞かせる。

「そうだわ。ひいお祖父様とのお別れの日だもの。今晩くらいはお菓子を置いてみようかしら」

　ソフィアは数年ぶりに、自室の月光が当たる窓辺に、クッキーの載のった皿を置く。

　妖精を信じなくなっても続いた、趣味のお菓子作りで作った。

　あの頃と比べれば、形はとても綺き麗れいだし焼き加減も抜ばつ群ぐんのものだ。

「有あり難がとうございました、ひいお祖父様。どうか安らかに……」

　窓辺から頭上にのぼる満月を見上げ、天国に旅立った曽祖父への祈いのりを呟つぶやいたあと。

　曽祖父との思い出に浸ひたりながら、ソフィアはゆっくりと眠ねむりについたのだった。




　────翌朝。

「くっきー。ちょーだーい？」

「あまいのすき」

「すきすきぃ！　あまいのぉー！」

　なんだかとても煩うるさくて、ソフィアは普ふ段だんよりずっと早い時間に目を覚ましてしまった。

「んん……？　誰なの？」

　寝ぼけながら体を起こし、ぼやけた視界で声の元を探す。

　そうして見つけたものに、ソフィアはエメラルドグリーンの瞳ひとみを眇すがめた。

「ええっと？　何、これ……」

　ソフィアの部屋には、なんだか可愛かわいらしい生き物が十以上も飛とび交かっていた。

　それらは丸っこくて、シンプルな服を着た十センチもないくらいの人型のものだ。

　しかもカタコトながら言葉まで話している。

（羽も生えてる……まるでひいお祖父様が言ってた妖精みたい）

　困こん惑わくするソフィアの視線の先で、彼らは昨夜置いた窓辺のクッキーに群がっていた。

　二枚のクッキーを砕くだいて、欠片かけらをそれぞれが抱かかえて夢中で食べているようだ。

「あー！　こっちー。こっち、もっとあるっぽーい！」

　大きく声があがった方を見てみると、部屋の中央にあるテーブルの上に、赤い服を着たのが飛び乗っているところだった。

　どうやらテーブルに置いてあったバスケットに、目を付けたらしい。

「えいっ！」

　赤い服の子がバスケットの上に被かぶせていた布を引っ張った。

　しかし勢いよく引っ張りすぎたようで、コロコロと布を巻き込みながらテーブルの上を転がっていく。転がり続けて、テーブル上から絨じゆう毯たんの上へと落ちた。

　更さらに大きくバウンドして、またコロコロ転がって、壁かべにぶつかって、やっと止まった。

「いたーい！　うわーん！」

　しかしいくら泣いても、悲劇的な事故（？）にあって泣いている仲間を気にかける者はいない。他の小さくて変な生き物達は、バスケットの方へと集まりだす。

「おぉぉぉ！」

「うまそー！」

　バスケットの中には、ソフィアが作ったプレーンクッキーとチョコチップクッキーが入っている。ちょっとした時に摘つまむように、部屋にはいつもお菓子を置いているのだ。

　その中身が見えないくらい、何匹も何匹も何匹も（匹と数えるのかは不明だけれど）バスケットの上に飛び付き、重なり合っていく。

　たくさん乗りすぎて、バスケットの上でこんもりと高い山になってしまった。

「どけどけー！」

「おれの、おかしっ」

「あたしのよー」

　しばらくの攻こう防ぼうの末。積み重なった彼らの重さに耐たえ切れなくなったバスケットが、傾かたむいていって……。「あっ」と思った直後には、小さな生き物達も中身のクッキーも、周囲へと投げ出されてしまった。

　そうして散らばったものに、彼らは懲こりる事なくまたわらわらと群がりだす。

　目当てのクッキーを奪うばい合あい、乱らん闘とうするもの。

　欠片を拾って食べ、幸せそうな表情でじたばた悶もん絶ぜつするもの。

　やっと死守した身みの丈たけほどの大きさのものを抱え込んで、周囲を威い嚇かくするもの。

　お菓子を囲む彼らはとても騒さわがしくて、煩くて、だんだんソフィアの目も冴さえてきた。

「ねぇ……ちょっと静かにしてもらっていいかしら」

　声をかけてみたが、お菓子に夢中な彼らの耳には届かない。

「これ、おれのー！」

「かえせよ！　ばーか！」

「……聞いてちょうだい？　それに、君達はなんなの？」

「うわーん！　クッキーなーい」

「聞きなさいよ、ねぇ──……って、あぁもう！」

　ソフィアは、プッツン！　と自分の頭の中の糸が切れる音を聞いた気がした。

「静かに、しなさあぁぁぁいっ!!」

「ふお!?」

「はいっ？」

「っ………!?」

　ピタリと動きを止めたそれらが、一いつ斉せいにソフィアへと振ふり向むいてくる。

　意味不明な生き物達に揃そろって注目されて、ソフィアは少したじろいだ。

（お、落ち着くのよ私。相手はなんだかよくわからないけれど、こんなに小さい。しかも聞いている限り、相当な馬ば鹿かっぽいし。負けるはずがないわ……！）

　ソフィアはベッドから下りて、スリッパを履はき、立ち上がる。

　それから、部屋の中をゆっくりと見回してみた。怒ど鳴なられた事に驚おどろいたのか、彼らはビクビクしながらこちらの様子を窺うかがっている。それでも皆みんな、持っているお菓子はきつく抱だき締しめたままだった。これだけは離はなさないという、たいへん強い意思を感じた。

「貴方あなた達は、一体なんなのかしら？」

「…………ひえっ！」

「……ほぉっ!?」

「ふぉお!?」

　ソフィアの言葉に、彼らは揃って飛び上がった。

　揃って同じタイミングでジャンプする光景は、ちょっと面おも白しろい。

　そのあと彼らは互たがいに顔を合わせて、酷ひどく慌あわてた様子で会話し始める。

　内緒話という単語は頭にないのか、その会話内容はソフィアに筒つつ抜ぬけであった。

「なんだなんだ！　みえるのか!?」

「み、みてる……？　ひゃー」

「みえるにんげん！　ひさしぶりだな！」

「ふしぎなにんげん！」

　大きく身振り手振りをしつつ、彼らは大わらわで会話を交わしている。

　混乱もしているのか、ちょろちょろちょろちょろ、身の丈ほどのお菓子をがっしり抱えたまま走り回るのも多い。慌てるあまりにうっかり転げて、衝しよう撃げきで手の中のクッキーが粉々に砕けてしまい、床ゆかに伏ふせて大泣きしているものもいる。大混乱だ。

　ソフィアは眉み間けんを指で押おさえて苦く悩のうしたあと、大きく溜ため息いきを吐ついて彼らへと近付いた。

　しゃがみ込んで、床に伏せておいおいと泣いている一匹ぴきを摘つまみ上あげ、自分の目の高さまで持ち上げる。

「っ!?　ななななな!?」

　ソフィアに捕つかまったその生き物は、あわあわと手足を振り回している。

「………ねぇ。貴方」

「ぼぼぼぼぼぼっ、ぼく!?」

「そう。貴方の事よ。……というか貴方達は、一体なんなの？」

「ななななな！　な！　な！　なにといわれても！」

「何？　私、さっきからずーっとそれを聞いてるのだけど」

　指で摘まんだまま左右に振ってみれば、その生き物は「うわぁー」と悲鳴をあげた。

「早く話しなさいな。貴方達は何？　いきなり現れて意味がわからないわ。どうしてこんなところにいるのよ。あと、本当に静かにしてくれない？　朝早くから迷めい惑わくだわ」

「ゆっ、ゆらしゃないで！　に……にっ、にんげんはっ」

「うん」

「よーせーって、よびまっ、す」

　ソフィアはその小さな生き物を摘まんだまま、グッと眉間に皺を寄せた。

「よーせー……妖精……？」

　何度か瞬まばたきを繰くり返かえし、その言葉の意味を頭の中で反はん芻すうした。

（確かに、妖精っぽい見た目だなとは思ってたけど……）

　妖精なんて存在しない。子供の頃にだけ夢見た空想のものだ。信じがたい話にソフィアが困っている間に、摘まんでいた子は「とうっ！」と渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって逃にげて行った。

　それからまたお菓子へと飛び込んで行って、他の皆と一いつ緒しよに食べ始める。

「おいしい」

「あまい」

「もぐもぐ」

「……よく食べるわねぇ」

　本当に、揃いも揃って呆あきれるくらいの食べっぷりだ。

　呆れ半分で眺ながめつつ、ネグリジェのままのソフィアはとりあえず椅い子すに座すわる。

　目の前に変な生き物がいるこの訳のわからない状じよう況きように「うーん」と頰ほお杖づえをついて唸うなっていると、脇わきの肘ひじ置おきの上でチョコチップクッキーをむさぼっている一匹がいた。

　改めてまじまじと観察していると、その妖精がこちらに話はなし掛かけてきた。

「しぇふは、だれです？」

「シェフ？　ええと……これを作った人の事？」

　瞬きをするソフィアの視界に、何匹かの妖精が集まってきた。

「またたべたい！」

「おみせおしえるです！」

「ごうだつにいかねば」

　周りを囲む皆が、期待に満ちた顔で言うものだから、ソフィアはなんだか落ち着かない気持ちになった。

　つい頰を染めながら、もじもじと指と指を合わせ弄いじりつつ小さく声を漏もらす。

「それは、わ……私が、作ったの」

「なんと！」

「まじか！」

「ください！　もっとください！」

「……ごめんね。残念だけど、作り置きはもうないの。最近忙いそがしかったから」

　曽祖父の急きゆう逝せいと葬儀などがあった事で、ここ五日ほどお菓子は作れていない。

　今、彼らにたいらげられようとしているバスケットの中の分で、作り置きは最後だった。

「そろそろ傷みが気になりだす頃だったから、こうして食べてもらえて、よかったのかも。有り難うね」

　お礼を言ったものの、妖精達の表情は目に見えて沈しずんでいく。

　どうやらもうお菓子がないという事を知って、落ち込んでいるようだった。

　中にはしくしくと泣きだす子までいる。

（私のお菓子、そんなに気に入ってくれたんだ……？　ないと泣くほどに？）

　本気でびっくりだ。だってあくまで、素人しろうとが趣味で作っているものだから。

　レシピだって本に書いてあるままで、特別な事なんて何もしていないのに。

　そこまで夢中になるような物だろうかと首を捻ひねったところで、ノックの音が聞こえた。

「ソフィアお嬢じよう様さま、起きられたのですか？　おはようございます」

「オーリー。お、おは……おはよう」

　十数匹の妖精が飛び交う不思議極きわまりないこの光景。一体どんな反応をされるのかと心配になりながらも、ソフィアはハウスメイドのオーリーを迎むかえ入いれた。

　黒い髪かみを綺麗に纏まとめ上あげた四十代半ばの彼かの女じよは、両親が商売で忙しいソフィアの母親代わりのような人。家に勤めてくれている人の中で、一番信しん頼らいしている人だ。

　朝の紅茶の用意を載せたワゴンと共にソフィアの部屋に入ってきたオーリーは、室内を見み渡わたして驚きよう愕がくの表情を浮かべた。最近少し見え始めた彼女の目元の皺が、一層深くなる。

「なんて事……!!」

「え、ええっと……」

「お嬢様っ！　どうしてお菓子が絨毯に転がってるんですか！　食べ物を粗そ末まつにしてはいけませんっ」

「え……お、お菓子？　そこなの？」

　お菓子より重要な事があるだろう。浮ふ遊ゆうしている自じ称しよう妖精達を見て何も思わないのか。

　呆ほうけているソフィアを余よ所そに、転がっているバスケットを手に取って持ち上げたオーリーは、大きく眉まゆを吊つり上あげた。

「まぁまぁまぁ！　あんなにあったお菓子もほとんど召めし上あがられたのですか？　そんなにお腹なかが空すいたのなら、言ってくだされば朝食を早めましたのに」
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「えーっと……ご、ごめんなさい？」

「……あまり悪いと思ってなさそうなお顔ですね」

「う……」

（だって、私じゃないんだもの）

　ソフィアはお菓子を食べ散らかした張本人達を睨にらみ付つけた。

　それでもオーリーが彼らの存在に気付く様子は、まったくない。

（あれ？　これ、もしかして……オーリーには見えてないの？）

　不思議に思って首を傾かしげるソフィアの両りよう肩かたに、妖精達が飛び乗ってきた。

　そして得意げに、胸を張りつつ教えてくれる。

「よーせーは、にんげんにはみえないの」

「じょーしきだぜ？」

（常識じゃないから！　誰も知らないから！）

　しかし妖精が見えないのだとしても、宙に浮きながらクッキーをむさぼっている者は、クッキーだけが浮いているように見えるのではないか。そんなソフィアの疑問の表情に気付いたらしく、妖精がまた教えてくれる。

「よのなか、つごーよくできてる」

「……持ってるお菓子は見えないって事？」

　お菓子の屑くず拾いに夢中になっているオーリーに聞こえないよう、こっそりと妖精に話し掛けた。

「みえてるけどー。にんしきしなーい」

「認にん識しき？」

「きがつかないの」

「どうして？」

「さぁ？」

　右肩の妖精がこてんと首を傾げた直後に、左肩の妖精が言う。

「ぼくらのさわるもの、けはいがうすくなるらしいとか？」

「えぇ？　気配って……なんて都合のいい存在なの」

　ソフィアは溜息を吐き、流れ落ちた蜂はち蜜みつ色の髪を搔かきあげた。

　オーリーが掃そう除じ用具を取りに行った間に、気を取り直さなくては。

　彼女の運んで来てくれた紅茶を一口飲んで、頭を切きり替かえる。

「うん！　この自称妖精達の話を、信じられるはずないわ！」

「な、なぜー！」

　がーん！　と効果音が聞こえそうな反応をされたけれど、もう無視する事にした。

（一々付き合ってられない。それに空想の世界を無む邪じや気きに受け入れる程ほど、夢見がちな頭はしていないのよ。普ふ通つうに考えて、私の目か頭が変な病気にかかったとかよね）

　他人に見えない訳のわからない生き物が見えるだなんて、自分がおかしくなってしまったのかと、疑っても仕方がない。むしろそっちの線が正しいような気がしてる。

「だからって、お医者様にかかるのもねぇ」

　いきなり「妖精が見えるんです！」なんて宣言すれば、きっと家族にたくさん心配をかける事になる。

　両親は経営している商会の仕事でいつも忙しい。できれば気を揉もませたくなかった。

　それに病気という事になれば、ベッドに押し込められてしまうだろう。

（そんなの、想像だけでうんざりする！）

　体のどこにも痛いところも苦しいところもないのに、閉とじ籠こもらなくてはならないなんて嫌いやだ。だからソフィアは、周りには黙だまっている事にした。

「はぁ……困った事になったわね」

　これから一体どうなってしまうのだろう。思わず溜息をこぼしたソフィアの肩を、問題の原因であるはずの妖精が、ポンと叩たたくのだった。
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　妖精との出会いから半月が経たち、曽祖父が亡なくなった直後のしんみりとした空気も和やわらいできて、日常が戻もどりつつある最近。

「ソフィアさんソフィアさん。おかしくださいな」

「くぅださーいなぁー」

（そのうち見えなくなる事を、期待してたのになぁ）

　ソフィアの願いはむなしくも叶かなわず。

　羽の生えた変な生き物達は、今日もソフィアの周りを飛んでいる。妖精達はその小さな頭でも『ソフィア』という人間を覚えたらしく、名前を呼ぶようにもなった。

　キッチンの作業台の上で、両手を出して輝かがやく瞳を向けてくる妖精達。

　その姿は、とっても可愛い。こんな可愛い見た目で、可愛い顔で、可愛くおねだりされるから、ソフィアはついつい乗せられてお菓子を作ってしまう。

　しかし同時に、可愛さを上回る図ずう々ずうしさにしょっちゅう苛いら立だたされてもいるのだ。

「あまいのだせや」

「くれくれ！」

「もー、今作ってる最中なの、見えてるでしょ？　大人しく待ってなさいよ」

「おそい」

「はらへったー。はーやーくぅー」

「待ちなさいってば！　失敗しちゃうから急せかさないで！　あのね。お菓子ってそんなに簡単にできるものじゃないのよ？　きちんと量らないといけないし。粉ものは振るわないといけないし。オーブンだって薪たきぎをくべてから充じゆう分ぶんに温まるまで結構な時間がかかるの」

　蜂蜜色の豊かな髪を束ね、お気に入りのフリルたっぷりのエプロンをつけているソフィアは、眉を吊り上げてきつめに言う。しかしもちろん、大人しくなる様子はない。

「きょーのおやつはなんだ？　うまいやつか!?」

「パイよ。生き地じはもう伸のばすだけだから、あとは中身ね。なんのパイにしましょうか」

　ソフィアが答えると、調理台の上にいる妖精達が走りだした。

「パイー！」

「さくさくのやつか！」

「うまうまー！」

　妖精達は跳はね飛びながらグルグル回る。嬉うれしさのあまり、とてもじっとしていられないらしい。あまりの激しい喜び方に、毒気を抜ぬかれてソフィアもつい笑いがこぼれた。

（私もパイ大好き。やっと作れる気候になってきたし、楽しみだわ）

　パイ生地は冷やさないとサクサクホロホロにならないから、作るのは冬が適している。

　夏に氷を用意して作る手もあるにはあるけれど、寒い季節に熱々サクサクのパイを頰ほお張ばるのがいいのだ。何より、この季節の毎年の楽しみにもなっている。

「なかみはチョコだな！」

「おいももすてがたい」

「はいはい。好きなの作ってあげるから、話し合って一つに絞ってちょうだい」

「なんと」

「はなしあいか」

「かいぎとはざんしん」

　走り回っていた足をピタリと止め、円形になって正座での会議が始まった。

「会議はいい案だけど邪じや魔まよ。調理台からどいてどいて」

　ソフィアは会議に集中している彼らの首根っこを一匹ずつ摑つかんでは後ろに放り投げた。

　飛べるので、投げようと捨てようと怪け我がする様子はない。

「あやー」

「きゃー」

「きまった！　きまった！」

「あら、何になったの？」

「りんご！　シナモンもひっす」

「アップルパイね。了りよう解かい。お願いだから大人しく！　とにかく大人しくしててよね！」

　──そんなふうに賑にぎやかなキッチンの中。

　ふいに、明るい声に交じって、悲しそうな泣き声がソフィアの耳に滑すべり込こんできた。

　鳴き声を辿たどってみると、小窓の窓まど枠わく部分に座り込み、顔を覆おおって泣いている妖精が一匹。

「しくしく。しくしく」

（なんてわかりやすい泣き方なのかしら）

　これは、もしかして慰なぐさめてくれとアピールされているのだろうか。

「どうしたの？」

　とりあえず、このまま泣き続けられるのも鬱うつ陶とうしいので声をかけてみた。

「しつれんした。ひっく」

「あらまあ。恋れん愛あい感情なんてあったのね？」

「ソフィアさんは、ちょいちょいしつれーなにんげん。しくしく」

「だって、お菓子にしか興味がないのかと」

　ただひたすらにお菓子をむさぼり食う生き物だと思ってた。お菓子の催さい促そくが日に一度か二度ある以外では、こちらから話し掛けない限り、寄ってくる事はあまりなかったのだ。

　しかし今日はどこか違ちがうようで、しくしく、しくしくとこれ見よがしに泣いている。

　次々に溢れてくる大おお粒つぶの涙で、妖精の周りは小さな水みず溜たまりができていた。

「しかも。しかも、でんれーやくにつかわれた」

「はい？　でんれー？　……伝令？」

　泣きながら頷うなずいた妖精は、服を捲まくり上げてお腹の辺りから紙し片へんを引っ張り出した。

　両手で一いつ生しよう懸けん命めい引っ張り出したそれは、皺くちゃになっている。その小さく折おり畳たたまれた紙切れを、妖精はずずいとソフィアに差し出した。目に涙を溜ためながら。

「てがみ、わたせって」

「私に？　その、君が失しつ恋れんしたっていう妖精から？」

「ちがう、にんげんから」

「人間？　どこの誰よ。名前は？」

「さー？」

　潤うるんだ瞳を瞬またたき、こてんっと可愛く首を傾ける妖精に片眉をあげながら、とりあえずソフィアは折り畳まれていたメモを開いた。小さな小さなメモに書いてあったのは、一言だけ。

「『今すぐ菓子を持ってうちに来い』ですって？　うちってどこよ」

「つれてく？」

「……これって、私以外に妖精が見える人がいるって事よね？」

　妖精が見えるのは病気か妄もう想そうなのだと思いたいのに、妖精を通じての手紙が届いてしまった。しかも伝令役に使うくらい、相手は妖精の扱いに慣れているらしい。

（妖精が見えるこの不可思議な状況について詳くわしい人……興味がなくはないけど……）

　手紙を見つめてしばし悩なやんだあと、ソフィアはゆっくりと首を振った。

「案内はいらない。これは見なかった事にしましょう」

「いいの？」

「いいのよ」

　ソフィアはツンと顎あごをそらす。

「だって一方的に命令してきてる感じの、この偉えらそうな文章がね。どうにも気に入らないわ。誰が聞くものですか！　って、反はん抗こうしたくなる書き方」

「しんらつですなぁ」

「差出人はきっと、この文章と同じように上から目線で、嫌いや味みな感じの人なんだわ。ふん、こんなものはこうよっ」

　手紙を勢いよく破いてゴミ箱へ入れると、ソフィアは作業台に向き直り、アップルパイ用に出した林りん檎ごを包丁で真っ二つに切った。

「あぁ、早く焼きたて食べたいわー」

　少し冷えてからの方が、パイ生地のサクサク感は際きわ立だつのだけど。

　熱々の林檎煮にが溢れてくる焼きたてもたまらない。

　どうせなら焼きたてと、冷やしたものを二度楽しみたい。

「最低でも、二切れは妖精から守らないと！」

　とにかく今日のおやつの時間が楽しみだ。

　……そうやって見なかったふりをしたって。結局、妖精がもたらした手紙の主からは、逃げられなかったのだけど。
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　妖精が出てくるようになって一カ月。ソフィアは妖精達にねだられて、ほぼ毎日お菓子を作っている。今までとは比べ物にならない材料の消費量に、最初は使用人達も首を傾げていた。でもある時、ハウスメイドのオーリーに「作ったものはどちらへ？」と聞かれても答えようがなくて口ごもっていたら、何やらニヤニヤとした笑えみを浮かべて「お嬢様もお年頃なのですねぇ」と嬉しそうに頷き、勝手に納なつ得とくされてしまったのだ。

　どうやら、こっそりとどこかの殿との方がたへ贈おくっていると思われたらしい。

　残念ながら、そんな相手は影かげも形も存在しない。

（オーリーも不思議に思うくらいだから、作ったお菓子が実際に消えているのは間ま違ちがいない。私の妄想じゃない。これはもう、妖精は存在するって認めるべきなのかしら？　でもねぇ……）

　近くに共感してくれる人がいない存在を、自分だけが認めるのは気が進まない。

「お菓子を作らされる以外は支障ないし。まぁ、しばらくはこのままでも……ん？」

　自分の部屋のカウチソファにかけて、妖精と一緒にメレンゲクッキーを摘まみつつ寛くつろいでいたソフィアの耳に、バタバタと騒そう々ぞうしい足音が届いてきた。

「お、お、お、おじょうさまあぁぁぁ[image: ]」

　バァァン！　と凄い勢いで扉とびらを開けたのは、オーリー。礼れい儀ぎ作法にはとても厳しく、いつもソフィアにお淑しとやかにと注意する。そんなきちんとした彼女が、こんな足音を立てて、ノックもなしに入ってくるなんて、ただ事ではなさそうだ。

「オーリー、一体何事？　どうしたのよ。大丈夫？」

　聞いたソフィアへ、オーリーは焦あせったように封ふう書しょを突つき付つける。

「て、て、てがみが！　フィ、フィリップ伯はく爵しやく家けのご子息のルーカス様から、直じき々じきにお手紙が届いているのです!!」

　ぽろり。とソフィアが落としたメレンゲクッキーは、足元で構えていた妖精にキャッチされた。

「………は？　はくしゃくけ？」

　目の前に突き付けられた封書を、ソフィアはぽかんと見下ろす。

（フィリップ伯爵家……つまり、お貴族様？）

　なんの縁えんもゆかりもない人。それどころか、平民のソフィアとは立場さえまるで違う人。

　おそるおそる受け取った手紙をソフィアが裏返すと、伯爵家の家か紋もんだろう封ふう蠟ろう印が押されていた。隅すみにルーカス・フィリップとも書かれている。

「どうして伯爵家のご子息様が私にこんなものを？　なんの関わりもないのに。怒おこらせるような事をした覚えもないわよ」

「さぁ……でも、とにかく急ぎでお返事を。お貴族様を待たせるなんて失礼ですから、本日中に届くように手配を致いたしませんと」

「わ、わかったわ」

　ソフィアは封ふうを開けて、中に入っていた便びん箋せんを開いた。

「えっと、何々……？」

　読み進めた手紙はとても綺麗な字で、丁てい寧ねいな文章で長々と書いてあった。

　突とつ然ぜんの手紙を詫わびる言葉や、自己紹しよう介かいみたいなものも綴つづられてある。

　それらを省略すると、つまり『手作りのお菓子を持ってきてほしい』という事だった。

「……え？　お菓子？」

「まぁ。ソフィアお嬢様のお菓子をご所しよ望もうなのでしょうか」

「あー……」

「何か、思い当たる事が？」

「えーと、そうね。うん」

　ソフィアは胡う乱ろん気げに目を細めて、溜息を吐いた。

（お菓子を持ってこいって。この間、妖精伝いに届いたメモの内容と同じだわ）

　たった一言だけだったメモと比べれば、ずいぶん丁寧な文章だけど。

　よく見れば筆ひつ跡せきも、やや青みがかったインクの色も、あのメモと似ている感じがする。

　用件に、筆跡に、インクの色。これだけ重なれば、妖精にメモを託たくした人間がこのルーカス・フィリップという人で間違いないだろう。

（えっと、これはつまりルーカス様も妖精が見えるって事よね？　でもこの家をどうやって調べたのかしら。そもそも、なぜ私のお菓子をこんなに欲ほしがるの？）

　ソフィアのお菓子作りは、本当にあくまで個人的な趣味だ。素人の手作りを食べるのは抵てい抗こうがある人も多いと知っているから、近しい人にしか渡したことがない。妖精にはなぜかやたらと受けがいいけれど、実力は素人に毛が生えた程度のものだと、きちんと自覚している。

　伯爵家のご子息様というからには、一言お願いすれば国で一・二を争うような菓子職人に、とびきり美お味いしい菓子を作ってもらえるだろうに。

　なのに、どうしてソフィアの作る菓子を求めるのか。考えれば考える程にルーカスという人の意図がわからなくて、ソフィアは手紙を睨み付けたまま首を傾げた。

　一緒にオーリーも首を傾げているから、彼女も不思議に思っているのだろう。

「と、とにかく、伯爵家の方のご所望ですもの。お断りする訳にはいきませんわ。お嬢様、明日にでもお伺いしますとお返事を！」

「……そうよね。お貴族様が相手だものね」

　一通目の手紙からしていい印象を持てないが、相手は貴族なのだとわかってしまった。

　理り不ふ尽じんな命令でも聞かなければならないような、強ごう引いんな統治がされている国ではない。

　それでも貴族は、平民の上にある存在だ。目上の人を相手に、ちょっと気に入らないという理由だけで、呼び出しに出向かないのはいけないだろう。

　まったく気は進まないけれど、ここは言う事を聞くべきところだ。

「はぁ……仕方がないか。私は返事を書いて、それから持って行くお菓子を作るから。ドレスとかの身み支じ度たくの準備はオーリー、お願いね」

「かしこまりました。お任せくださいませ」

　こうして、お菓子を持ってこいという命令を聞く為、ソフィアはフィリップ伯爵家を訪ねる事になった。




「わぁ、まさにお屋や敷しきって感じ」

　手紙を受け取った翌日、ソフィアは貴族の屋敷が並ぶ王都の一画に立っていた。

　目の前にそびえる門の向こう、広い庭のそのまた奥に建つ伯爵邸ていを見上げる。

（門構えからして、もう違う世界だわ。き、緊きん張ちようしてきたかも）

　平民の娘むすめが一人で乗り込む場所としては、敷しき居いが高すぎて気おくれする。昨夜作ったバターパウンドケーキの入ったバスケットを持った手に、思わず汗あせが滲んだ。

「でももう、ここまで来ちゃったし」

　服装にも気を遣つかった。上質な脹ふくら脛はぎ丈たけのドレスには、大きなリボンが腰こしに付いている。

　パーティーでも開かれていない限りは、問題ないだろう。

　衣服に乱れがないか確かく認にんしたソフィアは、顔をあげ気合いを入れた。

「……よしっ！　あの、門番さん。ルーカス様はご在宅でしょうか」

「……ジェイビス様でしょうか」

「はい。ソフィア・ジェイビスと申します」

「伺っております。ようこそおいでくださいました」

　門番から、屋敷の執しつ事じに引き渡され、屋敷の廊ろう下かを彼について歩いて行く。

「こちらでルーカス様がお待ちです」

　そう言われて開かれた、木製扉の向こう側。

「こんにちは。ソフィアです、失礼します」

　一歩部屋に入った先に立っていたのは、まだ十歳にもならないくらいの男の子だった。

「わぁ……」

　思わず、ソフィアはエメラルドグリーン色の瞳を大きく見開いた。──こんなに綺麗な子、見た事がない。ふわふわした淡あわい金きん髪ぱつに、透すき通とおった青い瞳。

　柔らかく細められた目元を縁どる長い睫まつ毛げと、髪と同じ色の眉まゆ毛げ。更に唇くちびるも、輪りん郭かくも、何もかも、全部のパーツがありえない程に整っていた。

（この家の子供かしら。ルーカス様はどこに？）

　きょろきょろと周りを見回し始めたソフィアに、男の子は近寄ってきて口を開いた。

「こんにちは、ソフィアおねえさん。僕ぼくはルーカス・フィリップと言います」

「……え、ええっ!?　貴方がルーカス様!?　本当に？」

「子供だとは思いませんでしたか？」

　くすくすと可愛らしく笑うルーカスに、ソフィアは正直に頷いた。

（完全に、大人の人だと思ってた）

　だって二度目にソフィアのもとに届いた手紙は、とても丁寧な文字と文章で書かれていて、きちんとした大人の印象を受けたから。一度目に届いた妖精が持ってきたメモの方も、まさかこんなにふんわりとした雰ふん囲い気きの子供が書いたとは想像できなかった。

　驚くソフィアに、ルーカスと名乗った男の子が、上うわ目め遣づかいで見つめてきつつ唇を開く。

「ソフィアおねえさん」

「は、はい」

　真正面からの呼びかけに、ソフィアは一いつ瞬しゆんにして真っ赤になった。

（かわっ、可愛い！　とてつもなく可愛い子に、おねえさんって呼ばれちゃった！）

　可愛くて、綺麗。しかも容姿だけでなく、とろけるように甘い声とふわふわの笑顔の威い力りよくがすさまじい。ソフィアの胸の上あたりまでしかない身長。少し細すぎるのではと思えるくらい華きや奢しやな体から伸びる、スラリと長い手足。

　あまりの愛らしさにあてられたソフィアは、くらりと眩暈めまいさえした。

　年上のお姉さんはきっと、ソフィアだけでなく皆メロメロになるに違いない。

　それくらい、本当に背中に羽が生えていてもおかしくないくらい、『天使』と呼ぶにふさわしい容姿と笑顔だった。

「僕、ソフィアおねえさんとお話ししたくて。わがまま言って、来てもらっちゃって、ごめんなさい」

　眉を下げてしゅんと落ち込まれると、こちらがとんでもない罪悪感に見み舞まわれる。

　ほっぺを指で突つついただけで泣いてしまいそうで、その泣き顔もきっとたまらなく庇ひ護ご欲よくをそそるのだろう子に、強く文句を言えるはずもない。

「い、いえ。まったくお気になさらないでください。ルーカス様」

「そう？　おねえさん、嫌な気持ちになってないかなぁ？」

「だ、大丈夫！　全然問題ありません！」

「……ふふっ、よかったぁ。あ、どうぞ座って？」

　椅子を勧すすめられて、ソフィアはぎこちなく座った。そこに、控ひかえめなノックの音がして女性が入ってくる。格好からしてメイドだろう。

「失礼致します。お茶とお菓子をお持ち致しました」

「うん。ありがとう」

「有り難うございます」

　無む邪じや気きな笑顔のルーカスと、少しぎこちなく頭を下げたソフィアに丁寧に礼を返したメイドが退室し、扉を閉めた。

　その、たった一いつ拍ぱくの間のあと────。

「さてと」

　急に、部屋の温度が下がったふうに鳥とり肌はだが立った。

「え？　な、何……？」

「挨あい拶さつは済んだ。もう構わないだろう」

　部屋の温度だけでなく、ルーカスの声こわ色いろもワントーン低くなっている。

　驚いたソフィアが彼の顔を見ると、先程の印象からがらりと何かが変わってしまったような。どことなく、目が柔らかで無邪気なものから、冷えたキツイものへと変化しているような感じがした。

「出せ」

「え？」

　戸と惑まどうばかりのソフィアに、目の前のソファに深く腰をかけたルーカスは、足を組んで顎をクイッとあげてみせる。

「さっさと持ってきたものを出せと言っている。どれだけ待たされたと思うんだ」

「は？」

「あぁ、さっきはずいぶんと真っ赤になって喜んでいたな？　お前みたいな残念な頭と顔をした女に、僕が興味を持つ訳がないのに」

「ルーカス……様？」

「相手が子供だとわかったとたんに、あっさり絆ほだされて、間ま抜ぬけだな」

「…………」

「ちゃんと僕の言ってる事、聞いてる？　理解できてる？　ソフィアおねーサン？」

　小こ馬ば鹿かにしたふうに、ふっと鼻息を吐く男の子。

　彼はついさっきまで、天使のように無む垢くで愛らしい笑顔を浮かべていたはずだ。

「に……二重人格？」

「さっきのは余所行き用の顔だ。よく見られる為に猫ねこを被るなんて常識だろ。初対面だから一応、いい顔して出で迎むかえてやったんだ。だが、そんな価値もない平へい凡ぼん以下の女だったな」
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　ふうとあからさまな溜息を吐くルーカスに、ソフィアはカッと頭に血をのぼらせた。

「酷い！　騙だましたんですね！」

「騙された方が悪い。だいたい、あんな純真無垢な子供が今どきいるはずないだろうに」

　足を組み替え、片ひじをひじ掛けに乗せた彼は鋭えい利りに目を細めて言う。

（なんて生意気な子なの……！）

　熱く煮えたぎる頭を、しかしソフィアはグッと顎を引いて必死に抑おさえた。

　怒鳴ってゲンコツを落とさなかった自分を全力で褒ほめてやりたい。

（……我が慢まん。そう我慢よ私。だって相手はどう見てもお子様なんだから。大人の余よ裕ゆうを見せてやらないと！）

　自分にそう言い聞かせるが、テーブルの上へバスケットを置く動作には、つい力が籠もってしまう。ドンっと音を鳴らして置いたバスケットを、ルーカスの方へと寄せた。

「はいどーぞ。伯爵ご子息様、ご所望のお菓子ですよっ！」

「……ふむ」

　ルーカスが組んだ足を解いて、バスケットに手を伸ばした。

　蓋ふたを開くと、中にはリボンを結んだ包みが入っている。

　それを彼は手に取って、リボンをほどき、包み紙を捲めくる。

　既すでに一切れずつに切り分けてあるバターパウンドケーキが、ソフィアからも見えた。

　程よい焼き色。味も、昨日一緒に焼いて妖精達にやった分を一口食べたけど、問題なかった。一晩置いたから食感もしっとりして、よりいい感じになっているはずだ。

　ルーカスは包み紙を敷しくようにバターパウンドケーキをテーブルの上に置くと一切れ摘まみ、更に小さく、人間の一口分ほどの大きさに千切った。

　そして視線を、ゆっくりと後ろへと投げた。

「リリー。例のものだ」

（うん？　誰に話し掛けてるの？）

　ソフィアが不思議に思って首を傾げた、その瞬しゆん間かん。

「──あら。ルーカスったら、本当に手に入れてくれたのね。例のもの」

　背もたれの後ろにいたらしい手のひらサイズの生き物が、ひょこっと顔を出した。

　スラリと長い脚あしと、美しいロングドレスの裾すそ。

　長い銀ぎん髪ぱつが、ソフィアの視線の先で優ゆう雅がに上品に揺ゆらぐ。きわめつけに小さな羽が生えている。

「え!?」

　ソフィアは瞳を、大きく見開いた。

　その、人ならざる小さな生き物は、ルーカスと何やら会話が成立している。自分だけでなく彼にも見えて、声も聞こえているようだ。

「よう、せい？」

　ソフィアの唇から、掠かすれた声が漏れた。たぶん、妖精で間違いないのだろう。だって羽が生えている手のひらサイズの生き物なんて、そうとしか思えない。

　でもソフィアが驚いたのは、『妖精』が出てきた事ではなく。妖精は自分の中だけの妄想でなかったのだと、ついに証明されてしまった事でもなく。

（う、うちのと違う……！　この子、ボンキュッボンだわ！）

　知っている妖精達と、まったく姿が違った事にあった。

　ソフィアの家にいるのはコロコロ丸々した、マスコット的な、二、三頭身の子達だ。背中の羽なんて小さすぎて、なぜソレで飛べるのだと突っ込みたいほど。

　なのに今目の前に現れたばかりの妖精は、サイズが小さいだけで、普通に大人体型だったのだ。更に言えば形のいい胸にくびれた腰つきの、まさに大人の色気をたたえた美女だった。

　宝石みたいに美しい切れ長のアイスブルーの瞳の脇には、ホクロが一つある。

　しかもソフィアの家にいる妖精達は質素なワンピースかズボンなのに、この子はとても凝こったデザインの、優美なスリット入りのロングドレス姿だった。

　背中に生えた羽は白色かと一瞬思ったけれど、光の具合によって様々な色に見える、とても不思議で美しい羽だ。その美しい妖精は、ソフィアの目の前まで飛んできた。

　彼女は眦まなじりを吊り上げて、腰に手をあて胸を張りながら、透き通った声で言葉を紡つむぐ。

「ふんっ！　間抜けな顔をした人間だこと！　貴女があのお菓子を作っただなんて、とても信じられない！」

「しゃ、しゃべった！」

「喋しやべるわよ！」

「喋るだろ……」

　妖精がツンとそっぽを向き、ルーカスが呆れたふうに言う。

　馬鹿にしているような彼らの言葉に、ソフィアはつい反論した。

「うちにいる子達と違いすぎて。同じ妖精だなんて信じられないんです！」

「それって下級の妖精の事ね？　あんなのと一緒にしないで！　失礼ね！」

「そうだな。失礼な奴やつだ」

「だって私、妖精って総じてお馬鹿でお間抜けなものだと思ってたんです。こんな知的で綺麗な感じの妖精がいきなり出てきたら驚きますよ」

「あら……知的で綺麗ですって？」

「妖精を見る目は悪くないようだな」

「え。はい……どうも…………」

　褒めたとたんに二人共、鼻高々といった感じになった。

「とにかく、早くお菓子お菓子！　ルーカス！」

「あぁ、すぐに」

　リリーがルーカスの手元に飛んで行くと、ルーカスは一口サイズに千切っていたパウンドケーキを手渡した。両手でパウンドケーキを持ったリリーは、机の上に置いたバスケットの手すりの部分に腰掛けた。

　座り方もきちんと足を揃えていて、一つ一つの仕草がとても優雅だ。

（この上品さ、うちにいる下級らしい妖精にも見習ってほしいわ）

　ソフィアとルーカスの見守る中、両手で抱えたパウンドケーキを口に含ふくむリリー。

　見ていると、ゆっくりと咀そ嚼しやくした頰が次し第だいに緩ゆるんでいく。

（あ、気に入ってもらえた？）

　リリーは止まる事なく、二口目、三口目と食べ進んでいく。リリーの手の中にあった分がなくなると、タイミングを計ってルーカスがもう一欠片渡した。

「リリー、気に入ったか？」

「そうね……いいと思うわ」

　そっけない返事ながらも、リリーはまだ食べ続けている。美女のほっぺにお菓子の欠片がくっついている図は、ちょっと可愛い。

　そんなリリーを見ながら、ルーカスは幸せそうにしている。

　ソフィアに対する偉そうな態度とは違って、とろけるような天使の表情。

　少し彼らの会話を聞いただけだが、どうやらルーカスはリリーに首ったけのようだ。

「このお菓子、予想した通りだわ」

「ではやはり、この娘の作る菓子は他とは違うのか……」

「えぇ、間違いなくってよ。この子の作るものは、とっても変わってる」

「なるほど……」

　もう一欠片パウンドケーキを受け渡しながらの二人の会話に、ソフィアは首を傾げた。

（ごくごく普通のパウンドケーキなはずなんだけど）

　疑問を持ちつつも、ソフィアは口を開く。

　ケーキよりも、もっと気になる事があるのだ。

「あの。ルーカス様も、やっぱり妖精が見えるんですよね」

『妖精』というものが見える人は、今のところルーカスしか知らない。突然視界に現れるようになった、この訳のわからない生き物について、教えてほしいと思ったのだ。

「当たり前だ。リリーと今話してるだろう」

「……いつから見えるようになったんですか？」

「いつ？　そうだな……六年前くらいか」

「そんなに前から!?　あの、これって、何がきっかけで見えるようになるものなのですか!?」

　怪け訝げんな顔をしたルーカスは、しばししてから「あぁ」と納得したように息を吐いた。

「お前、瞳について何も知らないのか」

「瞳？」

「妖精が見える瞳は、祝福を受けた瞳。──『祝福の瞳』と、妖精が見える者の中では言われている」

「え!?　妖精が見える人って、私達の他にもいるんですか!?」

「貴族にはたまにな。平民ではほぼ存在しないくらい珍しい」

「知らなかったです……」

「と言っても、貴族の中でも本当に一ひと握にぎりの人間だけだ。見えない者に説明するのは難しいから、存在を知らない者がほとんどだ」

　とにかく妖精を見える人が他にもいると聞いて、ソフィアは安あん堵どした。

　自分だけが特別におかしい訳ではなかった。

「……『祝福の瞳』かぁ」

（祝福どころか、お菓子の強ごう奪だつにばかりあってるけれど）

　今のところ、その名めい称しように似合った恩おん恵けいは何一つ受けてない。

「でも、どうして突然見えるようになるのですか？　私、一カ月くらい前に突然見えるようになったんです」

「瞳は、受うけ継つがれるものなの」

　ちょうどルーカスから新しいパウンドケーキの欠片をもらう為に両手を伸ばしていたリリーが、教えてくれた。ソフィアは頰にケーキの欠片を付けた彼女に視線を向ける。

「受け継がれるって、どういう事？」

「前の宿主が死ねば、次の宿主へと力は受け継がれる。生前に親しくしていた、波長の合う人にね。ソフィアも最近、近しい人が亡くなったのではなくって？」

「ちかしい、ひと」

　最近亡くなった近しい人なんて、一人しかいない。

　それは間違いなく──曽祖父の事。彼の葬儀を終えた翌朝から、ソフィアの目に映る景色は、妖精が飛び交うファンタジックでにぎにぎしいものへと一変した。

「えっと……それは、つまり。私のひいお祖父様が、今の私と同じように妖精を見る事ができたという事？　ひいお祖父様が亡くなったから、私に力が移ったの？」

「あぁ、前の『祝福の瞳』の持ち主はひいお祖父様なのね。そう。きっとソフィアはその人から、力を受け継いだのよ」

「そんな……。ひいお祖父様に限ってまさか、妖精なんて非現実的なもの……」

「疑うの？　それだけはっきり妖精を見られるのに」

「う、疑ってはないわ……もう……妖精の存在は疑えない」

　むしろ自分の頭がおかしくなった訳ではないのだという確証を得た事に、心底安堵している。曽祖父が妖精を見る事ができたというのも、彼のまるで見てきたかのように上手に話す妖精の物語を思い出すと、納得できるような気がしてきた。

（ひいお祖父様、ただの作り話ではなかったのね。本当に妖精が見えていて、だからよく話して聞かせてくれてたんだ）

　本当はここにいるんだよ、とまでは教えてくれなかったが、ソフィアは曽祖父の妖精の話が大好きだった。

「……」

　ソフィアはちらりと、大人しく座ってソフィア達の話を聞いている男の子を見た。彼はこの『祝福の瞳』という力を受け継いでから六年間も、ずっとこの妖精の飛び交う景色を見て生きてきたらしい。

　目が合うと、ルーカスは青い瞳を細めて話を始めた。

「……それでだ。どうやらお前の力は、意外な事に『祝福の瞳』だけではないらしい」

「どういう事でしょう？」

「妖精の好む菓子を作る事のできる、特別な『手』を持っているようだ」

「はぁ？」

　何を言っているのだこの人は。特別な、手？

「以前まで、菓子が突然消えるような事はなかったか？」

「え？　窓辺に妖精寄せのおまじないとして置いてたお菓子以外は、消えた事はなかったと思いますけど」

「お前の曽祖父に、菓子を作る趣味は？」

「ないはずです」

「だったら菓子を作る能力は受け継がれたものではないという事だ。──タイミング的に、おそらく瞳の力が受け継がれて見えるようになった事に引っ張られて、元々持っていたけれど発動していなかった自身の手の力が出てきたという感じだろう。妖精は甘いものは好きだが、それでも摘つまみ食ぐい程度しかしないものだ。家からクッキー一枚程度消えたとしても、気付く者は少ないだろう」

「なるほど……消えてたとしてもそれくらいなら、確かに気にしなかったかも」

　つまり普通は妖精が来たとしても、クッキー一枚が消える程度らしい。

　窓辺に置いていたおまじないのお菓子もそれくらいだった。

「だが力が目覚めてからは違う。妖精にとってお前の作った菓子は、魅み惑わくの菓子になった」

「あぁ……本当に作っただけ全部持って行こうとしますね。駄だ目めって言うとグズグズしながらも言う事聞くんですけど」

　最初に妖精が群がって食べたのは曽祖父が亡くなる前に作ったものだけれど。

　それでもソフィアが作ったというだけで力が宿り、妖精達は引き寄せられたのだろうか。

「ところで、どうしてルーカス様は私のお菓子についてこんなに詳しいのですか？」

　家族と屋敷の使用人、後は近しい友達と妖精にしかお菓子を渡してなかった。一体どこでソフィアのお菓子を知って──それも力のある菓子だとわかったのか。

「あぁ、リリーは美しいからな。余所の妖精が貢みつぎ物ものを持ってくる事が間ま々まあるんだ。だが、ここまで魅み了りようされるものを持ってきたのは初めてだった」

「つまり、うちにいた失恋したって泣いてた妖精の恋こいのお相手は、リリーだったって事ですか。それはまた高たか嶺ねの花を狙ねらったなぁ……」

　どうやら恋する相手への貢ぎ物としてソフィアの作ったお菓子が献けん上じようされていたらしい。

　あのコロコロしたお間抜けな妖精が、この頭のいい美女を射止められるとは思えないのだが。

（贈り物なら、言ってくれればラッピングくらいしてあげたのに）

　とにかく献上されたお菓子を食べたリリーが、作り手のソフィアの力に気付いて、貢いだ下級妖精から聞き出した情報を使って家まで調べて、ルーカスの名で呼び寄せたという事か。

「なるほど、経緯いきさつはわかりました。──でもなぜわざわざ私を呼び出したのでしょうか」

　力について知れたのは助かった。他に妖精が見える人がいる事に安心もした。

　でも、それを教えようという親切心で呼んだとは思えない。

　首を傾げたソフィアに、ルーカスは答えをくれる。

「ソフィア。お前の作る菓子だけは素す晴ばらしい」

「だけって……」

「リリーが人間の食べ物にこんなに喜んだのは、初めてなんだ。本当に、菓子だけはいい。毎日でもリリーに与あたえてやりたい！」

「まただけって言った！」

　ソフィアの抗こう議ぎをさらりと躱かわし、今日会ったばかりの少年は、おもむろに天使のように可愛い笑顔を作る。

（くっ……演技だってわかってるのに。わかってるのに！　可愛いって卑ひ怯きよう！）

　ルーカスは更に合わせた手を頰の横に寄せて、小首を傾げるという可愛いポーズまで付けてきた。そのキラキラな笑顔のとても可愛い天使君は、更に上目遣いで、やけに高い声でソフィアに言うのだ。

「だからソフィアおねえさんには、僕の妖精の専属菓子職人パテイシエールになってほしいんだ！」

「はい？　妖精の、専属菓子職人……？」

　ルーカスの訳のわからない申し出に、ソフィアはエメラルドグリーンの瞳を瞬いた。

「えっと、それはつまり、リリーの食べるお菓子を作る職人として、雇やといたいって事でしょうか。あの、私一応それなりの規模の商会の娘なんですけれど」

　平民とは言っても、ソフィアは王都で一番賑わう大通りに本店を構える、そこそこの規模の商家の娘だ。

　花はな嫁よめ修しゆ業ぎようや教養を身につける為に、侍じ女じよとして貴族の家に仕えるのはおかしくない。

　でもさすがに、菓子職人として働きに出るのはありえない立場だった。

（まぁ、うちの親は私が本気で菓子職人になりたいって言ったら、応おう援えんしてくれそうだけど）

　でも、ソフィア本人が嫌だった。だって本気で菓子職人として生きていくつもりなんて、今のところないのだ。菓子作りは好きだけど、そこまでの情熱を傾けてはいない。

　好きな時に好きなように、好きなものを作りたい。

　雇い主の意向に沿って作るなんて、きっと楽しくないだろうし。

「就職の勧かん誘ゆうでしたら、お断りします」

「いや、別にうちで働けなんて言ってはないぞ」

「だってさっき菓子職人にって」

「言い方がおかしかったか……職人として雇うという事は、何かあれば辞やめられる可能性があるという事だ。だからそれは駄目だ」

「はぁ……？　ええと、もう少しわかりやすく説明してください」

「だから、僕はリリーが毎日お菓子を美味しそうに食べて、毎日幸せそうにしている顔を見たいんだ。一生、ずっと、毎日だ！」

　毎日リリーが幸せそうにしている姿を想像しているのか、ルーカスは口くち端はをあげて微笑ほほえんでいる。

　しかしすぐに仏ぶつ頂ちよう面づらへと戻し、ソフィアへと視線を移した。

「それを実現する為には、一生僕から離れずにここにいる立場になってもらわないといけない。つまり、ソフィアに僕の妻になれと言ってるんだ」

「はい？」

「表向きには僕の為に手ずから菓子を焼いてくれる優しい妻という事で。そして実際は毎日、リリーの専属菓子職人として働け。そうすればリリーは、毎日ソフィアのお菓子を食べられる訳だ。これは素晴らしい名案だろう？」

　自信満々というふうに、ルーカスは胸を張る。

「リリー、そんなふうに毎日美味しい菓子が食べられたら嬉しいだろう？」

「まぁそうね」

「だろ？　やっぱりな。だから、ね？　──ソフィアおねえさん。大切なリリーの為に、僕の奥さんになってよ」

　最後だけ、可愛い天使の笑顔で、怖こわいほどに柔らかな声色で、ルーカスは「ね？」と首を傾げる。一方のソフィアは胡乱気な目で、小こ柄がらな少年を見下ろしていた。

（頭痛がしてきたわ……）

　妖精に夢中になるあまり、まったく周りが見えていないお子様に心底呆れた。

　彼の提案は、馬鹿馬鹿しすぎる。

（結けつ婚こんなんてありえない。しかもこんな子供相手とか、絶対に嫌なんですけど！）

　十五歳のソフィアにとって、自分の胸程の身長しかない、幼い男の子なんてまったく恋愛対象外だ。あと数年すれば成長期に入って変わるだろうが、現状で今目の前の子供を伴はん侶りよにするなんて考えられない。

　そもそも身分の違う娘を、お菓子の為だけに娶めとろうなんてありえない思い付きすぎる。きっとルーカスの身内の人々も許さない。

　なのにそんな突とつ拍ぴよう子しもない思い付きを、得意気に口にするルーカス。

（うん、とっても子供らしい意味不明な我わが儘ままね。ここは年上のお姉さんとして、きっちり言ってあげないと！）

　ソフィアは背筋を正して、口を開いた。

「あのですね、ルーカス様。私はそんなのお断りです。妖精のリリーの喜ぶお菓子を一生与え続けてやりたいという理由だけでの結婚だなんて、馬鹿げてます。ありえないです。そもそも私は、素す敵てきな大人の男性と恋をして結婚するって決めてるんです！」

　ソフィアの両親は恋愛結婚。三人兄弟で兄と姉がいるけれど、その二人も恋愛結婚だった。ソフィアも愛する人のもとに嫁とつぐよう言われている。

　自分の意思で素敵な異性との未来を摑むのだと、心に決めているのだ。

「私は、想おもい合ってない相手を夫にするなんて嫌です！　貴方とは結婚しません！」

　ソフィアの反論に、ルーカスは馬鹿にするかのように「はっ」と鼻を鳴らした。

「お前の意見はどうでもいい」

　平民の意見なんて、聞く価値もないという事だろうか。

　腹が立つあまりに額に青筋を立てたソフィアは、きつい口調でまくし立ててやる。

「だいたい、ルーカス様にこれから好きな人ができたらどうするんです！　妖精の為に私を連れてたら、その人との恋ができませんよ！」

「恋？　馬鹿らしい。僕は恋なんて一生する予定ないから。政略結婚の話がきても頷くつもりはないしな」

「はあぁぁぁ!?」

　幼い子供が口にする『一生恋しない』という言葉に、ソフィアはまったく重みを感じられなかった。明日気が変わって誰かを好きになっていても不思議じゃないくらい、彼の言葉は信じられない。政略結婚の話がきても断ると言うが、簡単に断れないのが政略結婚だと、理解していないのか。

（一体、どう言ったら諦あきらめてくれるんだろう……まともに話が通じないし。もう家に帰りたい……）

　我儘な貴族のお子様相手に、これ以上どう対応すればいいのかわからなくて途と方ほうにくれたソフィアは、大きな溜息を吐く。

　──その時、苛いら々いらしていたソフィアの耳に、控えめなノックの音が届いた。

「ルーカス、客人がいらしてるのかい？　私も挨拶しようか」

　低い大人の男性の声に、ソフィアは扉の方を振り返る。

「ルーカス？　そちらのお嬢さんは、どなただい？」

　そう言って顔を出したのは、二十歳前後の男性だった。撫なで付つけた茶色い髪と同じ色の瞳をしている。

　長身で銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけていて、なんとなく温和でおっとりした印象を受けた。

（誰かしら？　ルーカス様を呼び捨てにしているところから、ご家族？）

　ソフィアは挨拶をしようとソファから立ち上がった。しかしソフィアが口を開くよりも前にルーカスが動きだして、声を発するタイミングを失ってしまう。

「エリオット兄さん！　僕の婚こん約やく者しやを紹介するよ！」

　容姿は似ていないけれど、どうやら兄弟らしい。

　それにしても気になるのは、ルーカスが突然天使バージョンになった事だ。

（もしかして、お兄さんに対してもこの演技なの？　え、っていうか、婚約者って何!!）

　承しよう諾だくなんて一いつ切さいしていないのに、どうして婚約者として紹介されているのだ。

「ルーカス様！　何言ってるんですか！」

「彼女が、僕の恋こい人びと！」

「待って！　ストップ！」

　ソフィアの制止なんて意味はなく。ルーカスは椅子から可愛くジャンプして下りて、兄のエリオットのもとに駆かけて行った。そして腕うでに絡からみつく。

「ふふっ」

　更に上目遣いで相手を見上げる姿は、甘あまえん坊ぼうな年の離れた弟そのもののように見えた。素の彼を知らなければだが。

「……ルーカス、今なんて？　婚約？　恋人？」

「そうだよ！　彼女はソフィアさんっていうんだ。僕、彼女と結婚したいんだ！」

「突然何を言い出すんだ」

「だって兄さん。僕、ソフィアさんの事が好きなんだ。ずっと一緒にいたいんだよ」

　当たり前だが、エリオットは眉を下げて困ったような顔をしている。いきなり幼い弟に恋人を紹介されて、しかも結婚したいとまで言われたのだ。驚くに決まっている。

「いいでしょー？」

「ええと、だな…………待て……待て待てルーカス。ちょっと落ち着いて話を、」

「兄さんの方が落ち着いて？　──でね。できれば今年中には結婚しちゃいたいなぁと思ってるんだ」

「いやいやいや、あのな？　ルーカス、いいか。長男の私より先にお前が妻をもらうというのはだな……その、外聞的にも色々と問題がだな？　そもそも十歳は早過ぎるしな？」

「でも兄さん。僕はソフィアさんがいいんだ。早く彼女と結婚したいんだよっ！」

　無邪気な子供らしく、少し頰を膨ふくらませて駄だ々だをこねる。

　でもソフィアは、その無邪気な様子に寒気がした。

（なんという演技派。笑顔だけじゃなく拗すねた顔まで作れるなんて。最近のお子様、怖すぎるわ……！）

　容姿が可愛いから、無邪気な子供の演技がとても上う手まくハマっている。

　知らなければ確実に騙されるレベルの演技力だ。エリオットは落ち着かせる為か弟の肩を軽く叩きつつ、ソフィアを振り返った。

「──ええっと、ソフィアさん……だっけ」

「は、はい。ソフィア・ジェイビスと申します。初めまして」

　やっと挨拶するタイミングがきた。ソフィアはドレスの裾を摘まんで少し腰を落とす。

　その様子を見たエリオットは、しばし考えるような仕草をしたあと、思い付いたように「あぁ」と声を漏らした。

「ジェイビスって、もしかしてジェイビス商会の子かな。大通りにある食料品系の商会の」

「はい、そうです。それは父が経営している商会です」

「そうか。宜よろしくね。評判はかねがね聞いているよ……あの、うちの弟が悪いね」

　ルーカスの「ソフィアを嫁よめにしたい」発言に、ソフィアが困った様子なのはエリオットも気付いていたのだろう。苦く笑しようしながら、彼は自らの腕に絡みつく弟の髪を撫でた。

「この子は、見た目通りふわふわっとしていてね、あまり物にも人にも固こ執しつしないんだ。とりあえず笑って誤ご魔ま化かしておけ、みたいな適当な感じだし」

　素の彼に、ふわふわしたところなんて微み塵じんも見受けられないが。

（それにしても。どうしてお兄さんなんて、一番近しい人に対しても猫ねこ被かぶりしているんだろ、この子）

　エリオットがルーカスの今の態度を不思議に思っている様子はなかった。

　つまり相当昔からルーカスは、この天使の仮面を付けている事になる。

（こんな小さい子の相当昔って、いつ……？　あ、もしかして私に見せていた意地悪な性格の方が、演技だったりするのかしら。あぁ、もう訳がわからない！）

　混乱して、もうどう反応すれば正しいのかわからなくなったソフィアは、とりあえずその場しのぎで愛あい想そ笑わらいを浮かべて返した。

「あはははー。そうなんですね」

「……。そんなルーカスが、どうして君に興味を持ったのか。それも色々すっ飛ばしていきなり結婚だなんて……気になるね」

　そこで細められた、探さぐるような厳しい目にソフィアは気付き、納得した。

（あぁ、そうよね。私が騙してる側だと疑われても仕方ないわ）

　ルーカスは貴族の子だ。きっと家いえ柄がらを欲ほつした商人の娘のソフィアが、色いろ仕じ掛かけでルーカスを落としたとでも思われたのだろう。

　彼は弟の事を心配している。

　だから口調こそ柔らかく対応しつつも、少しきつい眼まな差ざしを送ってくるのだろう。

　ソフィアがルーカスの発言に困っていたのも、浅ましい演技だと思われたのかもしれない。

（弟想いの、いいお兄さんなのね。弟はこんなだけど）

　とりあえず、ソフィアはおそるおそる口を開いた。

「……あの、エリオット様は、妖精って信じます？」

「は？」

「すみません。なんでもありません」

　ルーカスが自分に興味を持った理由を話してみようかと思ったけれど、信じてもらえそうにないと察して首を振った。どうやら彼は『祝福の瞳』を知らないらしい。

「変な事を聞いてすみません」

「いや。──なんとなく、ルーカスとの共通点がわかったような気がしたよ」

「共通点ですか？」

「この子もね、一時期……私の祖母が亡くなってすぐの頃から、妖精がどうのとか」

「私の……？」

　私達の、ではなく私の、とエリオットは言った。瞳を瞬くソフィアに、彼は苦笑する。

「あぁ。私の母親は十二年前に亡くなっている。父上が迎え入れた後妻が、十年前にルーカスを産んだんだ。だから私の母方の祖母とこの子は、血が繫つながってないんだよ」

「は、はぁ」

　つまり、兄のエリオットはこの伯爵家の当主の前妻の子。弟のルーカスは今の妻の子。

　腹違いの兄弟という事なのだろう。そして時期からして、ルーカスはエリオットの母方の祖母から力を受け継いだという事か。

（そんな複雑な家庭環かん境きよう、私が聞いちゃっていいのかしら）

　困ったようなソフィアの反応に気が付いたのだろう。エリオットが苦笑する。

「貴族社会では有名な話だよ。隠かくしてなんかいないし、私とルーカスの間にはなんの隔へだたりもない、仲のいい兄弟だ」

　その仲のいい兄を相手に、ルーカスがどうして演技しているのかという疑問はあるけれど。

　つらい家庭環境ではないという事に安堵し、ソフィアはほっと息を吐いた。

（ルーカス様って十歳なんだ。それにしては小柄ね。もう少し下かと思ってたわ）

　そんな事をぼんやりと考えていたソフィアを余所に、ルーカスは無邪気な笑顔を兄へと向けていた。

「ねえエリオット兄さん。ソフィアさんはいい子でしょ？　結婚してもいいでしょ？」

「いやいや。いきなり結婚だなんて認められる訳ないだろう。ええと、そう……お友達だ。お友達になりなさい。見た感じでは、まだあまり親しい訳でもないんだろう。友達になってお互いに色々知って、それでルーカスがもっと成長した時にもまだ好きなら、その時には、私からも父上に口くち添ぞえしてあげよう」

「えー」

「これ以上は譲ゆずれないよ」

（まぁ、当然の判断だわ）

　ルーカスが成長して結婚を考えるような年齢になった時、ソフィアはもうとっくに結婚していなければならない年齢になっている。

　よほど嫁ぎ遅おくれてしまわない限り、ルーカスの結婚適てき齢れい期きと嚙かみ合あわない。

　要はエリオットは時間を置いて、ルーカスにソフィアとの結婚を諦めさせようとしているのだろう。どうせ子供の一時の我儘だから、そのうち飽あきるだろうと思っているのかもしれない。そもそも身分的に考えても、ありえない事だ。

「友達かぁー」

　口元に人差し指をあてた可愛いポーズで「うーん」と考え込んでいたルーカスは、パッと顔をあげる。キラキラな笑顔を急に向けられて、凄く眩まぶしい。

「ま、今はそれでもいっか。ソフィアさんがうちに来てくれるなら！」

「えー……」

「ふふっ」

　ルーカスがエリオットから離れてソフィアの方に走ってきた。

　そして今度はソフィアの腕に腕を絡ませる。

　なんの冗じよう談だんでじゃれられているのか、わからない。しかし突然、ルーカスの手がソフィアの二の腕の肉をぐりっと摘まむ。

「っ……！」

　服越ごしだから凄く痛いという程ではなかった。

　それでも抓つねられて顔をしかめるソフィアに、キラキラの笑顔の圧力がかかる。

「ソフィアさん、絶対にまた遊びに来てね。お菓子を持って！」

「──はい……」

「明日ね！　というか、毎日ね！」

「それはちょっと……」

「……」

「すみません。本当にちょっとそれは……」

「はぁ──。……じゃあ、すっごく寂さびしいけど、三日に一度でもいいよ」

　微び妙みような譲じよう歩ほをしてくれたが、それにも首を振るソフィアに、ルーカスは背せ伸のびをして耳元で囁く。

「あと、今は友達で我慢してやるが、お前を娶るのを、僕は諦めないからな」

　強い、本気の声色にぞわりと背筋から悪お寒かんが走った。




　──その後すぐに、ソフィアは玄げん関かんで天使の笑顔のルーカスに両手を振って見送られた。

「また遊びに来てね！　お菓子、持ってきてね！」

　とにかく『お菓子を持ってくる事』を強調された。口には出さなかったが、「僕の妖精の為に！」という、リリーへの愛をひしひしと感じた。

「はぁー。もう二度と来たくない……」

　見た目だけは天使な妖精大好き腹黒少年と、これ以上関わりたくない。

　伯爵家に滞たい在ざいしていた時間はそんなに長くないはずなのに、もの凄く疲つかれた。

「今度呼び出しがかかっても、どうにかこうにか断ろう……。なんか、ただの子供の我儘で呼び出されただけで、伯爵様自身は関係ないような感じだったし」

　兄のエリオットもさりげなく離したがってる様子だったし、断っても問題ないだろう。

　もう二度と関わらない。ソフィアはそう心に決めて、我わが家やに帰ったのだった。




「ただいまー」

「帰って来たか、ソフィア！」

「え？　父様？」

　帰宅したソフィアを玄関で出迎えたのは、父だった。

　家族で住んでいるこの家は、王都で一番広くて長い大通りから一本離れた場所にある。

　大通りの方には父が経営する商会の店てん舗ぽ兼けん倉庫が建っていて、その裏側に住宅が背中合わせの形で建っている。店と住宅の建物同士の裏口が門で繫がっているので、父と母は毎朝裏門から出勤している。

　職場がとても近いといっても二人は忙しく、まだ日の落ちていない時刻に家に帰っているのは、たいへん珍しい事だった。

「どうしたの。今日は仕事、早くに終わったの？」

　頰に挨拶のキスを交わしながらも、ソフィアは瞳を瞬いた。

「いいや。まだ夜の営業が少しあるから、すぐに店に戻る。ただ、たった今届いた手紙にあまりにびっくりしてな。あっちはメアリーに任せて、つい帰って来てしまった」

　メアリーというのは、ソフィアの母親だ。

　主に接客を担当しているので、今もきっとお客さんを相手に忙しくしているはず。

「手紙って？」

「フィリップ伯爵家から、早馬で届いたんだよ」

　ソフィアは顔を引ひき攣つらせた。

　このタイミングでフィリップ家からの手紙が父に届くなんて、もう嫌な予感しかない。

「と、父様、その手紙にはなんて書いてあったの？」

「ご子息のルーカス様がソフィアと友達になったから、今後とも宜しく頼たのむという事だ。挨拶状だな」

（あの腹黒天使……親に手を回したのね……！）

　きっと徒歩で帰ったソフィアより先回りして、早馬で届けさせたのだろう。

　ただの子供の我儘だから、別にもう関わらなくてもいいやと思ってたのに。

　親である、本当の権力者のフィリップ伯爵名義での書面が届いてしまった。

　このままだと『お友達としての付き合い』を断るイコール、伯爵様本人に逆らうという事になってしまう。

（きっとあれだわ。あの偽にせ物ものの天使の笑顔で、親であるフィリップ伯爵様を懐かい柔じゆうしたんだわ。それで私の父様にまで手を回したのね。そうに違いない）

　エリオットでさえ、天使の笑顔でお願いされて、困った顔ながらも「お友達としてなら……」とソフィアとの関わりを許きよ諾だくしたのだ。

　エリオットは二十歳前後に見えた。ルーカスとの年の差からして、ルーカスは年を取ってからできた末っ子。あの猫被りの可愛い仕草でいれば、伯爵様はメロメロだろう。

「ソフィアは、ルーカス様といつの間に仲良くなったんだ？　オーリーから、伯爵家にソフィアが招待されたと報告は受けていたが……」

　娘がとんでもない人間関係を築いた事に、父は困惑しているらしい。

「えっと……ちょっと、趣味？　が合って……」

「趣味？　お菓子作りか？」

「えっと、うん、そう。私のお菓子、食べたいって」

「ほぅ、甘いものがお好きなのだな」

「そうみたい！」

「だったら気が合うのも納得できる」

　それから父は、ニコニコの笑顔でソフィアの蜂蜜色の髪を撫でた。

「今度会う時は、うちの新商品の菓子も手て土産みやげに持って行きなさい」

「わ、わかったわ」

「いやぁ、フィリップ伯爵家は、王家とも関わりが強い家だ。うちの商品を広めてもらえるような事になれば心強いなぁ。いや、別に娘の友達を商売に使おうなんて、思ってないがな？　全然まったく思ってないがな？」

　商人らしい考えにソフィアは苦笑しながら、心の中でルーカスを呪のろった。

　ニコニコ嬉しそうにしている父に、真実は言えなかった。

　たぶんソフィアが関わりたくないと言えば、父は構わないと言ってくれる。

　それどころかフィリップ伯爵家と一切関わらないでいいように守ってもくれる。

（でも、商売に影響する可能性があるし）

　もし、ルーカスとの『お友達』を断った場合。

　ルーカスの父親である伯爵様が怒って何かしてくるかもしれない。

　その場合、一番に狙われるのは父が経営し、兄が後を継ごうと必死に修業している商会だ。想像して、ソフィアは眉を寄せた。

　権力を持った貴族に逆らって、潰つぶされた店がいくつもあるのを知っている。

　税金の優ゆう遇ぐう措そ置ちを受けられなくされたり、悪い噂うわさを流されたり。

　うちが出せないような高額の給金で従業員を引き抜いて、店の運営を妨さまたげたり。

　もちろんフィリップ伯爵がいくら可愛い息むす子こにお願いされたからって、実際にそんなに意地の悪い方法を取ってくるかはわからない。

（でも父様さっき、王家とも強い関わりがあるみたいな事を言ってたわ。もしルーカス様のお父様が意地悪なタイプな人だったら、私のせいで家族が……）

　それにルーカスに求められているのは、いつも作っているお菓子。それだけ。

　今は『友達』でいいとも言っていた。

　それだけで、父と母に泣き付くなんて、なんだか凄く子供っぽい気がする。

「仕方ないか……相手は子供なんだし。三日に一度でいいって言ってたし。ここは私が大人の対応を取ってあげましょう」

　最大限の譲歩をして、お菓子を届けに行ってあげよう。

　ソフィアは結局、ルーカスの思おも惑わくに乗る事にしたのだった。
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　三日に一度、妖よう精せいリリーの為ために、お菓か子しを作って届ける事。

　フィリップ伯はく爵しやく家けのルーカスとそんな約束をしてしまってから、二カ月が経たった。

　これだけの月日があれば、これまでは馴な染じみのなかった、貴族の大きな屋や敷しきに慣れつつある。妖精の存在についても理解し、吞のみ込こむ事ができるようにもなっていた。

　そして今日もソフィアは、お菓子の入ったピクニックバスケットを持って、彼かれのもとを訪おとずれる。伯爵家の屋敷に着くと、もう顔見知りになった門番に声をかけた。

「こんにちは、いい天気ですね」

「いらっしゃいませソフィア様。えぇ、おかげで今日はずいぶん暖かい」

　確かく認にんなどは何もなく、あっさりと門を通された。

　次いで屋敷の執しつ事じに迎むかえ入いれられ、ルーカスの私室に案内される。

「ルーカス様。ソフィア様がお目見えです」

「どうぞ入って？」

「失礼します、こんにちは」

　ルーカスの部屋に入ると、少ししてメイドがお茶とお菓子を運んできてくれた。

　銀のトレイに並べられたものに、とたんにソフィアの瞳ひとみがきらりと輝かがやく。

「三層になったダイヤ型のチョコ！　これ、凄すごく美お味いしいって噂うわさになってたやつ！」

　人気すぎて手に入らず、まだ一度も味わえていない憧あこがれのチョコレート。

　フィリップ伯爵家では、いつもこういう魅み力りよく的てきすぎる菓子が出てくるのだ。もちろんこの誘ゆう惑わくに勝てるはずもなく、ソフィアはルーカスに期待を込めた視線を送る。

「……好きなだけ食べればいい」

　もの凄く呆あきれた顔をされているが、許可が出たので早速椅い子すに座すわらせてもらって、手を伸のばした。

　お菓子を届けに来ているのに、なぜかそれより上等なお菓子をいただいてしまっている変な状じよう況きようだ。更さらにルーカスの提案で、作ってきたお菓子の材料費と手間賃ももらっている。

　自分の家にいる妖精用に作るお菓子を、少し増やして届けるだけでこの待たい遇ぐう。無理矢理に決められた取引で、手間と時間は取られるものの、実際にこうして三日に一度の配達を始めてみると、別に損ばかりではなかった。

　それについてはよかったと思うのだが、でもうんざりしている事が、一つある。




「リリーは今日も変わらず麗うるわしいな。そう思わないか、ソフィア」

　ルーカスの台詞せりふに、ソフィアはチョコレートを摘つまみつつも、大きく溜ため息いきを吐つく。

「そうデスネ」

　二人が座った間にあるテーブルの上では、リリーがソフィアの作ってきたシフォンケーキを食べている。

　今回は生クリームとバターを砂糖と一いつ緒しよに煮に詰つめた、甘あまくて香こうばしいキャラメルソースを加えたもの。メレンゲの泡あわ立だてを頑がん張ばった成果も出て、しっかり膨ふくらんだふわふわのキャラメルシフォンケーキになった。

「見ろ、この幸せそうに菓子を頰ほお張ばる姿を。ほらっ」

「ええ見てますってば」

　もの凄く適当な返事なのに、ルーカスは更に勢いを増してリリーの素す晴ばらしさについて語りだす。

　……ルーカスの言う通り、皿の上で切り分けられたシフォンケーキにかぶり付いているリリーの姿は、確かに和なごむ。クールな雰ふん囲い気きの彼かの女じよが、お菓子に頰ほおを緩ゆるませているところも可愛かわいいと思う。でもルーカスほど情熱的に、ときめきはしない。

（聞くの面めん倒どうだから、お菓子を渡わたすだけで帰りたいって、毎回思ってはいるのよ。なのに出されるお菓子がいつも美味しそうで……つい手が伸びて、ルーカス様のリリー自じ慢まんに付き合う事になっちゃうんだよね）

　それに、自分の作ったお菓子を食べたリリーの反応もやっぱり気になるので、食べるところを確認したい。渡すだけでさようならという流れにはなりにくかった。

　美しい細工の施ほどこされたチョコレートを摘まみながら、ソフィアはもの凄く適当に相づちを打っていく。チョコ美味しいなぁと思いつつ。

「素晴らしいデスネー」

「そうか。お前でもわかるか。容姿も美しいが……一つ一つの所作も完かん璧ぺきだろう」

「はぁ、そうですか」

「ソフィアのような比ひ較かくしやすいものが傍そばにいると、より際きわ立だつな」

「はぁ？」

　ソフィアの眉まゆがピクリと動くが、自分への口の悪さはいつもの事だと怒いかりを吞み込む。

　チョコレートの味に集中しようと頑張っていたところ、ふと気が付いた。

（──あ。ルーカス様、今日も出された紅茶もチョコも食べないんだ）

　彼はソフィアの持ってきたキャラメルシフォンケーキを、フォークで上品に食べている。

　すぐ近くに繊せん細さいな細工の施された、プロのショコラティエが作ったチョコレートが並んでいるのに。前回も、前々回も、毎回こうなのだ。

　他にプロの作ったお菓子があっても、ルーカスはソフィアのお菓子だけを食べる。

　だからソフィアは、少し疑問を持ち始めていた。もしかして、実はもの凄くソフィアのお菓子を気に入ってくれているけれど、恥はずかしくて言えないだけなのだろうか。

　気になったソフィアはリリーについて語っている彼の話に、少し割り込んでみた。

「ルーカス様。シフォンケーキ、美味しいですか？」

「不ま味ずくはないといった程度だな」

「そうですか……それにしてはよく食べますね」

「たまたま目の前にあったからな」

　口では否定しているが、食べる手は止まらない。これはきっと美味しいと思ってくれているのだろうと、ソフィアは勝手に結論づける事にした。
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　ソフィアが帰ったあと。赤い夕日の差し込む部屋の窓まど際ぎわで、ルーカスは一人、シフォンケーキを手でそのまま摘まんでいた。茶色いそれは、とても軽い食感を持った菓子だ。

　ソフィアの作る菓子の味は総じて素そ朴ぼくで、店で売っているものとは少し違ちがって……だからだろうか、食べると少し複雑な気持ちになる。

　口に入れると舌に広がっていく甘みに、ルーカスは眉を寄せて嘆たん息そくした。

　──そこへ、一人のメイドがノックと共に顔を出す。

「失礼致いたします」

　ルーカスはパッと偽いつわりの笑え顔がおを作った。

「どうしたの？　何か用かな」

「はい、ルーカス様。本日のお夕食はいかが致しましょう」

「うーん。これがあるから、いらないや」

　そう言いながら、ルーカスは彼女から目を背そむけてシフォンケーキをもう一口、口に入れる。ルーカスが用意された食事を取らないのは、いつもの事。

　同年代の子供よりも細身で身長も低めな体型は、栄養不足気味なせいなのだが。

　メイドは夕食を食べずにお菓子を食べるルーカスを注意する事もなく、慣れた様子で頭だけを下げて、すぐに扉とびらを閉めて出て行った。

　メイドが姿を消すと同時に、ルーカスの視界にきらめく光が映る。銀色の髪かみを翻ひるがえし、妖精のリリーが傍へ寄ってきたのだ。

「──ルーカス。それだけで足りる？　シフォンケーキ全部食べてもいいのよ？」

　リリーの言葉に、ルーカスは彼女だけに見せる素のままの笑顔を浮うかべた。

「有あり難がとう、リリー。でも買い置きのパンもあるから、もうこれで十分だ」

「でも……」

　ソフィアはいつもかなり多めの量を持ってくる。どうやら頼たのんでもいないルーカスの分も入っているらしい。だから一つ二つ摘まみはするが、しかし次にソフィアが来る三日後まで、リリーの分を絶対に切らす訳にはいかない。

　……リリーの存在だけが、ずっとルーカスの救いだった。お返しにもならないけれど、喜ぶものはなんでも与あたえてやりたかった。だからとても強ごう引いんで勝手なやり方だと自覚しつつ、ソフィアにお菓子を届けさせる事にしたのだ。

（リリーの望みでなかったら、こんなに頻ひん繁ぱんに他人に会うなんて煩わずらわしい事、絶対しない）

　ルーカスは手を止めて、リリーの頭を指で撫なでた。

　くすぐったがるように身を捩よじるリリーの様子に、心が癒いやされる。

「リリー。君さえいてくれれば、それでいいんだ」

　小さな妖精と二人きりの広い部屋で囁ささやいた少年の声は、とても寂さびしい響ひびきを含ふくんでいた。
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　穏おだやかな昼下がりのある日。三日に一度のお菓子の宅配を明日に控ひかえたソフィアは、キッチンに立ちお気に入りのフリルたっぷりのエプロンを着けて、作業していた。

　ソフィアがお菓子を作っていると現れるのは、当然騒そう々ぞうしいあの子達だ。

「ソフィアさんソフィアさん」

「それなんですかー！　なにできるですかー！」

「シュークリームよ」

　教えると大喜びで作業台の上で跳はねまくりだした妖精達を余よ所そに、ソフィアはカシャカシャカシャカシャ、無心で泡だて器でボールの中身をかき混ぜる。

　シュークリームに生クリームは必ひつ須すだ。ソフィアの好みは生クリーム七割、カスタードクリーム三割の割合で作ったクリームをぎっしりみちみちに生き地じに詰つめたもの。

　カスタードクリームの方は、もう小こ鍋なべにできていて冷めるのを待てばいい。

　シュー生地も、もう絞しぼってオーブンで焼き始めている。

　この生クリームができたら、あとは生地とクリームを合わせるだけだ。

　そして形はもちろんスワン型の予定。だって可愛い方がいいに決まってる。

　美味しく可愛いシュークリームを目指して、ソフィアは混ぜる。

「…………ふう」

　しばらくして疲つかれを感じだし、ボールを置いて泡だて器を手放した。

「気候が暖かくなったから、泡立ちにくくなったかも。氷を用意しておけばよかったわ」

　ソフィアは少し気だるく感じる手を見下ろして、開いたり閉じたりしてみた。

　そうやって改めて自分の手を眺ながめるけれど、特に変わったところは見当たらない。

「……どう違うのかしら」

　この手で作ったお菓子は、妖精にとってとびきり魅力のあるものになるという。

　曽そう祖そ父ふが生きていた頃ころと今の手、どう違うのかがソフィアにはわからない。

　そうやって自分の手を観察していたソフィアに、妖精達が寄ってきた。

「とくべつな、てー」

「だいじにしろ」

「あら、貴方あなた達の目には、この手が変わって見えるの？」

「キラキラしてる！」

「へぇ？　キラキラ、ねぇ。──ん？　手？」

　ソフィアは改めて自分の手を眺めた。そして思い付いた。

　この手が生み出すものなら、もしかするとお菓子以外のものでも力が発揮されるのではないかと。だってお菓子限定だなんて、ピンポイントすぎないか。

「ちょっと試ためしてみようかな。お菓子以外に、私が作れるものは……」

　生地の焼けた香ばしい香かおりを嗅かぎながら、考える。料理は料理人の仕事なのでほとんど作らない。だとすると、ソフィアができるのはあとは手芸くらいだ。

（これができ上がって、部屋に帰ってから試してみよっと）

　そんな事を考えながらソフィアの手はまた、理想とするクリームを作る為の泡立てを再開するのだった。




　やがて完成したシュークリームを、一つ通りの向こうにある商会へと差し入れしたあと。

　部屋に戻もどり自信作のスワン型シュークリームとホットミルクを机に置いたソフィアは、最大限まで引き出した机の引き出しの奥おくを、ごそごそと探さぐっていた。

「あ、あった。よかった、しばらく触さわってなかったから、場所があやふやだったのよね」

　引っ張り出した箱に入っていたのは、レース用の細いかぎ針だ。

　それと別の場所から出してきた、生き成なりのレース糸と編み図の本も机の上に載のっている。

　編み物は洋服を作れる程ほどの腕うではないが、小物程度なら作れる。

「妖精サイズのものがいいわよね。この一番小さい飾かざりにしようっと」

　早さつ速そく、生成りの糸玉の中心から糸の端を引っ張り出し、指にくるくるっと巻き付ける。

　次いで本に書いてある図面を見つつ、かぎ針を動かす。

　とても小さいから時間はほとんどかからない。

　結果、十五分程で指先の上にちょこんと載る大きさの花の飾りが一つできあがった。

「これ、どうしよう。あ、そうだリボンがあったはず。合わせてみるのはどうかしら」

　細い光こう沢たくのあるリボンを程よい長さに切って、それに花の飾りを縫ぬい合あわせた。

　糸もリボンも白いので、花の中心にアクセントとして青いビーズを縫い付けてみる。

「よし、できた！」

　早速ソフィアは、きょろきょろと周りを見渡した。

「あぁ、君でいいわ」

　ちょうどいいタイミングで近くを飛んでいた妖精を、ひょいっと摑つかんで机の上に攫さらう。

　ソフィアの中に妖精達へ対する遠えん慮りよや配はい慮りよは、もう一切ない。

「あ～れぇ～」

「大人しくしてて」

「ら、らんぼうは……およよよよ」

「いいからじっとして。はいっ、気を付け！」

「っ！」

　ソフィアの強い声にシャキッ！　と固まった妖精の髪に、ソフィアは花飾りの付いたリボンをあてがう。髪のサイドに花が固定されるように、リボンをぐるりと回して首の後ろで結び留とめた。これで花飾りの付いたカチューシャみたいになった。

「はい、完成。──うん、なかなか可愛いんじゃない？　いい感じじゃない？」

　簡素な服装だった妖精が、たった一つの飾りが加わっただけでとても華はなやかになった。

「どうかしら？　気に入った？」

　ソフィアは手鏡を出して、本人にも見えるようにしてみた。

「まぁ！　まぁまぁまぁ！」

　鏡の中の自分を見た妖精はぽっと頰を赤らめて、くねくね身を捩らせている。

「おぉ？　気に入ったっぽい反応！」

「えへえへ」

「可愛い可愛い」

「うふふふふふ」

　ソフィアが褒ほめていると、他の妖精達もわらわらと寄ってきた。

　花の飾り付きカチューシャを付けた妖精を取り囲み、とたんに騒さわぎだす。

「うらやまー」

「ください！」

「つくって！　ソフィアさんつくって！」

　騒がしくねだる妖精の声に押おされて、ソフィアは結果として、いくつもの花の飾りを編む事になるのだった。そうして必死に編みつつ、妖精に訊たずねてみる。

「ね、これもお菓子と同じくらいキラキラしてるの？」

　お菓子のような消えものでないから、これさえ渡せば追加の催さい促そくはなくなるのではないか。そう考えつつ聞いてみたのだけど、妖精は首を傾かしげながら残念な答えをくれる。

「してない」

「えぇ？　それにしては喜んでくれてるみたいだけど」

「にんげんが、ようせーのものつくるとか、ぜんだいみもん」

「だから、おもしろい」

「あー、……そうなんだ。やっぱりお菓子じゃないと駄だ目めなのね」

「いえす！」

「ソフィアさんのおかしはすばらしい」

「ほれぼれするぜ」

　褒め言葉の連続にうっかり乗せられたソフィアは、編み物に夢中でまだ半分残していたシュークリームの食べかけを差し出した。

　ちなみに既すでにできたてをキッチンでいくつも持って行かれている。

　妖精達は揃そろって勢いよくシュークリームに突とつ進しんして行き、全身クリームまみれになっていく。ソフィアは思わず吹ふき出だしてしまいながら、ぼんやりと考えた。

（編み物は物もの珍めずらしいだけだったか。つまりお菓子以外は駄目なのね）

　どうやらソフィアの力は、本当にお菓子限定らしい。なんと振ふり幅はばの狭せまい力なのだろう。

　それでも力について一つ知る事が増えてよかったと思いつつ、机の上に転がるいくつかの糸玉を眺めた。そこで一つの白く細い糸が目に入り、手に取る。

「これ、お気に入りなのよね。でも上品な質感すぎて私には似合いそうになくって……」

　周りにいる妖精達に作ったのは生成りの糸が材料で、どちらかと言えば素朴な雰囲気が出るものだ。今ソフィアが持っているのは、シルクの白いレース糸。

　光沢があって柔やわらかで、とても上品な質感だ。

「いい糸なだけに、ずっと玉のまま取っておくのは勿もつ体たいないなぁ」

　手の中で糸玉を転がしていると、ふと、ソフィアの頭の中にすらりとした手足を持つ、銀ぎん髪ぱつの妖精がよぎった。彼女ならきっと、この上品な糸で作ったものが似合う。

　でもお菓子以外のものを、あの子が喜んでくれるだろうか。うちにいる単純お馬ば鹿かな妖精達とは違い、ファッションにもなかなかこだわっていそうだ。

（……まぁ、道具も出してるし、作るだけ作っちゃおうかな）

　白いシルクのレース糸を手に取ったソフィアは、銀髪の妖精を思い出しながらだいたいの大きさを決め、かぎ針を動かし始めるのだった。




　そして翌日。お菓子を持ってフィリップ伯爵家を訪れたソフィアは、部屋に通されるなり、作った三角レースストールをリリーへと差し出してみた。

「これ。リリーに合わせて作ってみたのだけど、どうかしら」

「まぁ、これを私に？」

　手渡すなり、リリーは両手で広げたレースストールをじっと眺め始めた。しかし眺めるばかりで言葉はない。

「…………」

　あまりに長く反応がなくて、ソフィアは段々と不安になってきた。

「あ、あの。もしかして、趣しゆ味みじゃなかった？」

「…………」

　このプレゼントは失敗だったかと、ソフィアは眉を下げる。

　──しかし、しばらくして彼女はおもむろにストールを肩かたにかけた。

　それから鏡のある壁かべ際ぎわまで飛んで行って、くるりと一回転。

　レースストールと長い銀の髪、着ているロングドレスの裾すそが、一緒に優ゆう雅がに翻る。

「なるほどねぇ」

（何がなるほどなのかしら）

　リリーはまるで踊おどっているかのように優雅に何度も体の向きを変え、鏡を眺めている。

　ややあって、リリーの口元が柔らかく緩んだ。

「……悪くないわ」

　どうやら喜んでくれたらしい。ソフィアは安あん堵どの息を吐く。

「目測で作っちゃったけど、大きさも問題なさそう？」

「そうね。使いやすい大きさだわ。上出来ね」

「ふふっ、よかったわ」

　そこでソフィアとリリーのやり取りを、椅子から眺めていたルーカスが口を開いた。

「ふん？　お前は菓子だけでなく、こんなものまで作れるのか」

　こんなものというのは、ストールの事を指しているのだろう。

　細かなレース編みに、驚おどろいている雰囲気も少し垣かい間ま見みえた。

（そういえば、ルーカス様はお兄さんとの二人兄弟だっけ）

　彼らの母親が趣味でしていない限り、レース編みの品は馴染みのないものなのだろう。

「細い糸なので細かい作業になりますけどね。基本の編み方さえ覚えれば、意外にできちゃうものなんです。これは妖精サイズなので、一時間かからないくらいでできました」

「そうか。……リリー、これも妖精にとっては特別な品なのか？」

「いいえ？　特に何も感じないわ」

「みたいですね。うちの妖精達も、物珍しさに喜んではくれましたけれど、やっぱりお菓子の方が嬉うれしいみたいでした」

　しかもせっかく頑張って手間もかけて作ったのに、あの子達が喜んだのは最初だけ。

　ソフィアの作った結構な数の花の飾りはすぐに飽あきられ、邪じや魔まだと外されてしまった。

　部屋に転がるいくつもの花の飾りを見た時の虚むなしさったら。

　ほんの何匹びきかが気に入って付け続けてくれているのが、少しの救いだろうか。

「ソフィア」

　いつの間にか、リリーがソフィアの目の前に来ていた。

　視線の高さで浮ふ遊ゆうする美しい妖精は、こちらを窺うかがうように青い瞳を向けてくる。

「リリー？　どうしたの」

「その……また、……何かできたら持っていらっしゃいな」

「だそうだ」

「わ、私はファッションには煩うるさいから、お洒落しやれなものを作りなさいねっ」

「その通りだ。リリーの美しさに負けないものにしろ」

「はぁ……ルーカス様は相変わらずですね……」

　ルーカスはリリーが喜ぶならなんでもいいようだ。でもリリーは、なんでもいい訳でもなく。ソフィアの家にいる妖精のように物珍しいから興味を引かれている訳でもなく。本当に気に入って、大切にしてくれるような気がした。

　だって本当に大切な物のように触ふれ、珍めずらしくはにかみを見せてくれてもいる。

　こんな反応をもらえるとソフィアは嬉しくて、また何か作ってあげたいと思ってしまう。

「うん。じゃあ、また作るね。でも私が一番楽しいのはやっぱりお菓子作りだから。基本はお菓子になるわよ」

「構わないわ。私もお菓子がなくなるのが一番困るもの」

「そうだ。お前はリリーの為の菓子職人パテイシエールとしてうちに通っているんだからな。僕ぼくと結けつ婚こんしてそれが一生続く保証があれば尚なおいいのだが」

「お断りします」

　懲こりずにまた結婚話を持ち出してきたルーカスに、ソフィアはきっぱりと断った。

　絶対に、何があっても頷うなずくはずがない。何がなんでもこれだけは譲ゆずれない。とにかくリリーの反応に満足したソフィアは、次にルーカスへバスケットを差し出した。

「あとはこれ、今日のお菓子です。シュークリームと、型抜ぬきのバタークッキー」

　バスケットの中から大きめの紙ナプキンで一つずつ包んでいるシュークリームを二つと、クッキーを入れている紙かみ袋ぶくろを一ひと袋ふくろ、机の上に出す。

　持って来たシュークリームは、持ち運びのしやすさを考えて普ふ通つうの丸型だ。

　クッキーの方は色々な型で抜いたもの。

　星の形やハートの形、動物の形などをしていて、目で見ても楽しい。

「シュークリームは昨日作ったものなので、今日中には必ず食べてくださいね。クッキーの方は、だいたい一週間くらいは保つかな？　でもやっぱりできるだけ早く食べた方が美味しいとは思います。湿しつ気けてしまいますし」

「あぁ、ご苦労。──金額は？」

「ええと、材料の領収書がこちらです。うちに元々あった材料それぞれがだいたいこれくらいの金額分を使ったかと」

　ソフィアが出したのは領収書とメモ。自分の作ったお菓子の対価にお金を受け取る事に最初は困こん惑わくもしていたが、さすがにもう慣れてきた。

　ルーカスはソフィアの出した数字を確認すると、立ち上がって部屋の隅すみにある整チ理エ簞ス笥トから材料費に手間賃を加えた金額を手渡した。

「有り難うございます。では、私はそろそろ帰りますね」

「……？　もう帰るのか」

「はい」

　いつもは持って来たお菓子を食べるリリーの反応を確認しつつ、フィリップ伯爵家のメイドが出してくれたお茶とお菓子を楽しむ。だから品物を渡しただけで帰ろうとするソフィアに、ルーカスが不思議そうな顔をするのは当然だ。

（この家が出してくれるお茶ちや請うけのお菓子、美味しくってついついいただいちゃうんだけど、でも今日は我が慢まん……！）

「これから楽しみな事があるので、帰らないといけないんです！」

　つい力の入った声を出してしまった様子に、リリーは興味を引かれたようだった。

「何かあるの？」

　特に隠かくす事でもないので、ソフィアは答える。嬉しさに口元を緩ませてしまいながら。

「うん。別の町に嫁とついでいったアンナ姉様が、里帰りしてくるの。久しぶりに会えるのが嬉しくって、そろそろ着く時間だから早く帰りたいの」

「へぇ。そういえばソフィアは、お兄様もいたわよね」

「そうよ、今は地方の別店を任されているから離はなれて暮らしてるわ。将来的にはこっちに帰って来て本店を担になう予定。……二人共あまり会えないけど、大好きよ」

「……そう。仲がいい兄きよう妹だいで羨うらやましいわ」

「子供の頃からずっと両親が仕事で忙いそがしかったから。その分、ずっと傍にいた兄妹の距きよ離りが近いのよ。でもルーカス様みたいにベタベタに甘えはしないわよ」

　ソフィアから見たら兄エリオットの腕に抱だき付ついて、甘えた声を出していたルーカスもたいがいなブラコンだと思う。一度挨あい拶さつして以来、エリオットに会ってはいないのだけど。

　それでも彼らの関係は変わらずベタベタしているのだろうと、ちょっと揶揄からかいも込めて指し摘てきすると、ルーカスに「ふんっ」と嫌いやそうに顔をそらされた。

　その後、あまりにソフィアが浮き足立って見えたのか、引き留められる事もなく。

　この日は滞たい在ざい時間十五分足らずで、ソフィアは空になったバスケットを手に提さげ、フィリップ伯爵邸ていを後にしたのだった。




　しばらくして、ソフィアが急ぎ足で帰った家の前には、見慣れない馬車が停とまっていた。

「もう帰ってる!?」

　ちょうど女性がゆったりとした動作で馬車から降りるところも見えた。

　ソフィアは早足を通り越し、走る勢いで門前へと急ぐ。

　すると、その足音に気付いたらしい女性がゆっくりと振り返った。

　彼女はすぐにエメラルドグリーンの瞳を細め、両手を広げて迎えてくれる。

「まぁ、ソフィア。──ただいま」

「アンナ姉様！　お帰りなさい！」

　少しふっくらとした体型の彼女の柔らかな胸に飛び付くと、ソフィアの頰にサラサラな髪が当たった。ソフィアと同じ蜂はち蜜みつ色の髪。でも、ソフィアみたいに天然パーマがきつく扱あつかいにくい髪質でなく、綺き麗れいなストレートだ。胸の前で切り揃えられたサラサラな髪にも、穏やかで包容力のある性格にも、ソフィアは憧れている。大好きで尊敬する姉だ。

　アンナの帰宅に気付き、家から出てきた使用人達が馬車から荷物を運び出すのを、ソフィアも手伝う。お土産みやげが入っているらしい手て提さげの布バッグを持ちつつ、二人で並んで一緒に玄げん関かんに向かった。

「ソフィアはどこかに出で掛かけていたの？」

　ソフィアが家の中からではなく、外から現れた事を不思議に思っているのだろう。

「お友達の家に届け物をしに。でもアンナ姉様が帰って来るから、急いで戻ってきたわ」

「まぁ。私が理由で帰っただなんてお友達に悪いわ。ゆっくりしてきてよかったのよ？」
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「私が早く姉様に会いたかったの！」

　ソフィアは強い口調で主張した。だってソフィアは、本当にアンナに会いたかった。

　一昨年姉が結婚して離れて暮らすようになって以降、ずっと寂しかったのだ。

　この里帰りの期間中、めいっぱい甘えてやるのだと、ソフィアは張り切っている。

（でもまずは、長い事馬車に揺ゆられて疲れてるだろう姉様を休ませないと）

「アンナ姉様。私ね、昨日シュークリームを焼いたの。一緒にお茶しましょうよ」

「まぁ嬉しい！」

「もちろんスワン型よ。首も折れずに綺麗にできたわ」

「ふふっ。最初の頃のスワン型は、全部首が立たなくて悲ひ惨さんな見た目だったものねぇ」

「あれは、長くし過ぎたの！　長い方が優雅に見えるかなって思ったのよ！」

　昨日張り切ってシュークリームを作ったのは、何より姉の一番の好物だからだ。

　ねだる妖精の分と、伯爵家に持って行く分と、商会への差し入れに家族の分と、かなりの数を作った。

　結構な労力がかかったけれど、予想通りアンナが喜んでくれてソフィアも口元が緩む。

「ただいま」

「姉様、帰って来たよー」

　ソフィアの両親は忙しい。早朝から夜よる遅おそくまで店に詰めっきりだ。

　だから、いつもソフィアを迎えてくれるのはハウスメイドのオーリーなのだけど……。

「お帰り、二人共。アンナは長旅お疲れ様」

「ソフィアもアンナもお帰りなさい。アンナ、元気にしていたの？　体調はどう？」

　玄関を入ってすぐに、父と母が足早に寄ってきた。

　今日は久しぶりに姉が帰ってくるという事で、時間に合わせて戻ってきたらしい。

「ただいま、父様、母様。私もこの子も元気よ」

　ソフィアは両親と一緒にアンナのお腹なかに視線を寄せて、にやにやと相好を崩くずした。

　アンナのお腹は、ふっくらと膨らんでいる。

　彼女が実家に帰ってきたのは、里帰り出産の為なのだ。

　姉のアンナの夫である義あ兄には騎き士しで、今は王都から丸一日西の方に走ったところにある町の砦とりでで警備責任者として忙しく働いている。そこで彼ら夫ふう婦ふは二人暮らしなのだが、義兄は任務で近きん隣りんの町へ何日も出ている事も度たび々たびあるそうで、身重のアンナが一人になる事が多いのは心配だと、里帰りする事になったのだ。

　そんな訳でソフィアは甥おいっ子か姪めいっ子が生まれる辺りまで、大好きな姉と再び暮らす事になり、浮き足立っている。ソフィアだけでなく、父も母も里帰りの話が決まってからそわそわしっぱなしだった。しばらく再会を喜び合ったあと、久しぶりにアンナの好物の料理を作ろうと、両親は張り切ってキッチンに向かった。

　ソフィアとアンナはティータイムを楽しむ為に、別室へと移る事にした。

「姉様は座ってて！　私がお茶を淹いれるわ。先にシュークリーム食べてゆっくりしててね」

「はいはい。有り難う」

　久しぶりの姉との時間なので、使用人には遠慮してもらい二人だけの空間だ。

　ソフィアは進んでワゴンの傍に立ち紅茶を淹れていたのだが、目を細めて見守っていたアンナが、ふと口を開いた。

「そういえば、ソフィアってばフィリップ伯爵家のご子息と親しくしてるんですって？」

「え？」

　突とつ然ぜんの話題に、ソフィアの目が泳ぐ。

　動どう揺ようを悟さとられないようにと、必死にお茶を淹れるふりをして顔を俯うつむかせた。

「えっと、あー、そうね。っというか、どうして知ってるの？」

「父様が手紙で書いていたわ」

「あぁ、父様が」

（余計な事を！）

　ソフィアもアンナと手紙をやり取りしているが、ルーカスの事は書かなかった。

　だって明らかに変な関係だと思うのだ。

　しかも実際には脅おどされたも同然な関係でもある。妊にん娠しん中の姉に、心配をかけたくなかった。

　予想通りアンナは、眉を寄せている。

「ソフィアからの手紙に書いてなかったという事は、ソフィアは私に言いたくなかったって事？　何か隠したい理由があるのかしら」

「そういう訳じゃ……別に、一々お友達ができた事を報告するような歳としでもないじゃない」

「そうだけど……今までは教えてくれたでしょう。何かあるのかと思って……」

　ソフィアは苦く笑しようを漏もらす。姉はおっとりして見えるのに、とても勘かんのいい人なのだ。

　でももちろん、妖精繫つながりだなんて言えない。心配をかけたくない。

「ルーカス様は本当にただの友達よ。なんだか私のお菓子を気に入ってくれたみたいで、一緒にお茶会をしてるだけ」

「そうなの……？」

　まだ心配そうにしている姉に、ソフィアは淹れたての紅茶を出しつつ笑う。

「もう、アンナ姉様。そんな小さな事で一々心配してたら、体に悪いわよ？　大だい丈じよう夫ぶ。本当に何もないの」

「そう？　私が穿うがちすぎたのかしら」

「そうよ。でも、心配してくれるのは嬉しいわ。有り難う、姉様」

「……大切な妹だもの。幸せになってほしいの。この子と同じくらいに」

　そう言ってアンナは瞳を柔らかく細めて、自らのお腹を優やさしく撫でる。

　そんな姉の我わが子を慈いつくしむ姿を、ソフィアは幸せな気持ちで見守るのだった。
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　ソフィアが家族揃っての夕食を囲んでいる頃。

　ルーカスは、広く静かな室内で、椅子に体を沈しずめ本を読んでいた。

　外国語で書かれている古い歴史資料なのだが、ルーカスは詰まる事なく読み進めていく。時間さえあれば本を開いている彼は、既に大人顔負けの知識や教養を身に付けていた。ただ実際に使う機会はほぼないので、現実でどこまで通用するかは未知数なのだが。

　その傍ではランプの光が一つだけ、揺らぎながら彼を淡あわく照らしている。

「……」

　傍にあるサイドテーブルに置いているのは、昼間に自ら町で買ってきたサンドイッチとレモン水。食べかけのサンドイッチが紙ナプキンの上で長時間放置され、挟はさまれた葉野菜は萎しなびかけていた。

　そんな──たった十歳さいの子供にしては、酷ひどく味気ない夕食。

　椅子も子供用ではないので、ルーカスの体からすればずいぶん大きい。

　後ろから見れば、背もたれにすっぽり全部隠れてしまう。

　そんな小こ柄がらな体を更に小さく縮め、椅子の上に三角座りをしながら本を持っている。

「……静かだな」

　しばらくして、目の疲れを感じたルーカスは顔をあげて小さく呟つぶやいた。

　部屋をぐるりと見回したけれど、どこかに出掛けているのか妖精リリーの姿はない。

　たった一人きり、広くて暗い部屋に置かれた状況。

　なんとなく、心が静かに重く沈んでいくような心ここ地ちがしてきたので、ルーカスは深く息を吐いて、そんな不快な感情をやり過ごした。

　ふと、サンドイッチの脇わきに置いてある紙袋が目に付いた。ソフィアが置いていったクッキーが入っている紙袋だ。

「…………」

　特にお腹は空いていなかった。現にサンドイッチは半分も減っていない。

　けれどなんとなく、ルーカスは本を膝ひざとお腹の間に置いて紙袋に手を伸ばす。

　折おり畳たたまれた袋の口を開き、一つ手に取った。星形にくり抜かれた薄うす茶ちや色のクッキーだ。

「力さえ籠こもっているなら見た目なんてどうでもいいのに。変にこだわるな、あいつは」

　やけに色々な型に抜かれたクッキーを昼間に一枚食べたが、素朴で甘い味がするものだった。ソフィアのお菓子が、こうしていつも傍にあるようになってもう二カ月半程。

　煩くて、表情がコロコロ変わって、怒おこったり笑ったり忙しい娘むすめが三日に一度やってくる。

　彼女はなぜか頼んでもいないのに、こうして明らかに必要より多い量……おそらくリリーの為だけでなくルーカスの分まで作ってくる。

　更に手芸品などの贈おくり物ものをリリーに持ってきたりする、よくわからない存在だ。

（権力を振りかざして作らせてるのに、あまり怯おびえた様子もないしな……本当に変な女だ）

　──さくっ。ルーカスは星形のクッキーを一口食べた。

　広がっていくのは甘い砂糖とバターの風味。ほろほろと崩れる、頼たよりない食感。

　ごく普通のクッキーで、特別なところなんて何もないのに──。どうしてか胸が疼うずく感覚がして、僅わずかに眉が歪ゆがんだ。優しい味が、不快だった。

　それでもルーカスはもう一口、クッキーを齧かじった。

　何度か咀そ嚼しやくして、甘さと食感を確認してから、飲み込もうとした時。




　────舌に、ピリッとした刺し激げきが走る。




「っ……！」

　昼間に食べた時にはなかった明らかに異常な刺激に、ルーカスは息を吞んだ。

（しまった、油断した……！）

　普ふ段だんから口に入れるものには気を付けていた。

　全部自分で買いに行って、屋敷で出されたものは決して口にしなかった。

「ごほっ！　ごほっ……！　くそ……」

　急いで口の中にあった分を吐き出したけれど、既に先さき程ほど一口飲み込んでしまっている。

　冷ひや汗あせが流れると同時に、全身にぶわっと熱が湧わき上あがる。

　心臓が痙けい攣れんしているみたいに早鳴って、上う手まく空気が吸えない。

「────ぐっ、……ぅ、は……っ、つっ……！」

　明らかに異常をきたしたルーカスは、背を丸めて苦しみに顔を歪めた。

（これ……麻ま痺ひとか睡すい眠みん薬やくじゃなく、完全に毒か。しかも効き目が早いな……、相当強いやつじゃないか）

　きっとさっき食事を買いに出掛けた時に、誰だれかが部屋に入ったのだろう。

　鍵かぎは掛けていたが、気付かない間に開錠じようできる人間がいたらしい。クッキーに毒を混ぜられた。ソフィアが毒を盛ったなんて考えは、ルーカスの頭には一いつ切さい浮かばなかった。

（あの女は、こんな事ができる人間じゃない。絶対に）

　──ルーカスは無意識だったが、絶対に犯人がソフィアじゃないと信じられる程度には、彼女の事を知っているつもりだった。

「っ……ぅ」

　ぐらりと自分の体が傾かたむいたが、支えられるほどの力が入らない。

　──ガタンッ！

　ルーカスは椅子から転がり落ちた。全身を打ち付けた床ゆかの冷たい感覚が、頰に触れる。

「っ、……く、そ……！」

　どうにか起き上がろうともがくけれど、結局震ふるえて力の入らない手足ではどうにもできずに、荒あらい息を吐き出すばかり。

　視界が、歪む。

　苦しくて、息ができない。

　心臓が、全身が痛くて、辛つらい。

　死ぬかもしれない恐きよう怖ふに、玉のような汗あせが一気に噴ふき出だした。

「っ、がっ……っ…はっ……！」

「ただいまー。──って、え、ルーカス!?　ルーカス！　ちょっと……！」

　視界の端はしに、銀の光が瞬またたいた。大切な妖精の名を呼んで「大丈夫だよ」と安心させてやりたかったけれど。口を開く前に、ルーカスの意識は飛んでしまった。

「ルーカス！　ルーカス!!　しっかりしなさい……！」

　必死に自分を呼ぶ、今にも泣きだしそうなリリーの叫さけび声ごえは、もうルーカスには聞こえなかった。
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　とても天気のいい、雲一つない爽さわやかな日。ソフィアはお菓か子しを入れたピクニックバスケットを手に、三日ぶりにフィリップ伯はく爵しやく家けへ向かっていた。

「はぁ、楽しかったなぁ」

　三日前に姉のアンナが帰ってきて以降、ソフィアはずっとご機き嫌げんだ。

　会えなかった時間を埋うめるように、たくさんのお喋しやべりをして過ごした。

　更さらに一昨日は二人でお菓子作りを楽しみ、昨日は一いつ緒しよにお出で掛かけもして、ショッピングやお茶を満まん喫きつした。もちろんアンナの体に負担をかけないように気を付けながら。

「可愛かわいい耳みみ飾かざりに出会えたし、姉様とお揃そろいのリボンも買えたし、今月のお小こ遣づかいは使い切っちゃったけど、悔くいはないわ」

　楽しかった昨日を思い出して、うっかりスキップなんてしてしまいながらフィリップ伯爵家の門前に辿たどり着つく。

　顔なじみになった門番に通してもらい、執しつ事じに部屋へ案内される。

　そうしてドアを開くと、もう見慣れたルーカスの私室だ。

「お邪じや魔ましまーす……ん？」

　そこへ一歩足を踏ふみ入いれるなり、ソフィアは違い和わ感かんに瞳ひとみを瞬またたいた。

　なんだか空気が、凄すごく──重いような感じがしたのだ。

　ご機嫌な気分に水を差す空気を残念に思いつつ、首を捻ひねって視線を巡めぐらせる。

　そうしてすぐ、ソフィアはあるものを見つけた。

「え……？」

　広い部屋の奥おくに置かれたベッドに、ルーカスがぐったりと横たわっている。

「え、ちょっと。ど、どうしたんですか!?　風か邪ぜ？　食あたり？」

　慌あわててベッドに寄って行くと、ルーカスの枕まくら元もとにはリリーの姿もあった。

「リリー？　ルーカス様は一体どうしたの。大だい丈じよう夫ぶ？」

「ソフィア……」

　顔をあげた彼かの女じよの目元は、まるで泣き腫はらしたように真っ赤になっていた。

　いつものツンとすましたリリーとはまったく違ちがう。縋すがるような瞳を向けてくる彼女は、今にも壊こわれてしまいそうなくらい、弱っているように見えた。

　リリーのこの憔しよう悴すいした様子からして、ただ事ではないようだ。

　たった三日会わなかった間に、ルーカスに何があったのか。

　ソフィアは、無意識にぎゅっと胸の辺りを手で握にぎり込こんで、唇くちびるを引き結んだ。

（門番さんも執事さんも、何も言ってなかったのに）

　訪ねた相手が病気か怪け我がで臥ふせっているのなら、たいていは門番に挨あい拶さつした時点で、会うのは断られるはず。なのにソフィアは彼かれらと、本当にいつも通り挨拶をした。

　いつもと同じように、ここに案内された。まるで何も起こってなんていないように。

　当主の息むす子こが体調を崩くずしているのを、門番も執事も知らないのだろうか。普ふ通つうはそんな事、ありえないはずだが。困こん惑わくしながらも、ソフィアは周りを見回して更に眉まゆを寄せる。

（なんだか、看病されている感じがない……？）

　ルーカスの傍そばには、何もなかった。

　水やレモン水などの飲み物、果物に、汗あせを拭ふくタオルや額を冷やす布。

　ソフィアが病気をした時には必ずベッドサイドに用意されたものが、何も見当たらないのだ。

（部屋の空気もじっとり籠こもってる感じ。換かん気きもされてないのかも）

　重く感じた空気は、そのせいだろうか。

「……ちょっと、失礼しますね」

　ソフィアはバスケットをベッドのサイドテーブルに置くと、ルーカスの額に手を伸のばした。汗で肌はだに貼はり付ついた金きん髪ぱつをそっと払はらい、手のひらをあてる。

　触ふれた瞬しゆん間かんに伝わってくる、うだるような熱。やはりかなりの高熱が出ているようだ。

　眉を顰ひそめるソフィアに、リリーが力なく口を開く。

「……これでも、ずいぶん落ち着いたの」

「もっと熱が高かったっていう事？」

「そうよ。下がり始めてよかった……」

「ねぇ。こんな状態なのに、どうしてこんな……誰だれも看病していないの？」

「それは……」

　ソフィアの言葉に、リリーは気まずそうに目を伏せた。

　ここでは話せない内容なのだろうか。ソフィアはとにかくポケットからハンカチを取り出して、ルーカスの汗ばんだ額と首元を拭ぬぐう。

（できれば着き替がえさせたいけど……）

　さすがに、そこまでは余計なお世話かもしれない。でも病人に対する気き遣づかいが何も感じられないこの家に、憤いきどおらずにはいられなかった。

　ルーカスの吐はき出だす息は荒あらく、頰ほおの周辺は赤く火ほ照てっていた。

　十歳さいの子供が臥せっている。こんなにもぐったりとしていて、苦しそうにしている。

　それを放置して周囲はいつも通りの生活を送っているなんて。絶対に、おかしい。

「っ……」

　ぞわりと、ソフィアの背筋に悪お寒かんが走った。

　この家のおかしさに────気が付いてしまった。

「……ず」

　混乱するソフィアの耳にふいに届いたのは、掠かすれた、吐と息いき交じりの声。

　声を発したルーカスを見ると、うっすらと瞼まぶたが開き青い瞳が覗のぞいていた。

　でも焦しよう点てんが揺ゆらいでいて、視線は合わない。ソフィアがここにいる事に気付いているのかどうかもわからなかった。

「────み、ず」

「え、あ、……水ですね。ちょっと待ってて……！」

　病人に水分不足はいけない事だと、医い療りようについて素人しろうとのソフィアでも知っている。

　ソフィアは慌てて部屋を飛び出し、水を持ってきてもらう為ためにメイドを探す事にした。

「えっと、メイドさん……」

「メイドには頼たのまないで」

「え……」

　気が付くと、廊ろう下かに立つソフィアのすぐ傍にリリーが飛んでいた。

　赤い目元をぐしぐし擦こすった彼女は、鼻をすすってから前を向き、指を差す。

「直接、井い戸どに汲くみに行きなさい……」

「でも、他よ所そのお宅で勝手をするのはちょっと」

「見つかりにくい通路を案内するわ。お願いだから、この屋や敷しきの人間に頼たよらないで」

「う、うん。わかった」

　必死な様子で訴うつたえてくるリリーに、ソフィアはつい頷うなずきを返してしまう。

「私がどれだけ頑がん張ばっても一口ずつしか運べないから、助かったわ」

　リリーがここまで『メイドには頼まないで』と強く言うからには、何か理由があるのだろう。ソフィアは自分で水を汲む為に、案内された通りに人に会うのを避さけつつ歩いて裏口から外に出る。裏庭の脇わきには井戸があった。

　その傍にいくつか木製の容器が積まれていたので、一つ拝借して汲み上げた水を入れる。そして水を入れた容器を抱かかえ、リリーと一緒にルーカスの部屋に戻もどった。

「そこの戸と棚だなにグラスが入ってるわ」

「ここね」

　ソフィアがリリーに言われるままに開いた戸棚には、グラスや食器が揃っていた。

　キッチンではなく、子供の私室にこれだけの食器があるのに違和感が湧わいた。

　ソフィアの疑問を読んだらしいリリーが答えてくれる。

「いつも自分で食事を用意して、後片付けしてここに仕し舞まっているからね。食器もルーカスが自分で管理してるわ」

「そんな……メイドさんは？　料理人は、ご飯を作ってくれないの？」

「それは……」

　リリーはしばらく悩なやんでいるみたいだったが、結局、話すと決めてくれたらしい。

　ソフィアの肩かたにとまりつつ、力ない声でぽつぽつと話し始める。

「……作りはするわ。一応、仕事はするの。外の人から見て、ごく普通に見えるくらいには。でも作ったものは……危険だから、食べちゃダメ」

「なん、で？」

「ルーカスはね、屋敷の誰かに毒を盛られたの。エリオットの命令で。これまでにも何度かあった事だから、ルーカスは食べるものには気を付けてたわ」

「は？」

「屋敷で働いている人間は、全員エリオットのお人形さんよ。昔は味方になってくれた使用人もいたけれど、皆みなエリオットが追い出して入いれ替かえてしまったわ」

「えっと……ま、待って。リリー？」

「エリオットは、ルーカスが邪魔なのよ」

　動どう揺ように、ソフィアの唇がわなわなと震ふるえる。

　リリーの話してくれた内容は、あまりに衝しよう撃げき的てきだった。

　信じきれなくて、信じたくなくて、思わず乾かわいた笑いが喉のどから漏もれてしまう。

「っ、その……毒って何。エリオット様って、ルーカス様のお兄さんでしょう？」

「兄だけど。でも、異母兄弟だわ」

「兄弟には変わりないわ！」

　兄弟にそんな事をするなんて信じられない。頭を振ふるソフィアに、リリーは物知らずな子供を見るような目を向けて、小さく溜ため息いきを吐つく。

「……エリオットの母親より、ルーカスの母親の方が家いえ柄がらも血筋もいいのよ。ルーカスの母親は現王おう妃ひの妹君なの」

「お、王妃様の妹!?」

「そう。だから弟のルーカスの方を跡あと継つぎにして王家との繫つながりを強固にするべきだって話が、親類や他の貴族から出てきてしまう。ルーカス本人は家か督とくに興味はないのに」

「ええと……つまり、エリオット様は、伯爵家を継つぎたいから、邪魔なルーカス様を消したいって事？」

「まぁ、そうね。他にも色々拗こじらせてるみたいだけど」

「……でも。あんなに仲がよさそうだったのに」

　ソフィアが一度だけ会ったエリオットは、穏おだやかで優やさしかった。

　弟のルーカスの髪かみを撫なでたりして、とても可愛がっているように見えた。

　ソフィアの疑問に、リリーは憎にく々にくしげに口を歪ゆがませる。

「……ルーカスと同じ。あっちも猫ねこ被かぶりで対応しているってだけよ」

「そんな……」

「お馬ば鹿かな子供を装よそおっていた方が、向こうも舐なめて攻こう撃げきが弱まるわ。だからルーカスは所々であぁいう演技をするようになったの」

　彼の猫被りも、年ねん齢れいにそぐわないきつい性格や口調も、身を守る為に必要なものだったのだろうか。

　ソフィアは何か言おうと何度か口を開いたけれど、言葉が詰つまって何も出てこなかった。

「ご両親は、どうして止めないの？」

「エリオットの攻撃が親に向くのを恐れて、二人ともこの家に近寄らなくなってしまったのよ」

　ルーカスと初めて会った直後、一度伯爵から挨拶の手紙が家に届いたが、あれはなんだったのか。グルグルと色んな疑問が渦うず巻まく。

　そんなソフィアにリリーが目の高さまで飛んできて、声をかけてくる。

「ソフィア、こっちの引き出しに毒消しと熱冷ましの薬があるの。ルーカスに飲ませて」

「う、うん。でもちゃんとお医者様に見せた方が」

「貴族の家庭内の問題よ。医者に見せて、表に知られる訳にはいかないらしいわ」

「なにそれ……おかしいよ。おかしすぎるよ……」

　ソフィアは顔を歪ませた。だってソフィアは、父と母に愛されて育った。兄や姉に守られて育った。末っ子のせいか、可愛い可愛いと周りの皆に言われて成長した。

　ソフィアがこれまで生きてきた中の常識では、ルーカスの身に起きている事の全てが理り不ふ尽じんで受け入れがたい事だ。混乱と動揺で啞あ然ぜんとしていたソフィアだったが、ぐったりとしていたルーカスが身じろぎした事に気付いて、はっと目を向けた。

「っぅ……」

「ルーカス様！」

「──ん」

　ソフィアの声にもあまり反応はなく、ルーカスはただぼんやりと天てん井じようを見上げている。

「水、飲んでください」

　ソフィアは上半身を助け起こし、少しずつ水を口に含ふくませた。

　うつろで焦点の合わない瞳が少し覗くだけで、ソフィアの声が聞こえているのかはわからない。それでもゆっくりゆっくりと、時間をかけてコップの半分ほどの量の水を彼に飲ませ、一緒になんとか薬も飲ませる事に成功した。

「……っ？」

　水分を得た事で少しすっきりしたのか、ルーカスがしっかりと瞳を開き、周囲を見渡している。やがてソフィアを視界に入れると、眉が顰められた。

「なんで、……お前が……」

　掠れた声で苛いら立だたしそうに言われて、ソフィアは唇を引き結ぶ。

　いつもなら苛立つばかりの意地悪な口調。でも今は、ただの強がりにしか聞こえない。

　ソフィアはグラスに水を新しく注ぐと、容器に残った方の水に、先さき程ほど汗を拭ったハンカチをつけた。季節はまだ春には程遠く、水はひんやりとしている。

　ハンカチをきつく絞ってから畳たたみ、額に置くと、ほっとルーカスの唇から息が漏れる。

　それでもルーカスは、ソフィアへと険けんのある目を向け続けた。

「……帰れ。菓子の代金は、今度纏まとめて払うから……」

「お金目的じゃないから！」

　ソフィアは腰こしを落として幼い顔を覗き込む。

「ねぇルーカス様。毒を飲まされたって本当ですか？　お医者さん呼びましょうよ。どうしてお兄様は、こんな事をするのです？　跡継ぎになりたいからってここまでするなんて変でしょう」

「……リリー」

　ルーカスが珍めずらしくリリーを睨にらんだ。リリーは気まずそうにさっとソフィアの陰かげに隠かくれる。

　きっと誰にも言わないように口止めしていたのだろう。

　ルーカスがリリーに対して怒おこっているところなんて初めて見た。

「ルーカス様。隠さないで、事情を話してください。私、助けに──」

「いらない。帰れ」

「ルーカス様っ」

「……誰の手も、借りない」

「でも」

「迷めい惑わくだ」

　それからソフィアが何を言っても。どう説得しても。

　ルーカスは命を狙ねらわれる程に隔へだたりのある、兄との関係について話してくれなかった。

　医者を呼ぶのも、誰か他の大人に助けを求めるのも頑かたくなに拒きよ絶ぜつされてしまう。

　それならとリリーの方に更に事情を訊たずねようとしたけれど、ルーカスの前だからか彼女も口をつぐんでしまうのだった。

　ソフィアが無理矢理に医者を引っ張ってきたとしても、家人の許可がなければ門番も通してくれない。何より門番も、もう信用できない。

「帰れ。お前に菓子以上のものは求めてない」

「っ」

　そうやって何度も何度も、頑なに拒絶され続ければ、ソフィアも引いてしまう。

　だって明らかに異常で、おかしくても。他人の家庭事情で、ソフィアとは違う世界の貴族の問題に、どこまで踏み入っていいのかわからなかった。

　何よりルーカスの言う通りに帰らなければ、彼は休めないのだ。




　今はとにかく彼の体調を優先するべきだろう。しぶしぶながら今日のところはと、ルーカスの部屋を退室したソフィアは、玄げん関かんへと向かいながら溜息を吐く。

「……どうしよう」

　こんな、人の命に関わるような事件を目まのあたりにしたのは生まれて初めてだ。

　何をどうすればいいのかわからなくて、完全に途と方ほうにくれていた。

　彼を救える力も知識もソフィアは持っていない。

　そもそもルーカスは、ソフィアが家庭の事情に踏み入る事を許さない。このまま、何もなかったように今まで通り三日に一度お菓子を届けるだけにするべきなのだろうか。

「でもそれって、後味悪すぎる！」

　だからといって、できる事も思い付かない。

（父様に協力してもらうとか？　でも貴族のお家事情に家族を巻き込む事になっちゃう）

　できるのならば避けたい事だ。もしかすると家族だけでなく、使用人、店の従業員の家族親類にまで迷惑がかかるかもしれない。

「うーん。困ったわね」

「なやみますねぇ」

「こまりましたー」

　唸うなっていたソフィアが顔をあげると、二匹ひきの妖よう精せいがのんびりと飛んでいた。

　こういう二、三等身で容姿も服装も簡素な彼らを、下級妖精と言うらしい。ソフィアの家だけでなく、伯爵家でも見かける。

　どれもこれも似たような見た目で、ソフィアにはこの二匹が初対面なのかどうかも判別できない。しかし間ま抜ぬけな声と姿に、張り詰めていた気が少し緩ゆるんだ。

　ソフィアは「ふ」と小さく短い息を吐き出したあと、ワンピースのポケットを探さぐる。

「貴方あなた達、キャンディーいる？　買ったやつだけど」

「いるいる」

「わーい！」

　自分のおやつ用にポケットに入れていたキャンディーだ。

　二粒つぶだけあったものを包み紙を剝はがして、それぞれの手に載のせてやる。

「どーも」

「ありがとです！」

　キャンディーを両りよう腕うでに抱え、そのままどこかへ飛んで行った彼らを見送っていた時。

　ちょうど廊下の曲がり角から、人が歩いてきた。

　その人物が誰であるか気付いた瞬間、ソフィアの心臓が大きく跳はねた。

「おや、君は……確かソフィアさん？」

「エリオット様……。こんにちは。お邪魔してます」

　まさかこんなタイミングで二カ月ぶりに彼に会うなんて。

　ルーカスの異母兄エリオットは、笑え顔がおでソフィアの目の前に立つ。

（落ち着かないと。まだエリオット様がルーカス様を殺そうとしているっていう確証はないんだし）

　ルーカスに毒が盛られた事はあの体調からして事実であっても、犯人がエリオットだという話は、リリーから聞いた一方的な話でしかない。

　ソフィアはあまり疑いすぎないようにと、平常心でいるように自分に言い聞かせるが、どうしても緊きん張ちようしてしまう。

　そんなソフィアへ、エリオットは柔やわらかな笑えみを向けてくる。

「いらっしゃい。ずいぶん久しぶりだね。もう帰るところかい？」

「はい。ルーカス様は体調が優すぐれないようなので、今日は早めに」

「そうか。──しぶといね」

「え」

　聞き逃のがしそうになるほど小さく落とされた台詞せりふに思わず顔をあげると、エリオットはにっこりと笑顔を浮うかべていた。

「なんでもないよ。馬車で送ろうか？」

「い、いえ！　大丈夫です！　お気遣いなく！」

　ぶんぶんと首を振るソフィアの背筋に、一筋の冷たい汗が流れていく。

（今の、聞き間ま違ちがいじゃないよね……？）

　本当にかすかな、吐息に交じるような声だったから、ソフィアに聞かせるつもりはなかったのかもしれない。でも、どれだけ小さな声でも口に出すなんて。

　聞かれても別に構わないと思っているのだろうか。

　自分に向けられる視線を見返したソフィアは、不安を搔かき立たてられる。

（……怖こわい）

　目の前の彼は、笑顔なのに笑っていない。

　目の奥に秘めた、仄ほの暗ぐらい感情を見てしまった気がした。

　彼を怖いと思った。近付きたくない、距きよ離りを開けたい。

　そんな思いから、自然と足が一歩後ずさる。緊張から、ぶわっと汗が噴ふき出だす。

（こんなの、知らない）

　おっとりとした口調で、むしろ親切にしてくれる人を、怖いと思うなんて。

　こんな種類の恐きよう怖ふがあるなんて、ソフィアは知らなかった。

「あの、失礼します」

　ソフィアは俯うつむいて小さくお辞じ儀ぎをし、視線を合わせないままやっとの思いでそう言うと、彼の脇を足早に通とおり抜ぬけた。これ以上エリオットの前にいると、震えて歩けなくなりそうで。

　そのうえ、泣きだしてしまいそうだったから。

　玄関を通り抜け、門を抜けて家への道を急ぎ足で歩く。

　とにかくエリオットから物理的に離はなれたかった。

（怖い、怖い、怖い怖い。あの人、やだ）

　笑っているのに。穏やかなのに。目の奥にある仄暗い何かが、気持ち悪くて怖いと思う。小さく囁かれたあの台詞に、ぞっと鳥とり肌はだが立った。

（駄だ目めだ。別に私、何もされてないのに）

　噂うわさ話ばなしだけで人を疑うのはいけないと思ってきたのに。

　でもエリオットのあの言葉を聞いてしまった以上、リリーの言っていた事は本当なのだと思う。

　確実に──エリオットは、ルーカスを邪魔に思っている。

　毒を盛るという事は、死んでしまってもいいと考えている。

「どうしよう。ルーカス様……このままだと本当に死んじゃいそう」

　怖いからあの家に近付きたくない。でもルーカスが心配で仕方がない。

　どうすればいいのかわからなくて、ソフィアは賑にぎやかな通りを行いき交かう人々の笑顔を横目に、重苦しい気分で家へと足を動かすのだった。




　そうして家に帰ったソフィアは、ベッドの上に転がり大きな溜息を吐く。

　うつ伏せになって枕に顔を埋うずめていると、頭の上でとぼけた声がした。

「おかーしあるだろ？　だろ？」

「ないから。作る気分でもないから」

「むー。ざんねん」

「……。今は妖精の相手してる気分じゃないのよ。どこかへ行ってちょうだい」

　枕にぐりぐりと顔を押おし付つける。しばらくして息が苦しくなったので、少しだけ体を起こして枕の上で腕を組み、その上にほっぺを載せた。

　そんな姿勢のまま、ぼんやりと部屋の中を見渡す。

　お菓子がないと知るなりどこかへ行ってしまったのか、妖精は視界の中にいなかった。

　自分が「どこかへ行って」と言ったくせに、本当にいなくなると少し寂さびしい。

（妖精……がきっかけで繫がった縁えん、なのよね）

　──考えてみれば、ルーカスがフィリップ伯爵家で冷れい遇ぐうされているのなら、ソフィアが三日に一度お菓子を持って行く必要はないと思う。

　伯爵家の権力に脅おどされる形で、ソフィアは菓子を持って行くようになったのだから。

「最初に父様宛あてに、伯爵様名義で挨拶の手紙が届いたのも……本物かどうか怪あやしくなってきたし」

　よく考えてみるとなんとなく、ルーカスが伯爵の名義と印を使ったのではと思うのだ。

　伯爵家当主の名前を出せば、ソフィアが断りづらくなると踏んだのでは。

　実際に家族や使用人、店の従業員に迷惑がかかるのを避ける為に行く事にした。

「伯爵様と奥おく方がた様が在宅してる事は一度もなかったし、私が通ってる事はもちろん、兄弟の間で起こっている事も知らないという可能性もあるのかも？」

　色々な可能性を考えながら、ソフィアはまた大きく溜息を吐いた。

「どうしよう」

　今もルーカスが苦しんでいるのかもと思うと、自分まで息が苦しくなる。

　半ば脅される形で始まった関係。意地悪で、妖精に心しん酔すいしている、おかしな少年。

　でも憎まれ口を叩たたきながらも、作ったお菓子は必ず食べてくれて、嬉うれしかった。

「あー……これ、完全に情が移ってるわ」

　ソフィアはゴロゴロゴロゴロ、唸りながらベッドを転がる。

　──……このまま何もなかったふりを、見なかったふりをするのは、やっぱり嫌いやだ。

　見て見ぬふりをしている間にルーカスに何かあったら、ソフィアはきっと一生後こう悔かいする。

「……うん。だから、とりあえず。お菓子を作ろう……かな」

　エリオットは怖くて近付きたくはないけれど。

　それでもルーカスとリリーに会う為に、またあの屋敷にお菓子を持って行こう。

　この状じよう況きように自分のお菓子なんてなんの役にも立たないだろう。

　しかしソフィアにできるのは、お菓子作りだけだから。

　リリーが喜べば、リリーの事が大好きなルーカスも少しは嬉しいだろうから。

　とりあえずはお菓子で、少しでも彼らの心が楽になってくれればと思った。

　もの凄く変な理り屈くつかもしれないけど、とにかくお菓子を作るのだ。

「よし！　何作ろうかなー」

　やる事が決まれば、少しだけ気分もあがってくる。勢いを付けて上半身を跳ね起こしたソフィアの声に、もちろん彼らは敏びん感かんに反応する。瞬きする間に、三匹の下級妖精が現れた。瞳をキラキラに輝かがやかせて、ソフィアにまとわりつく。

「おかし!?」

「いまさっき、きぶんじゃないっていってたのにー？」

「つくってくださるの!?」

「作りたい気分になってきたの！　たくさん作って、明日も持って行くわ。三日後なんて待っていたら、あの子、本当に死んでしまいそうだもの」

「よいことだ！　なにつくるー？」

「栄養があって消化にいいのにしないとよね。いいレシピあったかしら」

「ぼくもかんがえる」

「れしぴさがす？」

「そうね。一緒にレシピ本、見てみましょうか」

　とにかくお菓子を作って、また明日ルーカスとリリーに会いに行く事にしよう。

　ソフィアにできるのはお菓子を作る事。

　そして味方の少ない彼の味方として、傍にいる事だ。




　──そういう訳で、ソフィアは今日もフィリップ伯爵家にやって来た。

　ルーカスは昨日よりも具合が良くなったのか、気だるそうではあるがベッドの上に上半身を起こした状態だ。その体勢のまま、ベッドの傍に立つソフィアを、心底呆あきれているといった表情で見上げてくる。

「なんで来るんだ？　菓子を届ける日じゃないだろう」

「だって、三日も放ほっといたらルーカス様、死んじゃいそうですから」

「お前に関係ないだろう」

「関係はないけど。でも私が嫌なんです。死んじゃったら後味悪いですからね」

「お前の後味なんてどうでもいい。菓子はまだある。迷惑だ。帰れ」

「ルーカス様の迷惑だって、私にとってはどうでもいいです」

「なんだと？」

　ルーカスの眉がピクリと動く。睨まれたソフィアは、ふふんと笑ってやる。

「……昨日と態度が違いすぎないか」

「昨日はびっくりしすぎて戸と惑まどっただけですよ。もう大丈夫です」

　ソフィアは昨日、ほとんど泣きそうな顔でこの部屋を出た。

　それが今日はケロリとした顔でごく普通にやって来て、しかも強気に言い返したりするものだから、逆にルーカスの方が困惑しているらしい。

　ルーカスは顔をしかめた。そしてぽつりと、小さくも冷めた声こわ色いろで言葉を紡つむいだ。

「同情か」

　ソフィアは苦く笑しようした。そして正直に答える。きっと怒るのだろうと予想しながら。

「まぁ、可か哀わい想そうな家庭環かん境きようだなぁとは、確かに思っちゃいましたけどね」

「……帰れ」

「嫌です。ここにいます」

「なぜだ。昨日、僕ぼくにはこの家でなんの力もないとわかったはずだろう。お菓子を作らなくても困るような事にはならないと、わかったんだろう」

「そうですね。ルーカス様のこの家での立場はわかりました。あ、でも一つ違和感があるのが、前にうちの父親宛に届いた伯爵様からの手紙なんですけど。内容はルーカス様を宜よろしくという思いやりあるものでしたし」

「……僕が父上の名を勝手に使った。お前を脅すのにちょうどいいと思ったからな」

「やっぱり」

　これでソフィアが手間暇ひまかけてお菓子を作ってくる必要は完全になくなった。

　でも……と、ソフィアはルーカスを見る。

「私、三日に一度お菓子を作ってくるのはやめませんよ。しかもルーカス様が元気になるまでは、毎日顔を見に通うって決めました」

「顔なんて見に来なくていい！　お前に求めているのは菓子だけだ！　これ以上、うちの事情に立ち入るな！　迷惑だと言っているだろう！」

　苛立ちのあまり舌打ちまでしたルーカスだったが、ソフィアは静かに首を振る。

「だから、ルーカス様の言う通りにしたらルーカス様が死んじゃうから、絶対聞きませんってば──ねぇ、ルーカス様。本当に真面目な話なんですけど」

　ソフィアはベッドサイドに屈かがみ込むと、シーツの上に置かれていた彼の手を取った。

　だってそうしないと、逃にげられてしまいそうだから。

「おい！」

　焦あせったような声が聞こえたけれど無視して、そのまま彼を見つめる。

　──今が、自分の気持ちを言うタイミングだと思った。本気の気持ちを伝えたいから、身を乗り出して顔を覗き込み、真まっ直すぐに青い瞳に視線を注ぐ。

「ルーカス様」

「……近い」

　息も届きそうな程の距離に、ルーカスは迷惑そうに顔を歪めている。

　けれど構わず、ソフィアははっきりとした口調で話しだす。

「私、貴方の味方になる事にしました」

「は？」

　その言葉は、どうやらルーカスが予想していなかったものなのだろう。

　目の前の青い瞳が、大きく見開かれていった。

「お前、なにを……」

　ソフィアは微笑ほほえみつつ話を続ける。言葉に本気の色をしっかりと乗せて。

「私ができる事なんてお菓子作りくらいですけど。それでも味方として、絶対に傍にいようと思いまして。その決意表明を……あの、ルーカス様？」

　ルーカスは、ぽかんと呆ほうけていた。

　見ていると徐じよ々じよに困惑するように、青い瞳が揺れていくのがわかった。

「ルーカス様？　どうしたんです？」
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　ソフィアは、ルーカスの顔の前で空いている方の手を振ってみた。

　そうするとハッと我に返ったように肩を跳ねさせたルーカスは、唇を横に引き結ぶ。

　閉じた唇から、小さく震えた息が漏れた。

「……いら、ない……っ！」

　ルーカスは握っていたソフィアの手を乱暴にほどくと、荒あら々あらしく自分の髪をかき乱す。

　そのままかき混ぜた髪を一ひと房ふさ、頭の上で握ったまま引っ張り、俯いた。

「ル、ルーカス様？　駄目ですよそんな事したら。せっかくの綺き麗れいな髪なのに」

　止めようと伸ばした手は、思いっきり叩き落とされた。

「……そんなの、信じられる訳ないだろう」

　唸るような低い声で漏らされた台詞に、ソフィアは目を瞬く。

「何がですか？」

「味方なんて、ありえない。信じられない！」

　何か迷いを振ふりほどくかのように首を振ったルーカスは、まだ熱を宿した赤い頰をきゅっとすぼめてから口を開く。心底気に入らないと言ったふうに顔を歪ませながら。

「……お前に味方になってもらおうなんて思わない」

「でもルーカス様、誰かの手助けがないと、今にも死んじゃいそうですけど」

「そうなったらそうなったで構わない。あの人が勝って、僕が負けたというだけだ」

「なに……それ、うっかり死んじゃっても別にいいって事ですか？」

「……」

「ルーカス様！」

「うるさい！　しつこいんだよお前！」

　ルーカスの頑なな拒絶に、ソフィアの頰は怒いかりに赤く染まっていく。

「し、しつこいって……！」

（なによ、せっかくご飯もお菓子も持ってきて、看病までしてあげようとしてるのに！）

　ベッドの脇に置いているトートバッグには、食料や栄えい養よう剤ざい、タオルなど思い付く限りのものを詰めてきていた。せめて自分のできる事をしたいと思って。

（味方がいらないとか、意味がわからない！）

　困っているのに。窮きゆう地ちに立たされているのに。

　味方となってくれようとする人の手を取らない、彼の行動が理解できない。

　死んでしまってもいいと言えるところも、まったくわからない。

（有あり難がとう、助かるよって、言えばいいのに。少なくとも私ならそうするわ。死んでしまう方を受け入れるって、どうして？）

　──甘え方を知らない人がいるだなんて、ソフィアの常識の中にはないのだ。

　助けの手を取る事に抵てい抗こうがあり、人を信じる事に酷ひどく怯おびえる人がいる事も、知らない。

　だってソフィアは、家族にも友人にも恵めぐまれて育ってきた。

　何も見返りがなくても手を貸してくれる人は大勢いたし、ソフィアだって力になれる事には手を差し伸べる。それが当たり前だった。

　だからルーカスが頑がん固こなまでにソフィアの手を拒絶する事が、理解できなかった。

　どうして突つっぱねるのかわからなくて、憤ってしまう。苛いら々いらしてしまう。

「ふんっ！」

　その苛立ちのままに、ベッドから一歩下がるとトートバッグをひっつかむ。そしてカバンから取り出したものを、次々とルーカスの座すわるベッドの上に、放り投げてやる。

「おい、当たってるぞ」

　いくつかはルーカス本人に命中した。いい気味だ。

「その紙箱三つはそれぞれがお弁当で、今日の夜と明日の朝昼分です。あとこっちには手でむいて食べられる果物が入ってます。このボトルは飲み水。こっちはレモン水。栄養剤はこれ！」

「いらないって言っただろう」

「っ、もう!!　この頑固者！　いいからご飯食べてください！」

　気に入らないし、意味がわからない。でも命を狙われている子供を放っておくのは、もっと気分が悪くなる。ソフィアは眉を吊つり上あげると、空になったカバンを肩にかけ、ルーカスに人差し指をビシッと向けた。

「迷惑だろうとなんだろうと、明日も持って来ますから！　ベッドのサイドテーブルに置いてあるバスケットはいつも通りお菓子です！　どれでもいいので、食べて栄養を取ってくださいね！　それじゃあ失礼します！」

　言い放ったソフィアは、その後のルーカスの反論ももう無視してしまって、ドンドンとわざと足音を立てながら退室するのだった。




「ルーカス様の馬鹿！　弱っていても腹が立つ態度は変わらないなんて！」

「──ソフィア」

　憤ふん慨がいしながら廊下に出たソフィアの目の前に現れたのは、妖精のリリーだった。

　昨日は泣き腫らして弱っていた様子だったけれど、ルーカスの体調が落ち着きつつある為か彼女も持ち直してきたようだ。

「リリー、今日はルーカス様の傍にいなかったのね？」

「だって、ルーカスったら私のお菓子の準備をする為に起きだしてくるんだもの」

　肩をすくめるリリーに、ソフィアは怒っていたのも忘れて笑いを漏らした。

　どこまでも妖精を大切にする彼らしい行動だ。

「ねぇ。リリー、次にルーカス様が倒たおれたら、私の家まで呼びに来てね」

「え……いいの？」

「うん、もちろん」

「そう……そうなの……？」

　切れ長なアイスブルーの瞳を瞬かせ、ぽかんとしたリリーの顔は、ルーカスに「味方になる」と言った時と同じ、心底驚おどろいているものだった。

（どうして二人とも、そんなにびっくりするのよ？）

　大変な事になっている人に手を貸すなんて当たり前の事なのに。

　どうしてリリーもルーカスも、こんなに驚くのだろう。

　ソフィアには本当にまったく、訳がわからなかった。




「お帰りなさいませ、ソフィアお嬢じよう様さま」

　家に帰ったソフィアを出で迎むかえたのは、ハウスメイドのオーリーだった。

　最近目元に皺しわが浮かび始めた彼女は、両親の忙いそがしいソフィアにとっては親代わりのような存在だ。彼女の顔を見ると、ほっと肩から力が抜けた気がした。

「ただいま、オーリー。お姉様は変わりない？」

「問題ありませんよ。今はお医者様が検けん診しんにいらしております」

「そう。あ、お芋いものプリン、置いておいたの食べてくれた？」

「えぇ、他の使用人達も一緒に休きゆう憩けい時間に頂ちよう戴だいしました。みんな喜んでおりましたわ」

「よかったわ」

　ルーカスの栄養になって食べやすいもの、と考えて昨夜作ったのが、サツマイモのプリンだ。牛乳と卵という栄養豊富な材料を使ったもの。

　そこにサツマイモの風味も加わって、素そ朴ぼくな甘さに仕上がった。

「私もおやつに食べようかな」

　昨日は一口味見をしただけで、残りは妖精の胃の中に入ってしまった。

　今日こそは絶対に丸々一個を食べるのだ。意い気き揚よう々ようとプリンが置いてあるキッチンに向かおうとしたソフィアだったが、しかしオーリーに止められた。

「お嬢様。フィリップ伯爵家から手紙が届いておりますわ」

「手紙……？」

　ソフィアはオーリーの差し出した手紙に、ひくりと頰を引き攣らせる。

「そういえば、今日行かれたばかりでしたわね。行き違いでもあったのでしょうか」

「そ、そうかもね」

　なんとか口くち端はをあげてみるものの、上う手まくいかない。

　あの家から届いた手紙でいい報しらせだった事なんて一度もない。

　しかしオーリーに突っ返す訳にもいかないので、おそるおそるその手紙を受け取った。

（嫌な予感しかない。今度は一体なんなのかしら）

　灯あかりに翳かざしてみたけれど、封ふう入にゆうされた紙がうっすら透すけて見えるだけだ。

　ソフィアはその手紙と、キッチンから持ってきたプリンを手に自室に戻った。先に肩にかけていたバッグを部屋の隅すみに置いてから机に腰掛けると、すぐに四匹の妖精が現れて、プリンを取り囲み始めた。

「いもだ！」

「くださいください！」

「何言ってるの。昨日食べたでしょう？」

「わたし、もらってないですよ？」

「噓うそおっしゃい」

　とぼけた顔でコテンと首を傾かたむける一匹の妖精。

　その頭には、いつかソフィアが作った花の形の飾りが付いている。

　もうほとんどの妖精がそれを外してしまっている中、付けている子は個体を見分ける目印にもなっていた。花に黄色いビーズを縫ぬい付つけた子は、もう一匹しか残ってないはずだ。

　そしてこの子が昨日、カップに体全部を突っ込んでプリンに浸つかりながら食べていたのをソフィアは見ている。

　ソフィアはじいぃぃっと細めた目で見つめて、噓をつく妖精を責めてみた。

「ふふーん。ふーん。きおくにぃーなーいのぉー」

　妖精は目をそらして鼻歌を歌いだし、足を踏み鳴らして拍ひよう子しまで取っている。

「それで誤ご魔ま化かしてるつもり？」

「ででで、で、でもソフィアさん、みっつももってきてくれてるからっ」

「さいしょからくれるつもり」

「だよな」

「…………。──ひっ、一つは私のだからね！　後の二つを皆で分けなさいよね！」

「りょーかい！」

「かしこまり！」

　プリンカップに顔を突っ込んで食べ始めた妖精達を横目に、ソフィアは机の上の自分の分のプリンを目の前に引き寄せる。

　まずスプーンで一口、プリンをすくって味わった。口の中に広がる芋の風味に幸せになりながら、横に置いていた封ふう筒とうを開いて中の便びん箋せんを取り出した。

「あれ、これってルーカス様からじゃなかったのね？」

　封筒には名前がなくて、封ふう蠟ろうに押された印だけ見ていたから気付かなかった。

　便箋の右下に差出人の名は書かれていたのだが、それを目に入れたとたんに、ソフィアは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔になる。

　なんと差出人は、エリオット・フィリップ。ルーカスの異母兄だった。

「うっわぁ」

「ソフィアさんへんなかおー」

「プリンを全身にくっつけた子に言われたくないわね」

　几き帳ちよう面めんそうな字で書かれた手紙の内容は、弟と遊んでくれて有り難う。いつもお世話になっているお礼に、お茶とケーキをごちそうさせてほしい……というものだった。

「えーと……普通にお茶の誘さそいっぽいけど。これ、どう取ればいいんだろう」

　本当にお礼にお茶に誘ってくれているだけなのか。それとも別の目的があるのだろうか。

　今ルーカスは臥せっていて、相談できる状態でない。

（そもそも相談しても関わるなって、突っぱねられるだけだろうし）

　ルーカスは嫌がるだろうが、ソフィアはもう関わっていくつもりでいる。何よりエリオットが何を考えているのか知りたい。彼と一度、きちんと話してみたい。

「指定されてるティーサロン、どの席も開放的で人目もきちんとあるから、席で待ち合わせにしてもらったら問題ないわよね。そもそも狙われてるのは私じゃないし。ただそこで話をするだけなら……もしかすると、なにかお互たがいに誤解があるかもだし」

　ソフィアは口で、思い付く限りの言い訳を並べてみる。

　絶対に安全が保証されている訳じゃないなんて、わかってる。

　普通に考えれば、一人で乗り込むなんて馬鹿な行動だって事も。

（でもエリオット様の考えをちゃんと知りたい。ここは誘いに乗ってみよう）

　そう決めたソフィアは、返事を書く為のペンを手に取るのだった。




　ソフィアがルーカスの看病の為、毎日フィリップ伯爵家に通うようになって十日。

　ルーカスの体調は、順調に戻っていた。熱は完全に下がり、押し付けた食事を食べてくれる量も増えてきた。そろそろ三日に一度の間かん隔かくに戻そうかと思っている。

　この日、ソフィアはエリオットと待ち合わせたティーサロンに来ていた。ここは落ち着いた雰ふん囲い気きの、貴族も使用するサロンだ。

　店内には柔らかなピアノの音色が、客の歓かん談だんを邪魔しない程度に響ひびいている。調度品も磨みがき抜かれた艶つやのある木製のもので統一され、様々な場所に配置されたアンティークランプが淡あわく周囲を照らす。

　ソフィアくらいの年代だと、親とのお出掛けの時に利用した事があるくらいだ。

　でも友達との砕くだけたお茶では使わない、少し敷しき居いの高い店。

　ウエイターに案内された席に、もうエリオットは座っていた。

「やあ。ソフィアさん」

「ごきげんよう、エリオット様」

　ダークグレーのベストに同素材の細身のパンツ姿のエリオットは、首元に巻いた細い濃のう紺こん色のスカーフに、星がいくつか連なったデザインの小さな銀のピンを刺さしている。

　シンプルだがさりげないお洒落しやれが利きいた、若い紳しん士しらしい佇たたずまいだ。彼はソフィアが席に近付くと立ち上がって、眼鏡の奥の瞳をおっとりと細め、椅い子すを引いてくれる。

　お礼を言って腰掛けると、にっこりと笑顔を返してくれた。格好も行動も表情も、どこからどう見ても優しく温おん厚こうな好青年で、先日の不ふ審しんな発言を忘れそうになってしまう。

　ソフィアは気合いを入れ直す為に背筋をしっかりと正して、微び笑しようを作った。

「エリオット様。今日はお招きいただいて有り難うございます」

「こちらこそ、呼び出してすまないね。君に日ひ頃ごろのお礼を言いたいのと、話をしてみたくて。あぁ、まずは注文を済ませてしまおうか」

「あ、はい」

　早さつ速そく、メニューを手にやって来たウエイターにアフタヌーンティーセットを二つ頼んだ。好きなケーキと茶葉が選べて、更にスコーンやサンドイッチなどが付いたものだ。

「ここのケーキは美お味いしいと評判なんだけど、知ってるかい？」

「はい。私も家族も大好きで、時々連れて来てもらいます。特にチョコレート系が美味しいですよね」

「そうだね。私もここのガトーショコラには目がなくてね。濃のう厚こうなのにしつこくなくて、いくらでも食べられてしまう」

「わかります。ついつい二つ目を頼んじゃうんですよ」

　何気ない会話を交わしていると、三段のハイティースタンドと、紅茶のカップ、ポットが運ばれてきた。

　丁てい寧ねいな物もの腰ごしのウエイターがカップに紅茶を注いで離れたあと。

「いただきます」

　早速ソフィアはカップを手に取り、口元で傾けるふりをする。あくまで、ふりだけだ。

　有名なサロンなのだから問題はないとは思う。けれどエリオットが関わる以上は、お茶もケーキも手を付けない方がいいだろうと思った。

　誘ゆう惑わくしてくる美味しそうなケーキから、自衛の為に頑張って目をそらし、ソフィアはガトーショコラを味わっているエリオットに口を開く。

「それで、エリオット様。今日はどのような用件なのでしょうか」

「……日頃のお礼だよ？　手紙にも書いただろう」

「えっと……先程お伺うかがいした、話がしたいというのは？　それに屋敷ではなくここを選んだのは、ルーカス様に知られたくない用件が何かしらあるという事ですよね？」

「へぇ、君は結構聡さといんだね。そこまで察してくれていたのか」

　エリオットは眉を下げながら苦笑して、フォークを皿へと置いた。

「話というのは……ソフィアさんに聞いてみたくて。君は、妖精が見えるんだよね？」

「え……」

　予想外の話題に、ソフィアは瞳を瞬いた。

（エリオット様、妖精について知ってるの？　どこまで？）

　動揺は、口に出さなくても丸分かりだったらしい。

　エリオットは喉の奥から低い笑いを漏らしている。

「やっぱりねぇ」

　その笑い交じりの声に、今日初めて……ソフィアは少しの違和感を覚えた。

「ええと、よ、妖精って……エリオット様は、その、最初お話しした時には妖精について興味がないご様子でしたが……」

「あぁ。一いつ般ぱん人じんからすれば、妖精なんて夢物語みたいなものだし。普ふ段だんは知らないふりをしているよ。そんなの当たり前だろう？」

　そうやって肩をすくめるエリオットの口元は、やはり笑っている。

（「当たり前だろう？」って言い方……なんだか、こう……ルーカス様以上に質たちが悪いような？　あと、目が怖いのだけど）

　なんだか、彼の中に嘲あざけるような色が見え始めてきたような気がする。言葉の端はし々ばしにソフィアを見下すようなものがあるのだ。

　そしてたぶんこれは、ソフィアにそういう部分を隠そうともしていない感じだ。

　彼の意図がわからなくて、ソフィアは言葉を濁にごすしかしようがなくなった。

「そ……そうなんですね」

「でもね、ルーカスと君が妖精繫がりで仲良くなったと聞いて、あぁこの子も見える子なのだなと思ったよ。あとこの間、廊下で何もないところに話し掛けているのも見たんだ」

「ろ、廊下で話してました？　あれ？」

「ふふっ。ね、君は見えるんだよね？」

　椅子の背もたれに持たれていたエリオットが、前屈みになって身を乗り出してきた。

　少し前にずれただけ──そこまで距離が縮んだ訳ではない。

　それでもソフィアは、ほんの少しであっても近付かれる事に嫌悪感を覚えた。そしてここで噓を吐いても無む駄だだという事はわかった。

　彼はソフィアが妖精を見えると確信しているのだ。

　──ここまで確信を持たれては、もう誤魔化しようもない。

「えっと、まぁ」

　強い瞳にじいっと見つめられ気け圧おされたソフィアは、ついに頷いて認めてしまった。

　ティーサロンで奏かなでられていた穏やかなピアノの音色は、いつしか奏者が変わり、バイオリンの音へと変化していた。震え響く弦げんの音は、軽かろやかだったピアノの音色と比べて少し重じゆう厚こうな印象だ。そんな音楽の中、ソフィアに妖精を見る事のできる能力『祝福の瞳』がある事を知ったエリオットは、それはそれは嬉しそうに青い瞳を細めた。

「やっぱりね。──ねぇ、ソフィアさん？」

　エリオットは、なぜかソフィアの名前をまるで恋こい人びとに愛を囁くかのように呼んだ。

「っ」

　その声に、ソフィアはぞわりと鳥肌を立ててしまう。

　だってまだ会って三回目の男性だ。それも挨拶くらいしかした事がない人に、こんなに甘ったるく囁かれるなんて。思わずのけ反って、座っている椅子ごと後ろへ引いてしまう。

　そんなソフィアの仕草に、エリオットは益ます々ます柔らかく瞳を細めた。

（どうして、笑うの？）

　明らかに、ソフィアの態度は拒絶を示しているのに。

　──彼が何を考えているのか、まったくわからない。

「あのね？　ソフィアさん。妖精ってね、普通の人には見えないし、声も聴きこえないんだ」

「は、はぁ。そうです……ね？」

「だからこそ、妖精と親しくなれば、富と権力を得やすいんだよ。知ってた？」

「えっと、し、知らないです。どうして権力と妖精が関係あるんでしょう」

　彼はソフィアが椅子を引いた以上の距離、自らの椅子を近付けてきた。

　床ゆかから、椅子を引きずるギィッという低い音が僅わずかに鳴る。

　向かい合わせになっていたはずなのに、円状のテーブルを回るように近付けてきたから、今では隣となり同士の位置になってしまっていた。そんな不自然に近い距離で、エリオットは得意げに、自らの口元に指をあてるような仕草をしつつ説明をしてくる。

「例えばさ、妖精と対話ができれば、彼らに頼んでこっそりとどこかに侵しん入にゆうしてもらって情報収集なんかができるんだ。他にも妖精を介かいして誰にも見られないように秘密の手紙のやり取りなんかもできるよね。あとは見えるもの同士での結束力も結構強いみたいなんだ」

「情報収集って、そんな事が？」

　ソフィアは驚きながら、自分の知っている妖精達を思い浮かべた。

　秘密の情報収集なんて、自分の周りにいる下級妖精達には荷が重過ぎる気がする。

　そもそも頼んだ事を十秒後には忘れてそうだ。

（いや、手紙なら一度だけもらった事があるけれど。あれは奇き跡せき的に届けられたんじゃないかしら）

　上級妖精のリリーならともかく、その他大勢の下級妖精達に何かを任せるのはやはり難しいだろう。ソフィアの微び妙みような表情を読んだのか、エリオットは付け足した。

「あぁ、もちろん妖精に何かをしてもらうのはとても難しい事だろうね。妖精は気ままで気分屋だと本にも書いてあった。よほど彼らが強く望むものを差し出すか、心を通わせるかしないと願いなんて聞いてくれないらしいね」

「なる……ほど」

（彼らが強く望むものを差し出す……妖精が、好きなもの？）

　ぽんっと、頭の中に自分のお菓子に群がる妖精達が浮かんだ。

（うーん。お菓子と引ひき換かえに頼んでも、あのお馬鹿な子達には用は足せないような）

　エリオットの話し方からして、彼は妖精が見えないようだ。そしてソフィアの祝福の瞳については察しているらしいが、作ったお菓子の効果までは知らないらしい。

（それにしてもこの人、見えないにしては妖精の事をよく知ってるわね）

　首を傾かしげるソフィアに、彼は話を続ける。

「そうやって妖精の力を得た者は他の者より有利な立場に立てる。今の時代の貴族に妖精が見える人が多いのは、彼らがそうやって地位と権力、富を得てきた結果だよ」

「なるほど……」

「それでね」

　とたんにエリオットは、口端を大きくあげた。その笑顔の昏くらさに、ソフィアは改めてぞっとしてしまった。

「私もお祖ば母あ様から、祝福の瞳を受け継ぐはずだったんだ。そのつもりで妖精について勉強もしてきた。父方からは爵しやく位いを、母方からは瞳を、フィリップ家の長ちよう兄けいとして引き継ぐのだと思って生きてきた。──なのにどうしてか、私の母方の一族とはなんの血の繫がりもないルーカスが、瞳を受け継いでしまってね？」

「えっと」

「ただでさえ血筋的にもルーカスの方が優勢なのに、──いや、きっとあれの母親の血があったから、祝福の瞳があっちに行ったんだな。あれの母は元々王族の血が濃こい公こう爵しやく家けの生まれだし。あぁ、自分の努力もなく得たものでどこまで楽するんだ。なんて卑ひ怯きようなんだろう。あいつは」

「そ、それは……でも、瞳は波長が合う人が受け継ぐ事になると、聞きました」

「でもほとんどは、血けつ縁えん者しやに受け継がれてるんだよ。血が近ければ、それだけ波長も合うらしいんだ。だから本当なら私が受け継ぐはずだったのに……恵まれた血筋の弟なんかができてしまったせいで……」

「そ、そうですか」

　少し会話をしただけで、エリオットは劣れつ等とう感の塊かたまりなのだという事がソフィアにもわかった。

　血筋がいいというだけで、弟の方が跡継ぎにと言われたり。もらい受けるつもりでいた『祝福の瞳』の力も弟に持って行かれてしまったり。

　たぶん大きなものがこの二つだろうが、彼の嫉しつ妬とや劣等感を刺し激げきするような事は、他にもいくつもあったのだろう。

　十歳児にしては、ルーカスは確かに優ゆう秀しゆうだ。部屋に置いてある本はソフィアには読み解けないものだし、とても頭が回る子供だと思う。

　そんな優秀すぎるルーカスと比べられる事が何年も何度も積み重なり、不満はやがて憎しみへと変化していったのだろう。今ではエリオットから見たルーカスは、殺したいほどの憎ぞう悪おを向ける相手となってしまっているのだ。

（それにしても、波長って結局なんだろう？）

　波長が合う相手に力が受け継がれると言われているらしいが、波長というもの自体とてもあやふやなものだと思う。趣しゆ味みが合うとか、考え方が合うとかだろうか。

　ソフィアはソフィアの曽そう祖そ父ふと、確かに話が合った。

　子供の頃は妖精の話でとても盛り上がったし、成長してからも信じてはいなかったけれど一緒に妖精の話をした。でもソフィアよりは、曽祖父の実子や孫である、祖父や父の方が親しかったはずなのだ。基準がまったくわからない。

「あぁ……君の場合は更におかしいよね」

　エリオットの声に、考えに沈しずんでいたソフィアははっと我に返る。

「おかしいとは？」

「だって君は、なんの変へん哲てつもない、血筋も地位もない平民の娘むすめじゃないか。そんな君が、どうして祝福の瞳を手に入れたのか。この私でさえ手に入れられないものなのに」

　エリオットの青い瞳が、鋭えい利りに細められる。そうして彼は一層ひそめた声でこう囁いた。

「君は誰の落とし胤だねなんだい？　よかったら紹しよう介かいしてくれないかな」

「────は……？」

「隠さなくてもいいよ。ただの平民が、祝福の瞳なんて持てるはずがない。だったら父親か母親がどこかの有力貴族という事なんだろう？　大丈夫、今は表に出られない身でも、私が協力して貴族社会に戻してあげるよ。だからその人を、私に紹介してごらん？」

（この人……！）

　祝福の瞳を持つ者はほとんどが貴族で、平民ではほぼ存在しないらしい。

　なのにソフィアは祝福の瞳を持っている。だから、どこかの貴族の落とし胤なのだと思ったらしい。その『どこかの貴族』との繫がりを、エリオットは得ようとしている。ソフィアの血筋を、自分がのし上がりルーカスを蹴け落おとす為の道具として利用しようとしている。

「落とし胤」であるという事を利用して脅しにかかるつもりなのか、甘い言葉を吐いて懐かい柔じゆうするつもりなのかはわからない。とにかく彼はソフィアから妖精を扱える貴族との繫がりを持とうとしている。呼び出した目的は、これだったのか。

「っ、それ、つまり私の父様か母様が不ふ貞ていを働いたって思ってるのですか？」

「まぁ、簡潔に言うとそうだね」

　ソフィアは膝ひざの上のスカートを握にぎり締しめた。瞳に、熱が入る。

　エリオットの言葉に叩かれて、心にピキッと亀き裂れつが入ったみたいな感覚がした。

　家族が大好きなソフィアにとって、両親を貶おとしめられる事は何よりも許せない事だった。

　カッとなったソフィアはつい大きな声を張ってしまう。

「っ！　ふざけた事言わないでください！　私は父と母の子です！」

　父も母もお互いを思いやっている事を、娘のソフィアは知っている。

　裏切るなんて、絶対にありえない。悔くやしくて悔しくて、戯ざれ言ごととして受け流せない。

　思い切り睨み付けたソフィアだったが、目の前の彼は一いつ瞬しゆん目を瞠みはった直後。

「────はぁ？　何言ってるんだお前」

　彼は笑顔を消し、心底ソフィアを見下している瞳で、不機嫌そうに顎あごをそらした。

　重く暗く、陰いん湿しつな空気にがらりと変わる。

　その、本当に一瞬にして変化した表情に、ソフィアはギクリとした。

　この人は反論されると怒る人なのだと、理解した時にはもう遅おそかった。

「お前が不義の子でないなら、どうして私にも持てないような力を持つんだ。哀れな生まれの女だと思ったから、こうして親切にしてやっているのに！」

「親切!?　存在もしない落とし胤の親を利用しようとする事がですか!?　ばっかじゃないの！」

「なんだと!?」

「馬鹿って言ったの！　──もうわかりました。もしかするとルーカス様と何か行き違いがあっての仲なか違たがいなのかと思ってたけど、貴方がおかしいだけだった！」

　ソフィアは話し合いでなんとかならないかと、少し期待していた。

　だって跡継ぎ問題で命を奪うばおうとするまでの行こう為いは、おかしいと思ったから。

　どうしても自分の家と比べてしまって、家族が仲良くなれないはずがないと思っていた。でも話にならない人もいるのだとわかった。

　エリオットは、自分が上に立ちたい人。

　自分が誰かより劣おとっている部分を突き付けられるのが何より嫌な人。

　弟に優位に立たれるのが嫌で嫌で仕方がない人。爵位も瞳もルーカスのせいではないのに、逆さか恨うらみして毒を盛れるような人。

　ソフィアの中で、今はっきりと『大だい嫌きらいな人』になった。

　これ以上傍にいたくない。気分が悪くなるばかりだと、勢いよく席を立つ。

「失礼します！」

　そう言い捨てて、この場を離れようとした──だが。

「待てよ、おい」

「は、なして……！」

　歩きだす前に、エリオットも立ち上がり、手首を摑つかまれてしまった。

　振り解こうと思い切り力を込めて引っ張ったけれど、びくともしない。

　ソフィアは更に引いたり捻ったり押したりしてみた。でも、まったく敵かなわなかった。

「やめて……！　痛い……！」

　摑まれた腕が、痛いほどの力で握られる。

　顔を歪めるソフィアに、エリオットは怒ど鳴なってきた。

「なんの地位もない平民が私に口答えだと？　ははっ！　笑える事をするものだな！　……許されると、思っているのか？」

「っ」

　低く、唸るように落とされた最後の台詞に、ソフィアは勢いよく全身の血が引いていくのがわかった。そしてすぐに、泣きそうに顔が歪む。

（ここで身分を持ち出すなんて、ずるい）

　平民は、貴族の下にあるもの。逆らう事は許されない。

　何より大の大人に怒鳴られ、責められているという状況が怖かった。

　頑張って立っているけれど、意に反して体がすくむ。
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　どう腕を引いてもびくともしない強い力に恐怖を感じて、息が詰まる。

　ジワリと滲んできた目元で視界が歪み始めた直後。

「おい。煩うるさいんだが」

　──スッと、視界に誰かの腕が滑すべり込こんできて、ソフィアは瞳を瞬いた。その拍子に一粒の涙なみだが落ちて、慌てて拭う。それから顔をあげると、エリオットの前に見知らぬ人が立っていた。

「え……？」

　褐かつ色しよくと呼ぶのだろうか──この国では珍しい色の濃い肌をした、大おお柄がらで筋肉質な男だ。

（異国の人？）

「なんだお前は！　どこの家の者だ！」

「ふんっ」

「痛っ……！　くそっ、放せ!!」

　ソフィアとエリオットの間に入り込んだその男は、あっさりとエリオットの腕をソフィアから引きはがし、背中に捻りあげてしまったようだ。

　男はとても大柄で、ソフィアの視界からエリオットの姿はほとんど見えなくなってしまっている。男の背の向こうから、エリオットのうめき声だけが聞こえた。

「くそっ！」

「早く去れ」

　腕を放されるなり、男に突き飛ばされるようにエリオットは出口の方へと追われる。

「っ、どこの誰だか知らないが、私に逆らってこのままでいられると思うなよ！　覚えてろ！」

「ふん」

　男がエリオットを完全に店から追い出してしまうまで、ソフィアはただぽかんと口を開けたまま突っ立っていた。

　全てが終わり静けさが戻ると、彼がゆっくりと振り返った。初めて見えた瞳は、とても珍しい金色だ。その瞳と目が合って、ソフィアはやっと我に返った。

「あ、あの！　有り難うございました！」

「いや。……怪我はないか？」

「はい。おかげさまで」

「ジン」

　そこへかけられた見知らぬ声に振り返ると、深くフードを被かぶった人物が歩み寄っていた。どうやら、この大柄な褐色の肌の男性の知り合いらしい。

　その人は周りを気にするようにフードの端はしを引っ張って更に下ろしつつ近付いてくる。

「ジン。私達も行くぞ。目立つのはよくない」

「あぁ」

「あ、本当に有り難うございました！」

　ソフィアがお礼を言うと、答えるように軽く片手をあげて彼らは去って行った。

（どっちも変わった風ふう貌ぼうだけど、いい人達だったわ）

　足早に去られてしまったが、もしまた会う機会があれば、改めてお礼をしたいものだ。

　その後、ソフィアはお店の人に騒さわいだ事を謝あやまって店を出た。

　手紙ではエリオットがごちそうしてくれるという話だったのに、結局ソフィアが二人分の代金を支し払はらう事になってしまった。




　カフェでの騒そう動どうから家に帰ったソフィアは、すぐにキッチンへ直行した。

（あんなに美味しそうなケーキが目の前にあったのに、食べられなかった！）

　とても美味しそうだった。とてもとても食べたかった。溜たまりに溜まったケーキ欲をはらすべく、そして何より嫌な気分を祓はらう為に、ケーキを焼くのだ。

「ふわふわのスポンジに、たっぷり生クリームの気分ね。ベリーが何種類かあるから、ジャムにしたのをクリームと混ぜて間に挟はさんで、トッピングには生のままのを散らそう。うん、完かん璧ぺきなケーキ。絶対美味しい」

　まずはジャムを用意する為に、小こ鍋なべに砂糖とベリーを入れて火にかける。

　クリームに混ぜ込む分なので木べらで潰しつつ、混ぜたり揺すったりする。

「いい匂においがしてきたわ。甘い匂いって、ほっとする」

　焦こげないように鍋なべに注意しながらも、ソフィアはスポンジを作る為に砂糖とバター、そして牛乳と卵を入れたボールを泡あわだて器で混ぜ始めた。充じゆう分ぶん混ぜたら、今度は木べらに持ち替えて振るった小麦粉を加えつつ切るように混ぜていく。

「たまらんにおいです」

　キッチンでそわそわとケーキのできあがりを待っているのは、今は一匹だけ。

　他の妖精達はまだまだ時間がかかると知ると、でき上がる頃にまた来ると言っていったん散っていったのだ。大人しく待つ事にした子は、髪にソフィアの作った花の飾りを付けている。花の中心には黄色いビーズがあった。

「おうえんするー。ふれーふれー」

「有り難う。……ジャム、味見する？」

「ぜひとも」

　頃合いで火を止めた鍋にレモンを少し搾しぼってから混ぜて。

　できたてのジャムをスプーンひと掬すくい分だけ、クラッカーに載せて渡してあげる。

「ふむふむ。ちょうどよいさとうかげん」

「それはよかったわ」

「がんばー」

「はいはい、頑張って作るわよー」

「えいえいおー」

　ジャム載せクラッカーを抱えて頰ほお張ばる妖精の応おう援えんを受けながら、ソフィアは木べらで粉を切り混ぜる作業に戻った。

「あ、袖そでが粉で汚よごれちゃいそう」

　しばらくしてボールの中の粉が増えてくると、服の袖が付いてしまいそうになってきた。ソフィアはいったんボールを置いて、袖を捲まくりあげる。

「ぁ……」

　捲りあげた手首にあるものに気付いたソフィアの体が、とたんに小さく跳ねる。

　同時にヒュッと、喉から変な音が漏れた。

「…………跡あとになってる」

　さらされた右の手首に、赤黒い痣あざが浮かんでいたのだ。

　間違いなく、エリオットに強く摑まれた手の跡だ。そっと左手の指でなぞると、ジンとした鈍にぶい痛みが僅かに広がる。

　脳のう裏りに、頭上から降り注ぐエリオットの怒鳴り声と、怒りに満ちた顔が蘇よみがえった。

（大人の男の人に思い切り握られたら、こんなふうになっちゃうんだ……）

　思い出すと同時に、背筋から寒気がのぼり、胸の中で重くて痛い何かが渦巻き始める。

「駄目だ」

　ソフィアは慌てて首を振って、恐怖心を振り払おうとした。

「え、ええっと、……とにかく、オーリーや姉様に見つからないようにしないと」

　邪魔だからと捲った袖だけれど、ソフィアは痣が隠れるギリギリまで戻した。

　それから慌ててケーキ作りを再開する。動いてないと、恐怖がぶり返してしまうから。

　しかしそうやってボールを持って手を動かし始めるものの、痣を見つける前のワクワク感は戻らなかった。大好きなお菓子作りをしているのに、どうしても気分が重くなってくる。

　やや険しい顔で作業を進めながら、ソフィアはぽつりとこぼす。

「──あれで私、完全に敵認にん定ていされちゃったわよね」

「てき？」

「そう、敵」

　今まではルーカスが彼の憎しみの対象だったけれど、こっちにまで危害を加えてくるようになるのだろうか。

　ソフィア自身は、ルーカスに関わる事を決めている。でも家族にまで何かされるような事になったら。それが一番心配だった。

「あの人に対たい抗こうできるような権力者との繫がりもまったくないし……。──ん？」

　そういえばエリオットは、世の祝福の瞳の持ち主達は、妖精と交こう渉しようして手紙を運ばせたり、情報収集させたりしていると言っていた。

　そして祝福の瞳の持ち主は、ほぼ全てが貴族なのだとも。

「妖精が見える人同士の繫がりは、結構強いものだとも言っていたわよね。と、いう事は、見える人に協力してもらえるかもしれない……？　ルーカス様は大げさな事になるのは嫌がりそうだけど。せめて味方を増やすくらいは」

　そんな事を思い付いたソフィアは、クラッカーを頰張っている妖精を見下ろした。

「うん？　もぐもぐ。なんです？　けーきできました？」

「焼いてもいまセン。ねぇ貴方、手紙を届ける事ってできる？」

「どなたに？」

「……なんか、力になってくれそうな人」

「……」

「そんな目で見ないでよ！　とにかく凄そうな人がいいの！」

　どこの誰でもいい。エリオットに対抗する力か、知識を持っている人がいい。

　でもそんなもの凄く曖あい昧まいな願いが、叶かなうものなのか。

　しかもこのおとぼけ妖精に頼んで、まっとうに任務を遂すい行こうしてもらえるのだろうか。

「うーん。とりあえずダメもとで、やってみようかしら」

　ソフィアはそんな事を考えつつ、混ぜ終わった生き地じを型へと流していくのだった。




　お菓子を作り終え、部屋に戻ったソフィアは、すぐに妖精に託たくす手紙を書く事にする。

（とりあえず、どこの誰に届くのかわからないから、こっちの名前は書かないでおいて、妖精絡がらみでとても困っている事だけ伝えよう）

　もちろん妖精だけが問題ではないのだが。

　でもエリオットが受け継げると思っていた祝福の瞳をルーカスに奪われた事が、あそこまで兄弟関係が拗れるようになった大きなきっかけだろうから。

　だからソフィアは妖精が見える人宛に、手を貸してもらえないかというお願いを書いた。返信をもらって信しん頼らいできそうなら、実際に会ってみようと思う。

　ソフィアは四つ切りにした便箋の一枚に、要件をできる限り簡潔に丁寧な字で書いた。

「えーと、あ、貴方！　さっきの子ね」

　ちょうど傍を飛んでいた、黄色いビーズの花を付けた妖精を捕まえる。

「なんですか」

「さっき言ったでしょう？　手紙を届けてほしいのよ」

「えー？」

「まぁまぁ、そんな嫌そうな顔しないで」

　宥なだめつつ、机の上に立たせた妖精の二の腕に、小さく細く折り畳んだ手紙を括くくり付つけた。

　それから妖精に顔を近付け、ゆっくりとした口調で念を押すように話した。

「いーい？　とにかく妖精が見える、偉えらくて凄くて、とにかく力になってくれるっぽい人にこれを届けて。味方よ、味方。悪人なんかに渡さないでよ？　あ、きちんと返事ももらってきなさいね。途と中ちゆうで忘れて遊んだりするのは駄目だからね？」

「むずい」

「頑張って！　いける！」

「うー……」

「そうだわ。もし無事に届けてくれたなら、『何でも好きなお菓子を貴方だけに作ってあげる権』を一つあげるわ」

「なぬっ!?」

　とたんに、妖精の瞳がキラリと輝いた。

「ななななななんでも!?」

「えぇ」

「なんでもおぉぅぉっ!?」

　すさまじく興奮している。感動のあまりにか、小刻みに震えてもいた。

「わ、私が作れるものなら、どんなお菓子でも作ってあげるわ」

「なんとぉ！」

　やる気を漲みなぎらせた妖精は、もの凄く張り切って窓から飛び出て行った。

　その背中を見送るソフィアは、心配で眉を下げる。

（家の敷しき地ちから出られるかも怪しいくらい、頼りない背中ね）
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　妖よう精せいに手紙を託たくして、早くも一週間が経たった。

　ソフィアは部屋の窓辺から晴はれ渡わたった空を見つつ、眉まゆを寄せ唇くちびるを突つき出だしていた。

「帰ってこないじゃないの」

　不安は的中した。手紙を託した妖精が帰ってこないのだ。

「元々期待なんて、してなかったけど……」

　あのボケボケでお馬ば鹿かな妖精の事。ソフィアがお願いした内容なんてすっかり忘れて、今いま頃ごろどこかで遊んでいるのかもしれない。

　もしくは他に居い心ごこ地ちのいい場所を見つけて、そこに居着いているのかもしれない。

　あの子が手紙を届けるという役目から帰ってこない理由は、いくらでも思い付く。

　飾かざりが取れて、他の妖精達と見分けが付かなくなっている可能性もある。

「どこかで遊びほうけてるっていう可能性が一番高いのだし、別にうちの子という訳でもないのだし。心配なんて、するだけ無む駄だよ、無駄。──だけど……まさか、怖い目にあってたりしないわよね？」

　ソフィアは自分の頭をわしゃわしゃとかき混ぜて、唸うなり声をあげた。

「うー、あー、もう！　世話かけさせるんだから、まったく！」

　仕方がないから、捜さがしに行ってあげよう。

　そう決めたソフィアはすぐにきびすを返し、部屋を出た。

　玄げん関かんへ向かっている途と中ちゆうで、ちょうどオーリーと会った。

「ソフィアお嬢じよう様さま？　どちらへお出で掛かけですか？」

「散歩でもしようかと思って。少し近くを歩いてくるわ」

「あらあら。もう一週間、毎日お散歩に出てますわねぇ」

　手紙を出した翌日から、毎日妖精を捜しに行っている事を見抜かれたような気分だ。

「色々あるのよっ」

　なぜか頰ほおを膨ふくらませながら、やけに大きな歩ほ幅はばで出て行ったソフィアの背中を、オーリーは首を傾かしげつつ見送るのだった。




　そうして町に出たソフィアはきょろきょろ辺りを見回して、頭に花を付けた妖精を捜す。昨日は住宅街を中心に歩いたから、今日は商店通りだ。

　妖精が好きそうなお菓か子しを取とり扱あつかっている店は、特によく目を凝こらして。

　比ひ較かく的てき大きく有名な店々が立ち並ぶ大通り沿いを抜ぬけ、大きな公園をぐるりと一周して。その向こうにある、職人通りも一通り歩いた。

「いないし……」

　気が付くと、あっという間に二時間以上が過ぎていた。

　夕暮れ時になって、オレンジ色に染まる行いき交かう人々を見ながら溜ため息いきを吐つく。

「うーん。時々、ふわふわ飛んでいる下級妖精を見かけはするんだけど」

　けれどソフィアに見えていると気付かないのか、まったく興味を寄せてくる事もなかった。こちらから話し掛けるとびっくりしつつ話をしてくれるが、手紙を持った頭に花飾りをつけた妖精には心当たりはないという。本当に一体、どこに行ってしまったのだろう。

「もういっそ、お菓子でもぶら下げて歩くとか？　釣つりみたいね……でも、それだと他の妖精もみんな釣れちゃって歩けなくなりそう」

　とにかく、あの手のひらサイズの小さな子一匹ぴきをこの広い町中で見つけるのは、屋や敷しきの中で見つけるのよりも難しそうだ。

「あーあ。妖精に手紙を託す作戦が失敗なら、あとはどうしようかしら……あれ？」

　ふと、すぐ脇わきにある赤い屋根の店に目が留まった。

「可愛かわいい……知らない店ね」

　店の大きな窓から見えるのは、色とりどりの生き地じや糸。

　たぶん手芸店だろう。開いた扉とびらから見える店内は、布や毛糸で作られた小物が飾られている。とても可愛い雰ふん囲い気きのお店だった。

　ソフィアは興味を引かれて、妖精捜そう索さくを打ち切り中に入ってみる事にする。

「いらっしゃいませ」

「こんにちは。あの、ここって最近開店したんですか？」

「えぇ、つい先週からなんですよ。ごゆっくりどうぞ」

　店主らしき中年の女性の言葉通り、内装はどれもが真新しい感じだ。

（アンナ姉様を連れて来たら、喜ぶかしら）

　そんな事を考えつつ、可愛いボタンや刺し繡しゆう糸いと、リボンなどを順番に見ていく。

　どうやら輸入品も多く取り扱っているらしく、珍めずらしい品も多かった。

「生地も変わった織りのものが多いし面おも白しろいわ。あ……これ、とても上品な赤で素す敵てき」

　たくさんの商品がある中で、一際目に留まったのが赤い生地だった。

　ほのかな光こう沢たくがあって、とても綺き麗れいだったのだ。誘さそわれるようにロール状に巻かれた生地に指を伸のばしてみると、とろみのある柔やわらかな感かん触しよくでとても気持ちいい。

「うーん」

　ゆっくりと感触を楽しむように触ふれながら、買おうかどうか悩なやむ。

　ふと……明るい金きん髪ぱつを持つ少年が、脳のう裏りに浮うかんだ。

　あの金髪に、この赤がとてもよく映はえるのではと想像してしまう。

「考えれば考えるほど似合いそう」

「……あら、どなたかへの贈おくり物ものに考えてらっしゃるの？」

　ソフィアの小さな呟つぶやきを拾ったらしい店主が、カウンターの向こうから声をかけてくる。

「それ、とても上品な赤でしょう？　異国で採れる珍しい鉱石を染せん料りように使っている、まだこの国ではほとんど出回っていない色合いよ。私も、凄すごく気に入ってるの」

「確かに、質感も色も凄く素敵ですね」

「でしょう？」

　自分の店の商品を褒ほめられて嬉うれしそうにする店主は、どうやらお喋しやべり好きな人のようだ。

　初対面であるソフィアにもどんどん話し掛けてきてくれた。生地の素す晴ばらしさを幸せそうに語る彼かの女じよについ笑え顔がおを漏もらしながら、生地を引っ張り出す。

「じゃあ……何か作って、渡してみようかな。これ、一メートル切ってもらえますか」

「はい！　有あり難がとうございます。喜んでもらえるといいわね」

「そうですね」

　切って包んでもらった赤い生地を大事に手に持ちつつ。ソフィアはもう一度くまなく視線を凝らし、あの妖精を捜しながらゆっくりと家への道を辿たどる。

　しかし結局今日も、あの子は見つからなかった。




　翌日、ソフィアは三日に一度のお菓子を持ってフィリップ伯はく爵しやく家けにやって来た。

「こんにちは、ルーカス様。体調はいかがです？」

「毎回同じ事を聞くな。もう問題ない」

　意地でも通い続けるソフィアに根負けした彼かれは、今日もいつも通り不ふ機き嫌げんそうな顔でソフィアを迎むかえてくれた。返ってきた言葉の通り、ルーカスはすっかり元気になったようで、ベッドではなく本ほん棚だなの前に立っていた。顔色も問題なさそうだ。

　そんな彼へ、ソフィアは得意げに胸を張ってみせる。

「ふっふーん」

「なんだ、気持ち悪い笑い方をして」

「ソフィアったらご機嫌ねぇ」

　首を傾げるリリーとルーカスの前で、テーブルにお菓子の入ったピクニックバスケットを置いたあと、ソフィアは肩かたにかけていたポシェットからあるものを取り出した。

「今日は、これを持って来ました！」

「なんだその赤い布は……って、おい！」

「よいっしょ」

　ソフィアはルーカスの前まで駆かけて行くと、少し屈かがんで彼の首の後ろへと手を回す。

「いきなり何をする！　どけ！」

　半ば抱だき締しめられる形になったルーカスから、大きく抗こう議ぎの声があがった。しかし最近は彼の悪態にも慣れてしまったソフィアにはあまり効かない。

　だってもう、口だけだと気付いてる。彼が何か危害を加えてきた事は、一度もないのだ。

　エリオットと対たい峙じしたからこそ、ルーカスの言葉も憎にくまれ口ぐちも、本当はただの意地っ張りなのだとわかってしまった。

　ルーカスの言葉には、エリオットの時みたいな得体のしれない恐きよう怖ふを感じない。

　それを知ってしまったらもう年上の余よ裕ゆうも加わって、結構強ごう引いんに絡からんでいける。

「もう、少しだけですから我が慢まんして！　えーっと、襟えりの裏に通して、前に回して……」

　ソフィアが手にしているのは、昨日手芸屋で買った赤い布で作ったスカーフだ。

　長方形に切って端はしのほつれ止めをするだけだから、そんなに時間はかからなかった。

　首の後ろの襟裏から通して前まで渡し、首元で結ぶ。

　更さらに形をきちんと整えて、一歩離はなれて眺ながめてからうんうんと満足げに頷うなずいた。

「これ、ルーカス様の淡あわい金髪に、絶対に似合うと思ったんです。想像通りでよかった。あ、リリーには同じ布でリボンを作ってきたのでお揃そろいですよ」

「……」

「ルーカス様？　あれ？　何ぼーっとしてるんですか」

　ソフィアが首を傾げると、ルーカスは俯うつむいて顔を隠かくすような仕草をしてしまった。

　それから小さな……本当に小さな蚊かの鳴くような声で彼は囁ささやく。

「……なんでも、ない」

　僅わずかに震ふるえているようにさえ聞こえた声の弱さに、ソフィアは慌あわてた。

　体調が悪くても偉えらそうな態度を崩くずさなかったのに。よほど気に入らなかったのだろうか。

「あ、あの！　ええと、素敵な生地じゃないですか？　凄く気に入ってしまって、でも私の髪かみ色だと似合わないし、ルーカス様なら似合うと思って！」

「っはぁ？　……お前も金髪だろう。僕ぼくとそう変わらない」

「私のは金髪って言わないと思います。それに綺麗な赤って、なんだか合わない気がするんですよね」

　ソフィアの髪は金髪とは言いがたい、かなり茶色に近いものだ。でも茶ちや髪ぱつや赤毛と呼ぶ程ほどでもない微び妙みような色で、気を使われて蜂はち蜜みつ色と呼ばれる事が多い。

　対してルーカスの金髪は、本当に混じりけのない明るい金髪だ。赤が映えるのは、どう考えてもこっちだろう。

「凄く綺麗な色で、羨うらやましいです」

「……。別に、僕はお前の髪色も嫌きらいじゃない」

「そ……そうですか」

　なんだか突とつ然ぜん褒められた。

「あと、これも悪くはないと思う」

　これ、と首元のスカーフを指されて、ソフィアは口元を緩ゆるめた。リリーにレース編みのストールを贈った時と同じで、口は素す直なおでないが喜んでくれているとわかる。

「ふふっ、有り難うございます」

「ふん」

　とても不機嫌そうでぶっきらぼうな顔だけれど、たぶん照てれ隠かくしだ。

　もの凄く言いづらそうに、躊躇ためらいながらだけど。それでも今まで明らかに距きよ離りを取っていた彼から一歩近付いてくれた事が、ソフィアは嬉しかった。
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　ソフィアが帰ってしばらく。

　リリーと二人きりになった部屋で、ルーカスは壁かべ際ぎわの大きな椅い子すに三角座りで腰こし掛かけていた。手は無意識に首元を弄いじってしまう。

　摘つまんで引いてみると、視界に赤い布が映る。

　鮮あざやかな赤がなんだかむず痒がゆくて、ルーカスはつい、ぽつりと呟きを落とした。

「……初めてだったんだ」

「贈り物が？」

　背もたれの上に乗っているリリーの優やさしい声に、こくりと小さく頷いた。

　──ルーカスの記き憶おくにある限り、誰だれかからの贈り物というのは、人生で初めてだった。贈り物をし合うような、そんな家庭ではなかったから。

　物心ついた頃ころには、母の血筋が原因で兄は自分を嫌けん悪おしていて。

　妖精が見える祝福の瞳ひとみを継ついだあとからは、それは殺したい程のものになったようで。

　父は兄の行動がおかしくなり始めた頃から、家から逃にげるように仕事だと言って国内外を飛び回り。母も兄に怯おびえて北にある伯爵領に行ったまま、帰って来なくなった。

　父も母も、ルーカスを守ろうとはしなかった。連れて行ってもくれなかった。

　それどころかルーカスを差し出しさえすれば問題はないのだと、生いけ贄にえを捧ささげるようにこの王都の屋敷に放ったままにしている。同情して優しくしてくれた使用人達も、結局は我わが身み可愛さで逃げていった。誰かを「信じる」やり方を、ルーカスは知らない。信じた先にあるものが、どんなものなのかわからないから、信じてみたいとも思わなかった。

（リリーだけで、よかったのに）

　妖精だけが……リリーだけがずっと、ルーカスの傍そばに居続けてくれた唯ゆい一いつの存在だった。

　ルーカスが心を砕くだく、ただ一つのものだった。はたから見ればルーカスのリリーへの傾けい倒とうぶりはおかしなものなのだろうと自覚もしていた。それくらい本当に、リリー以外に心のよりどころは存在しなかったのだ。四年前、何も持たないルーカスの前に現れた、妖精のリリーだけがいればいい。今さら別のものが『味方』として飛び込んで来たって、その手を取る勇気なんて、持ち合わせていなかった──なのに。

（驚おどろいた……。あいつは、予想外の事ばかりする）

　伏ふせっていた間、彼女はなんの見返りも求めず、看病をして、食事を持ってきた。

　更に今日は、こんな手作りの物まで贈ってきた。ソフィアが与あたえてくれるものは、今までは縁えん遠どおかった、温かなものばかりだ。対して、ルーカスから渡しているのは菓子の代金。なんて味気ないものだろうと、ルーカスはグッと眉を寄せる。

「どれだけ、お人よしなんだか」

　何度断っても、何度怒おこってもいまだにしつこく通い続けているが──でも。

　ルーカスは、部屋の棚に置かれたカップケーキの載のった皿に目を移す。

　カラフルに飾られたカップケーキは、この飾り気のない部屋で酷ひどく違い和わ感かんがある。

「リリー、あの娘むすめの菓子、なくなっても構わないか」

「……ルーカス」

　リリーがくすりと笑ったのが聞こえた。ドレスを翻ひるがえらせて飛び上がると、ルーカスの目の前に浮ふ遊ゆうする。ルーカスと目と目を合わせて、彼女はとても大人びた笑えみを浮かべた。

「大切なのね」

「そこまででもない」

「あらそう？　本気で、ソフィアを危ない事に巻き込みたくなくなったのでしょう」

「違ちがう……」

　口ではそう言いながらも、ルーカスの手はずっと首元のスカーフを弄っている。

　むず痒い。赤なんて、好みじゃない。なのに、外せないもの。

「そうじゃない。別に、大切じゃないけど…………」

　でももう……この家の事情に、関わらせたくないと思った。

　今までなら、別にどうなってもいい存在だったから、このおかしな家に通わせたし、メイドの用意する茶を飲む事も菓子を食べる事も止めなかった。

　彼女の作る菓子は必要だったが、事情を話すくらいなら……と思って話さない方を選んでいたのだ。でも、もうこの家に、兄に、彼女を関わらせたくなくなった。この家は歪いびつで重くて暗くて、ソフィアには似合わない。危険な場所に、いてほしくない。

「今度こそ本当に、終わりにしよう」
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　手作りの赤いスカーフを贈った三日後。ソフィアは再びフィリップ伯爵家を訪おとずれていた。

　手に持っているのは、いつも通りお菓子の入ったピクニックバスケットだ。

「今日はドーナッツにしてみました。揚げ菓子ってたまにどうしようもなく食べたくなるんですよね」

　ふんわりしっとり、優しい甘あまさのドーナッツ。

　香こうばしく揚げた生地にまぶしたのは、砂糖とシナモンを混ぜたシナモンシュガー。

　こうして手に持っているだけでも、ほんのりシナモンの香りが漂ただよってくる。

「揚あげてすぐに出てきたので、まだほんのり温かいんです。早さつ速そく、食べませんか？」

　いつもは前日に作るけれど、ドーナッツは絶対に揚げたてが美お味いしいと思っている。

　この美味しさを、ぜひとも味わってほしい。だから冷めないうちに食べようと勧すすめると、窓辺の椅子から立ち上がってルーカスは頷いた。

「そうだな。──茶を淹いれようか」

　彼の首元に赤いスカーフが巻かれている事にソフィアは気が付いた。

　気に入ってくれたのだろうかと思い、つい頰が緩む。

「はい。じゃあお茶を……あれ？　もうティーセットがある？」

　メイドの出すものが危険だとわかって以降。

　ソフィアはメイドの用意するお菓子を断り、ルーカスの家のキッチンを借りる許可をもらっていた。裏の井い戸どで汲くんだ水を自分で沸わかし、それをルーカスの部屋に運んで、部屋にあるティーセットで茶を淹れていたのだ。だから今日も、そうしようと思っていた。

　なのにソフィアが部屋に入った時には、既すでに湯の入っているのだろうケトルと、ティーセットがワゴンテーブルの横に用意されていた。ワゴンを見下ろしつつ首を捻ひねっていると、ルーカスがそこへ近付きティーポットの蓋ふたを外して、お湯を注ぎ始めた。

「もしかして、ルーカス様が淹れてくださるんですか？」

「あぁ。ちょうど飲みたい気分で用意したところだったんだ。お前の分も淹れてやる」

「そうですか。でも、私がしますよ？」

「お前はそこへ座ってろ」

「……？　はい。ではお願いします」

　ソフィアは促うながされるまま、部屋の中央にあるテーブルセットの椅子に腰掛ける。

　ダークグリーンのテーブルクロスが掛けられたこのテーブルが、いつもお茶をしている場所だ。でもルーカスにお茶を淹れてもらった事は、一度もなかった。

（なんだか、やけに親切ね？）

　ほんの少しの違和感を持ったけれど、でも本当に自分用のお茶を淹れる『ついで』なのだろうと納なつ得とくする。お茶は任せて、ソフィアはお菓子の方を用意する事にした。

　これまた今日はなぜか準備よく、お皿もテーブルに用意されていたので、ただドーナッツをそこに盛るだけでいいみたいだ。早速、バスケットに入れていた紙かみ袋ぶくろの口を開いて、紙ナプキンを手に持ち、それで挟はさみつつドーナッツを取り出していく。

「少し小ぶりのサイズにしたので、二つくらいいけますか？」

「たぶんな」

　二つの皿に二つずつドーナッツを載せて、自分の席と正面のルーカスの席に置いた。

　次いでソフィアは、ワゴンの上の端に腰掛けているリリーを振ふり返かえる。

「リリーは？　今、食べる？」

「いただくわ。五等分くらいにしてくれるかしら」

「わかったわ」

　フォークやスプーン、ナイフが入ったカトラリーボックスもテーブルに用意されていた。

　リリーの希望通りナイフで五等分に切って、ルーカスの席の隣となりに置く。

（フォークより、紙ナプキンで挟んで手て摑づかみした方が食べやすいよね）

　そう考えて、それぞれの席に紙ナプキンを数枚ずつ添そえる。

　リリーの皿の横に置く紙は、四等分に小さく切っておいた。

　そこまでできたところでタイミングよく、ルーカスの紅茶も準備が整ったようだ。

「ほら」

　ソフィアの皿の横に、ソーサーの上に載った湯気の立つカップが差し出された。

「有り難うございます」

「砂糖は？」

「あ、結構甘めのお菓子なので、ストレートティーにしときます」

「そうか」

「……？」

（さ、砂糖まで聞いてくれるとか。なんだか今日は、変？）

　こんな親切な態度、珍しすぎる。さすがに驚いて、つい凝ぎよう視しし顔色を窺うかがってしまう。

　けれどどれだけ見ても、別に不機嫌そうでも上機嫌そうでもなかった。

　ごくごく普ふ通つう。平然とした様子で、ルーカスは自分の分のカップを手に席に腰掛けた。

（うん？　もしかすると、それくらい仲良くなれたという事？）

　お茶を淹れてくれる間あいだ柄がらになれたのだと、ここは喜ぶところなのかもしれない。

　とりあえずソフィアは、目の前で自分を誘ゆう惑わくし続けるドーナッツを食べる事にする。

「家を出る前に揚げたてアツアツのを食べましたけど、素晴らしい出来だったんですよ」

「あら、家でも食べてきたのに、また二つも食べるの？」

　自分の皿の前に腰を落としたリリーが、驚いたふうな声をあげた。

「さすがに太るわよ？」

「一口味見しただけよ。ここで二人と一いつ緒しよに楽しみたかったから、残りは妖精にあげたの」

「そうなの。だったら平気かしら？　人間はすぐに体型が変わるのだから、いくら好きでも甘いものの食べ過ぎはいけないわよ」

「え、人間はって……もしかして妖精って、体型変わらないの？」

「食べた物が贅ぜい肉にくになる事はないわねぇ」

「羨ましすぎるんですけど」

「ふふっ。ソフィアはいつもお菓子ばかり食べているように見えるわ。本当に気を付けなさい？　年頃の女の子なのだから健康だけでなく美容にも気を遣つかわないと」

　美意識のたいへん高い妖精の忠告に、耳が痛い。

　リリーがなまじ美しいから、反論もできない。

　しかしそれでも今のソフィアに、このドーナッツの誘惑を我慢する事は不可能だ。

　曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かし、紙で挟んで大きく口を開けて豪ごう快かいにかぶりついた。

「うん！　美味しいっ……よね？　リリー、どうかしら」

「えぇ、いいわね。上出来だわ」

　紙ナプキンを巻いたドーナッツの欠片かけらを抱かかえるリリーと二人、笑顔で美味しい美味しいと言い合いながら、一つ目を食べた。

　正面の席で食べているルーカスからも、なんの文句も出てこない。

　なんだか今日は、楽しいお茶会になりそうな気がした。

（二つ目にいく前に、紅茶で口直ししよっと）

　そう思って、カップを傾かたむけ一口含ふくむと、とたんに上品な香かおりが広がった。

（わ……なんだか、いつものお茶と違うような？　凄く美味しい）

　これまで出してもらっていたお茶も、もちろん美味しかった。

　更にソフィアは自宅でも、色々なお茶を飲んできている。食品を扱う商家だけに、世界各地の茶葉が手に入るのだ。そういう『今までに飲んだお茶』全部をひっくるめて、ダントツに美味しく感じた。

「あの、ルーカス様。このお茶、もしかして特別なものだったりしますか？」

「……別に？　今日開けたばかりだから、香りが特に強く出ているかもしれないが」

「あ、なるほど」

　どうやらたまたま、新しい茶ちや缶かんを開けたばかりだったから、香りがよかったようだ。

（そうよね、私が来る日に特別な茶葉を用意してくれたかもなんて、ルーカス様に限ってまさかまさか）

　納得して、ソフィアは二つ目のドーナッツを食べ始めた。ふんわりしっとりの食感と、甘い砂糖にシナモンの風味がなんとも幸せな気分を運んでくる。

「……ソフィアは、菓子作り以外は普ふ段だん何をしている」

「ルーカス様が私について聞いてくるなんて珍しいですね？」

「なんとなくだ」

「なんとなく、ですか。まぁいいですけど」

　ルーカスがお茶を淹れてくれたり、自分に興味を持ってくれたりするなんて。

　本当に今日は、とても珍しい日だ。

（まぁ、仲良く過ごせて悪い事はないし）

　ソフィアは口端をあげて、彼の質問に答える事にする。

「そうですね。最近は姉と一緒に、生まれてくる姪めいっ子か甥おいっ子の為の、おむつや涎よだれかけを作ってます」

「姉君に子が生まれるのか？　少し前に帰って来たとは聞いていたが」

「えぇ、出産の為に帰ってるんですよ。こちらの方が医い療りようも発展してますし、安心して産める環境が整ってますから」

（ルーカス様とこういう話するの、新しん鮮せんだわ）

　今まで、基本的には妖精のリリーがお菓子を食べるのをうっとりと眺めるルーカスを、呆あきれた気分で眺めるばかりだったのだ。

　会話も、次はどんなものが食べたいかを、リリーを交えて話す事が多かった。

　エリオットについての話を振ると、ルーカスは機嫌を悪くしてしまうから、他に共通する話題は妖精かお菓子についてだ。それ以外の会話が弾はずむとは意外だった。

　まさかソフィア自身についてルーカスが興味を示し、訊たずねてくれるなんて。なんだか嬉しくて、ソフィアは自分や自分の周りの出来事について、たくさん話をしたのだった。




　──そうして一時間ほどドーナッツとお茶と会話を楽しんで。

　皆みなの皿からドーナッツが消え、紅茶のおかわりも飲み終えた頃。

　残りのドーナッツの入った紙袋を渡し、代金を受け取ってから、空になったバスケットを手にソフィアは立ち上がる。

「それではルーカス様。お茶、ごちそうさまでした。失礼しますね」

　楽しい時間に満足気分のソフィアは、笑顔で退室しようとする。

「玄関まで送って行く」

「え？」

　ぱちりと瞳を瞬またたいたソフィアは、一いつ拍ぱく置いて、席を立って扉に向かおうとしているルーカスの手を引く。

「ルーカス様、ちょっと」

「なんだ？」

　怪け訝げんな顔で振り返ったルーカスの額に、バスケットを持っていない方の手を伸ばした。

「熱は……ないか」

「おい、放せっ！」

「だって、見送りなんてびっくりして」

「別に、ただそんな気分なだけだ！」

　ソフィアは振りほどかれた手をひらひら振りながら、眉を寄せる。

「うーん。やっぱり何か今日、おかしくないですか？　よい子すぎて怖こわいですよ」

「はぁ？　いつも通りだ！　馬鹿が！　早く来い！」

　少し不機嫌になって肩を怒いからせながら廊ろう下かに出る彼の背中に、ソフィアはほっと息を吐く。怒っていた方が安心する自分に、なんだか笑いも漏れた。

　そうして玄関に着いたソフィアは、扉を開く前にルーカスとリリーを振り返って挨あい拶さつをする。楽しい時間を過ごせたから、満面の笑顔が自然と浮かんだ。

「では、有り難うございました。また三日後に」

「いや」

「え？」

　とたんに笑顔をほどいたソフィアが首を傾げる。驚きつつ、自分の胸の高さほどの身長しかないルーカスを見下ろすと、ルーカスは真まっ直すぐに青い瞳でこちらを見ていた。

　その強い瞳と真しん剣けんな顔に、ドキリとソフィアの心臓が跳はねた。

　──嫌いやな予感がした。

「もう、菓子はいらない」

　予感通り、ゆっくりと口を開いた彼から発せられた言葉は、胸に刺さった。

「お前の菓子に用はなくなった。もう来なくていい」

「ルーカス様。あの、何を言って……？」

　言葉の意味がすぐに頭の中で整理できなくて、ソフィアはぽかんと呆ほうける。

　この子は一体、何を言ってるのだろう。一生、お菓子が欲ほしいと前に言っていたのに。

　三日後も、六日後も、九日後も、お菓子を作って会いに来るつもりなのに。

　家の事を知った時や、看病をしていた時、確かに煩わずらわしそうにはしていた。

　でも、リリーがお菓子を持ってくる事だけは拒きよ否ひしなかったし、少し強引にいけば看病もさせてくれた。持ってきたご飯も食べてくれた。

（──でも、今回は何か違う。本気な感じ……。怒っているんじゃなくて、真面目に真剣に……そう思ってるような……）

　真っ直ぐに向けられる青い瞳には、心からの本気が垣かい間ま見みえた。ついさっきまで、リリーもルーカスも美味しそうにドーナッツを食べてくれていた。一緒に過ごすティータイムは、とても楽しかった。なのに突然それを終わらせようとするなんて、意味がわからない。

　理解が追いつかない頭を必死に巡めぐらせながら、ソフィアは口を開く。

「あの、ルーカス様。お菓子に用がなくなったって、だってリリーは……私のお菓子じゃないと駄だ目めなはずで、だから……」

「どうやらリリーは飽あきたらしい」

「飽きたって………私のお菓子を妖精が飽きるなんて、ありえないのでは」

「だが、リリーは店の菓子の方がよくなったらしい。だからお前はもういらない」

「そんな……」

　ソフィアが近くに浮いているリリーに目を向けると、彼女はゆったりと微び笑しようを浮かべた。

「ごめんなさいね。ルーカスの言う事が本当なの」

「……本当に、もういらないの？」

「えぇ」

　静かに頷いたリリーに、ソフィアは息を吞のみ、唇を真横へ引き結ぶ。

　睨にらむように二人の顔を交こう互ごに見たけれど、リリーは肩をすくめるだけ。

　ルーカスも表情を崩さなかった。

　もしかすると、ソフィアの力が知らないうちに弱まっていたのだろうか。うちにいる下級妖精達には利きいても、上級妖精のリリーには利かないとかあるのかもしれない。

（でも、お菓子が必要なくても）

　ソフィアは、ルーカスの事情に関わる事を決めた。妖精を抜いたって、エリオットがいる限り心配なのは変わらないし定期的に顔を見たいと思う。

「だったら、友人として会いに来ます！」

「友人？」

　力強く主張したソフィアに、ルーカスは「はっ」と心底馬鹿にするような笑いを吐く。

「僕とお前が友人？　あれは周りを納得させる為の言い訳だろう。勘かん違ちがいするな」

「かん、ちがい……」

　ルーカスの台詞せりふに、心がすっと冷えていく。

　ルーカスと出会って、三カ月近く。三日に一度会う関係を続けてきた。

　意地っ張りで意地悪で、子供らしくない子供。でも他人を突っぱねるようになった彼の事情も知ったし、嫌な人間ではないと付き合っていてわかるようになった。

　わかるくらい、会話を交わし、同じ時間を過ごしたのだ。

　少しは近付けたと、友人と呼べる程の距離になったのではと、ソフィアは思っていた。

（でも、勘違いだったのかな）

　本当に、ソフィアのした何もかもが迷めい惑わくだったのだろうか。

　看病をしたり食料を届けたり、スカーフをプレゼントしたり。

　全部本気で迷惑で、だから放っておけ、構うなと彼は繰くり返かえしたのだろうか。

（また、意地を張ってるとかじゃないのかな……）

　ルーカスの顔を窺ってみたけれど、彼は無表情だった。

　不機嫌でも拗すねているでも怒っているでもなく、無表情。

　こんな顔は初めてで、ソフィアは彼の内面を何も察する事ができなかった。

　とにかく今、彼はソフィアを遠ざけようとしている。

（もしかすると虫の居所が悪いのかもしれないし、ちょっと時間を置いてまた話し合おう）

　少しすると考えも変わるかもしれない。そう思って、ソフィアはなんとか口を開く。

「……じゃあ、とりあえず今日は帰ります」

「……門番にも、もう通さないように言っておく。家に入る事ももうできないからな」

「っ…………」

　そこまで言われて、やっと、本気でもう会うつもりがないのだと悟さとった。

　機嫌が悪いとか、お菓子に用がなくなったのが本当の理由ではない。

　ルーカスはもう、ソフィアと顔を合わせる事さえしたくないと思っているのだ。

（別に、いいんだけど……）

　ルーカスから離れれば、お菓子を持ってくる手間も省ける。偉そうな言葉に苛いら立だつ事もない。エリオットに家族や自分が狙ねらわれる可能性だってなくなる。

　面めん倒どう事ごとが全部なくなって、ルーカスと出会う前の穏おだやかな普通の日常に戻もどるだけだ。

　でも、ソフィアは納得できなくて、口をへの字に曲げる。

（……なんか、寂さびしい）

　フィリップ伯爵家に関わらなくなればいい事ばかりなのに。

　ただ会えなくなるのは寂しいと、ソフィアは思ってしまうのだ。

「早く帰れよ」

「…………」

　今、背中にある扉を開いて出たら、もう二度とここを潜くぐる事は許されない。

　剣けんを持った門番に阻はばまれれば、どれだけ頑がん張ばってもソフィアには通れない。帰りたくなくて、終わりたくなくて、ソフィアは動かなかった。

　そうやって扉の前で棒立ちするソフィアに、ルーカスは苛立ったように眉を顰ひそめる。

「おい！　いい加減に──っ……！」

「ルーカス様？　どうし、わっ……！」

　ルーカスに、突然手首を引っ張られて引き寄せられた。いきなりすぎて対応ができなくて、バランスを崩しそうになったソフィアは必死に足に力を入れて立て直す。拍ひよう子しに空のバスケットが手から飛んで転がっていったけれど、なんとか自分は転ばずにすんだ。

　怪け我ががなかった事に安あん堵どの息を吐いて、何事かと怪訝に顔をあげた直後。

　視界に入ったものに、体がギクリと強こわ張ばった。さっきまでソフィアの真後ろにあった玄関扉がうっすらと開いていて、人の顔が覗のぞいていたのだ。

「エ、エリオット様」

「ソフィア、こっちに」

　ソフィアを引き寄せて、エリオットとの間に入りまるで背中に庇かばうように立ったルーカスが声を紡つむぐ。

「わぁ、エリオット兄さんお帰りなさい！　今日は早かったんだね？」

　柔らかく可愛くなるように偽いつわった……久しぶりに見る天使のようなふるまいだ。

　背中を向けているから見えないが、きっと愛らしい笑顔を振りまいているのだろう。

（確か無知で考え知らずな子供を装よそおっていた方が、相手が舐なめて攻こう撃げきが緩くなるんだって言ってたっけ）

　しかしエリオットは、ルーカスの無む邪じや気きな演技に乗ってはくれなかった。

　眼鏡の奥おくの陰いん鬱うつな瞳にソフィアとルーカスは見下ろされ、睨まれる。

「ソフィア・ジェイビス」

　ギリッと奥歯を嚙かみ締める彼の様子に、ソフィアは一歩後ろへ引いた。

（これは、相当怒ってらっしゃる……）

　どうやらこの間のティーサロンでの騒そう動どうで受ける事になった恨うらみは、まったく薄うすれていないようだった。
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　扉を開いて中へ入って来た異母兄の様子に、ルーカスは困こん惑わくしていた。

　怒いかりに満ちた茶色の目が、恨みの対象であるはずの自分にではなく、後ろにいるソフィアに向けられていたからだ。二人の間に何があったのか。

「ソフィアおねーサン？　君は一体、兄さんに何をしたのかなぁ？」

「え？　えーっと……ちょっと、ゴタゴタっとした事がありましてですね」

「いつ」

「ル、ルーカス様が倒たおれた直後くらい……に、色々と……」

「この馬鹿っ」

　小さな声で吐はき捨すてた呟きに、背中から「すみません」と落ち込んだソフィアの声が聞こえた。

（とにかく、今は兄さんとソフィアを離すべきか？　これ以上刺し激げきすると危ない）

　ルーカスは生まれた頃から一緒に育った兄の、人となりをよく知っている。

　この人は、とにかく自分が優位に立ちたい人なのだ。

　だからルーカスは、無邪気で何も考えていない馬鹿な子供を演じてきた。

　そうすればエリオットは、跡あと継つぎ問題でもなんでも自身が優位に立っていると思い、穏やかになる。機嫌が悪い時の憂うさ晴ばらしに戯たわむれに薬を盛られたり、物を捨てられたり、壊こわされたりという事はあっても、大っぴらに動く事はないのだ。

　これで死んじゃえば嬉しいけど、別に脅きよう威いという程の存在でもないから、本気で殺さなくても大だい丈じよう夫ぶだと気を緩めてくれる。

　エリオットの性格を冷静に分ぶん析せきして、ルーカスは行動し、生き延びてきた。とにかく今回も、場の空気が和やわらぐように、エリオットが優位を保てるようにと、普段以上に子供ぶった仕草で首を傾げてみる事にする。

「エリオット兄さん？　どうしたの？」

「……」

「兄さん？」

　反応のないエリオットの様子に、ルーカスは内心で舌打ちした。焦あせりに、眉が寄る。

　どうやら既にエリオットは怒り心頭で、周りが見えてない状態らしい。

　ルーカスは、エリオットとソフィアの間で大きく腕うでを開いた。

　彼女を護まもるように──いや、護る為に。

「ルーカス様？」

　不思議そうにしている彼女に、視線だけを向けて小さく囁く。

「僕が相手をして気を引いているから、隙すきをみて玄関から逃げろ。いや、裏口からの方がいいか。とにかくこの屋敷から出ろ。逃げろ」

「え、でも、ルーカス様は？」

「そんなの考えるな。とにかくお前が──」
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「ルーカス、邪じや魔まだ」

　こそこそ話していたのが気に障さわったのかもしれない。エリオットは大おお股またで近付いて来るなり、大きく手を振りかぶった。目標は明らかにソフィアだ。

「兄さん！　やめて！」

　急いで阻もうとしたけれど、ルーカスの背はどれだけ背伸びしても兄の胸にも届かない。

　エリオットの振りかぶった手は頭の上を素す通どおりし、その後ろにいたソフィアを張り倒す。

「きゃっ……！」

「ソフィア！」

　張り手に飛ばされたソフィアは、床ゆかに倒れ込んで尻しり餅もちをついてしまった。

「いった、ぁ……」

「に、兄さん！　突然どうしたの？」

　どうにかこれ以上は、と思って柔らかい口調で声をかけてみるけれど、エリオットは益ます々ます鋭えい利りに目を細めるばかりだ。本当に、ソフィアと兄の間に一体何があったのだろう。

（まぁ大方、性格そのままに正義感を振りかざしたんだろうが）

　ソフィアは本当に、真っ直ぐすぎる。歪ゆがんだ人間に正論をぶつけても火に油を注ぐだけなのに。そんなところが馬鹿だとも、羨ましいとも思う。

「兄さん。ソフィアさんは、僕のお友達だよ。やめてっ」

　ルーカスはエリオットの服を力の限り引っ張って、どうにかこっちに注意を引こうと声を張った。するとエリオットはようやくルーカスを視界に入れる。

　ただ怒りは募つのるばかりのようで、憎々しげに歪めた顔で睨み付けられた。

「お友達……なぁ。──お前、本当にこの生意気な娘と仲良くなったんだなぁ」

　低い、唸るような声に、ルーカスの体が強張る。

（くそ……）

　いくら大人びていると言ったって、ルーカスは子供だ。

　二は十た歳ちを過ぎた、横にも縦にも倍の差がある大人の強きよう攻こうを恐おそろしく思わない訳がない。

「そ、そんなに仲良く見えるかな」

「あぁ……とてもな。ふんっ、私に逆らうなんて、この娘に影えい響きようされたのか？」

「さ、逆らってなんかないよ」

「どこがだ。この娘を庇っているだろうが。私の服を引っ張っているこの手はなんだ」

「それは……」

「あぁ、まったく悪い子になってしまったものだ。一人で寂しくシクシク孤こ独どくに泣いていれば、まだ可愛げがあったのになぁ。友達なんて作って、楽しそうにして。もう同情してやる価値もなくなったな」

　エリオットと対面しているルーカスは、背後でソフィアがゆっくりと立ち上がった気配に気が付いた。リリーは怯えて、ルーカスの背中に貼はり付ついてずっと震えている。

（くそ……）

　ルーカスは悔くやしさに歯嚙みする。

　リリーも、そしてソフィアにも、怖い思いも痛い思いもさせたくない。

　でも、相手は大人の男。体も大きくて、力も強くて、勝つのは難しい相手。

（それでも）

　自分の背中にいる彼女を守りたかった。

　だから必死に震える足を踏ふん張ばって、兄に対峙する。

「同情って、なに。僕に同情してたの」

「そうだよ？　だって、親にも見放されて、友達もいなくて、いつも一人ぼっちで部屋に籠こもって小さな妖精しか相手にしてくれないんだから。そんな寂しくて可か哀わい想そうな子供だったから、兄の温情としてたまに遊ぶだけにしておいてあげたんだよ？」

　くすくすと、嫌な笑いがエリオットから漏れる。何が、楽しいのだろう。

「……遊ぶ？　それって食べ物に毒を混ぜたり、僕の持ち物を壊したりする事？」

「気付いてたのか。案外馬鹿じゃなかったのかな？　まぁ、どうでもいいけど。いい加減、その汚きたない手を離せ」

　エリオットの腕がまた振りかぶられ、今度はルーカスへと向かってくる。

　──バチンッ！　乾かわいた音が大きく響ひびく。

「っ……！」

「ルーカス様……！」

「平気だ。お前は早く逃げろ」

「ルーカス様も一緒じゃないと駄目です」

「二人一緒に逃げるとか、この状じよう況きようじゃ無理に決まってるだろ」

　大人の男の足から女子供が逃げるなんて、どちらかが囮おとりにならない限り難しい。

　だからルーカスはソフィアの方を逃がそうとしていたのに。

「馬鹿な奴やつ……」

　ルーカスはゆっくりと自分の左頰を覆おおう。頰が……いや、顔の左側全部が、焼けたみたいにジンジンと痛くて熱い。口の中を切ったかもしれない──錆さび臭くさい味が広がった。

　それでもルーカスは真っ直ぐに立ち、エリオットを見み据すえるのだった。

　今度はもう取とり繕つくろえなくて、睨むような目になってしまった事に自覚はあった。

　それを受けたエリオットは、やはり不快だったらしい。

　更に歪んだ笑みを口に浮かべた。今にも大笑いしそうな程に、とてもとても楽しそうで、だが明らかに怒りと恨みを含んだ表情だ。

「あははっ！　お前が私を睨むのか！　本当に生意気になったなぁ。──お前が誰かと楽しそうにするなんて、絶対に許されないんだ。馬鹿で可哀想な弟でいればよかったのに！　その卑いやしい身分に落ちた女にそそのかされて、図に乗るようになって……！」

　卑しい身分に落ちたとは、どういう意味だろうか。

　しかしそれを聞くよりも前に勢いよく髪を摑まれる。

「ルーカス様！」

「ルーカス！」

　リリーとソフィアの声を背に、ルーカスは顔を歪ませた。

「ぐっぅ……！」

　エリオットに髪を摑まれ、思い切り上に引っ張られる。つま先立ちで、ギリギリ立つような状態だ。ルーカスは足あ搔がいた。離れようと手足に力を込めて、押おしのけようとした。けれど、まったく効かない。びくともしてくれない。

　苦しくて、痛くて、敵かなわない事が悔しくて悔しくてたまらなくて、じんわりと視界が滲にじみだす。でも泣く訳にはいかない。ルーカスは歯を食いしばって、エリオットを睨み付けた。

「やめてください、エリオット様！」

「邪魔だ！」

　止めようとしたソフィアが、足で蹴けられ倒された。

「いっ、……た…」

　それを見たルーカスの頭が、カッと熱くなる。

「ソフィアっ……！」

「ふん。この娘のせいで生意気になったものだな。どうせそのうち更に図に乗って爵しやく位いが欲しいとか、金が欲しいとか、言い出すようになるんだろう！　自分の血筋のよさを笠かさに着て！　妖精が見えるからと私を馬鹿にして！　二人でこの家を乗っとるつもりなんだ！　全部！　全部私のものなのに、奪うばおうとするなんて図々しい！」

「何を……そんな事、考えてないし。僕は爵位を欲しいなんて思った事もない」

「噓うそをつけ。金も権力も、地位も手に入るんだぞ。欲しいと思わない訳がないだろう！」

「兄さん……」

　ルーカスは唇を引き結んだ。そんなものより、欲しいものがあった。

　本当はごく普通の──ソフィアの家のような温い家庭に憧あこがれた。

　でもそんな事を言っても、信じてはくれないだろう。

　そんなものに価値を見み出いだせない人だから。

「あぁ本当に、戯れに時々遊んだりせずに、早く消しておけばよかった。いつでも排はい除じよできると思って、可哀想な子だからと同情して見み逃のがしてやっていたが、もっと早く……そう、生まれてすぐに消しておけばよかったんだ……！　そうすれば、私が馬鹿にされる事もなかったのに！　お前が跡を継ぐなんて話、一欠片も出なかったのに！」

　そこまで言うと同時に、エリオットは乱暴に髪を放した。その拍子にバランスを崩して転びそうになったルーカスを、立ち上がっていたソフィアの手が支えてくれる。

　リリーが、半分泣きながら縋すがり付いてきた。

（大丈夫、味方がいる……）

　支えてくれる手の温かさに、ルーカスは勇気づけられた。

　──今までは、リリーが傍にいても一人きりの空くう虚きよさを感じていた。兄に殺されないように、息をひそめてただ毎日小さくなって過ごすばかりだった。外の誰かに助けを求めようとか、公おおやけに訴うつたえようとか思えなかった。震えて小さくなって、密ひそかにこっそりやり過ごすしかなかった。

　でもソフィアと出会ってからは違う。空いていた穴を、徐じよ々じよに徐々に埋うめられていくような感覚を知った。怖くても痛くても、エリオットに対峙しようと思うようになった。

（負けるか！）

　ルーカスは足を踏ん張って立ち、エリオットを見返す。

　その視線の先で、エリオットは懐ふところに手を入れていた。

　そして彼が取り出したものに、ルーカスとソフィアは息を吞む。

「っ、兄さん……それは」

「剣……？」

　怯えを見せた二人に、短たん剣けんの鞘さやを抜いて放り棄すてながら、優ゆう越えつに満ちた笑いをエリオットは浮かべた。

「もう消えろ。今日でいなくなってしまえ。お前は存在していてはいけないんだ」

「ひっ……」

　切れ味の鋭するどそうな銀色の刃はに、ソフィアから引ひき攣つった声が聞こえた。

「ルーカス、ソフィア！　早く逃げて！　どこか鍵かぎのかかる近くの部屋に……！」

　ルーカスは背中に貼り付いて怯えていたリリーの声に、弾はじかれるように身を返し、ソフィアの手首を引っ張って連れて行こうとした。だが──。

「子供二人が、逃げられると思うな……！」

　エリオットの叫さけび声ごえと同時に、ひゅっ、と、銀色の一筋の光が見えたと思ったら。

「ルーカス様……！」

　ソフィアに突き飛ばされて、床に転がってしまう。すぐに起き上がって周りを見ると、仁に王おう立だちするエリオットの前にソフィアが蹲うずくまっていた。

「ソフィア！」

「いっ…………」

　急いで駆け寄ると、蹲った彼女の右の肘ひじから手首まで、赤い筋ができていた。

　すぐに赤いどろりとした液体が、そこから流れ出てくる。かなり深く切ったのか、ソフィアが左手で押さえても止まる様子はなく、指の間から赤い血が溢あふれていく。

「兄さん、なんという事を……！」

「はっ！　本当に仲良しだな！」

　エリオットはソフィアを足で蹴ってどかした。

　お腹なかの辺りに思い切りあてられた蹴りに、ソフィアからまた悲鳴があがる。

「やめてください！」

「邪魔だ。だが、とにかくお前が一番いらないんだ。娘の方はあとでいい……」

　今度はルーカスを標的にしたらしい、エリオットは突つき刺さすように持もち替かえた短剣を振り下ろしてくる。逃げようとしたけれど、片方の手で二の腕を摑まれた。力を込めて足搔いても、腕が抜けずに動けない。降ってくる剣けん先さきから逃げられない。

「ルーカス様！」

「ルーカス！」

　リリーとソフィアの悲鳴を聞きながら、ルーカスはすぐに来るだろう痛みを想像して、ぎゅっと目を瞑つぶったのだった。
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　────切られた腕と、蹴られたお腹。

　痛くて痛くて仕方がなくて、泣きたい気分でソフィアは床にへたり込んでいた。でも、今泣く事は許されない。そんな甘えた事をしている場合じゃない。ソフィアの視界の先には、短剣を振りかぶるエリオットの背中がある。そしてその向こうに、身を捩よじって何度か避よけたようだけれど、でも幾いく度ども傷をつけられるルーカスの小こ柄がらな姿が。

　エリオットの手が、また振り下ろされる。ルーカスはエリオットに摑まれた片腕を振り解こうと、ずっともがいているようだけど、力の差は歴然だった。

「あははははっ！　消えろ！　私のものをこれ以上奪うな！」

「……！」

　笑い声をあげ続けるエリオットとは対照的に、ルーカスは何度短剣で切られても歯を食いしばって声をあげない。

　ソフィアの視界の先で、赤い血が跳ねて、床にいくつもの染しみを作る。

「やだ、やだ、やだやだ、だめっ！　やめて！」

　止めに行こうとしたけれど、お腹が痛くて上う手まく動く事ができない。

　なんとか力を振ふり絞しぼったけれど、足ももつれてしまう。

「ソフィア、無茶しないで。腕の傷もかなり深いわ。早く止血しないと」

「でもっ！」

　気付くとソフィアの着ている服は、自身の流した血で真っ赤に染まっていた。

　貧ひん血けつだろうか、くらくらと頭も揺ゆれる。でも、それでも、助けに行かないと。

「死んじゃう！　ルーカスが！　死んじゃう……！　誰か来て!!」

　ソフィアは屋敷の奥に声を張り上げる。

　ここは伯爵邸てい。大勢の使用人が勤めているはずなのだ。

「だ、誰か……だれか……！」

　でも、何度呼んでも、誰一人姿を現さない。

　これだけ騒さわぎになっているのだから、聞こえないはずがないのに。

「どうして!?」

「……無駄よ……この屋敷の人はみんな、エリオットの味方だと前に言ったでしょう。私はいつか、……こうなる気はしてたの……」

「リリー？」

　見上げたリリーは、まるで全てを諦あきらめたみたいな、暗く沈しずんだ表情だった。リリーはずっとずっと、ルーカスの傍にいた。エリオットのおかしさもよく知っている。

　だから、もしかしたらこうなる日が来るのではと、覚かく悟ごしていたのかもしれない。

（ルーカス様、私を守ろうとしてくれた）

　もう会いたくないほどに嫌われたと思っていたのに、どうしてそこまで。

　赤い血が、また跳ねる。ソフィアは、くしゃりと顔を歪めた。

「お願い、だれか、助けて……おね、がい」

　切なる呟きに応えてくれる人は、どこにもいなかった。

　──しかし。

「そぉふぃあさぅあぁぁぁぁぁぁん[image: ]」

「ん!?」

　お間ま抜ぬけな、どこかで聞いた事がある、人ではない声が突然聞こえたと思ったら。

　どこからか何かが飛んできて、ソフィアのおでこにペタッと貼り付いた。

「ソフィアさんソフィアさん！　おへんじつれてきた！　おかしぷりぃず！　つくって！」

「ちょっと、髪にぶら下がらないで！　痛い！」

「おかし！　おへんじ、つれてきたからあぁぁぁあ！」

「つ、連れてきたって、え……？」

　ソフィアはどうにか髪にぶら下がっているモノ……頭に花の飾りを付けた妖精をひっつかんだ。その直後。

　────バアァァァン……！　と、壊れるのではという勢いで、外から玄関扉が何者かによって大きく開かれたのだった。

　暗く絶望に沈んでいた玄関ホールに、開かれた扉から風が吹ふき抜ぬけた。

　ソフィアの蜂蜜色の髪が揺れる。その開いた扉から現れた誰かは、駆け込んでくると、突然もの凄い脚きやく力りよくで大きく跳とび上あがった。彼は、エリオットが侵しん入にゆう者しやに気付いて振り返るよりも早く、華か麗れいな跳び蹴りを命中させる。

「ぐはっ!?」

　エリオットの体が、飛んでいく。

　あっという間すぎる出来事に、ソフィアの目はまん丸だ。

　びっくりして眺めているしか、できなかった。そして跳び蹴りをくらわされてひっくり返ったエリオットとは真逆に、男は優ゆう雅がに格好良く床に降り立つ。

　その人物の顔を見て、ソフィアは気が付いた。

「あ！　貴方あなた……！　前にティーサロンで助けてくれた人!?」

　突然現れて助けてくれたのは、褐かつ色しよくの肌はだに彫ほりの深い顔立ちと、筋肉質かつ大おお柄がらな体たい軀くの、外国の人だろう男の人。とても特とく徴ちよう的な外見だから、一目でわかった。

　以前にソフィアがティーサロンでエリオットと揉もめた時、助けに入ってくれた人で間違いない。どうしてこんなところに現れて、また助けてくれたのか。

　ソフィアはぽかんと男を見上げた。

（妖精が手紙を届けた相手が、この人なの？　という事は、彼も妖精が見えるって事？）

　聞こうとした。でも、ソフィアが訊ねるよりも前に、玄関扉からまた別の男が現れたのだ。

「ジン！　平気か!?」

　フードを被かぶった、声からして男の人だ。こちらも前にティーサロンで会った人だろう。

　ジンと呼ばれた褐色の肌の男が、フードの男を振り返り頷く。

「あぁ、問題なく片付いた」

「そうか……一応、数も連れて来てるのに。お前、考えるより先に体が動くんだから……」

　フードをかぶった方の男は、溜息を吐いたあと。

　ひっくり返った体勢から起き上がろうとしているエリオットを玄関に仁王立ちしたまま真っ直ぐに指した。

　フードの下から覗いた彼の口から、張りのある凜りんとした声が発せられる。

「全員、突とつ入にゆう！　エリオット・フィリップを捕ほ縛ばくしろ！」

　声に従い、彼の後ろから十人程の武装した男達がなだれ込んできた。

「え？　え？　何!?」

　展開についていけないソフィアを余よ所そに、武装したたくさんの男が揃ってエリオットを押さえつける。そしてソフィアとルーカスを守るように、取り囲んだ。

「なんだ！　一体なんなんだお前達は！　私が誰だかわかってるのか！」

「エリオット・フィリップ！　大人しくしろ！」

「拘こう束そくしろ！　縄なわを！」

「先に武器を奪え！」

「ええい！　邪魔をするな！　悪いのはこいつらだ！」

　エリオットの持っていた短剣はあっというまに取り上げられ、あっさりと後ろ手に縄で拘束される。

　それでも暴れるエリオットに、褐色の肌の男性が首の後ろに手刀をくらわせた。

「静かにしろ」

「ぅ……」と、小さなうめき声を最後に、エリオットががくりと意識を落とす。

　一いつ瞬しゆんの静けさのあと、はっと我に返ったソフィアは声をあげた。

「ルーカス様！　ルーカス様！」

　慌てて傍に行こうとした。

　けれど体がふらついていて、途中で躓つまずいてしまう。

　蹴られた腹部がジンジン痛む。腕から滴したたる、ぬめる生暖かい液体で染められた服や床の赤が気持ち悪い。錆さびのような臭においが鼻について、ソフィアは吐き気に顔を歪めた。

「ソフィア、私が」

　結局、リリーがルーカスの方へ飛んで行くのを見守るしかなかった。

　自分でルーカスの顔を見たいのに、体が思うように動かなくて、悔しい。

「大丈夫か？」

　ふと気付くと、フードを被った男が目の前にいた。

　彼は血で汚よごれているのに気にする様子もなく、屈んで手を差し出してくれる。

「あ、有り難うございます。わ、えっ!?」

「よっと……体重、全部預けて構わないぞ」

　ソフィアはそのまま彼に抱き上げられ、横抱きにされてしまう。

（お、お姫ひめ様抱っこだ……）

　乙おと女めの憧れ的な体勢にうっかりドキリとしたけれど、すぐに状況を思い出し我に返った。

「あの、すみません。……あなたは？」

「ん？　私の顔に見覚えがないか？　あぁ、これが邪魔か……すまない」

　そう言った男の人は、首を振って被っていたフードを落とした。

「これでどうだ」

「ええっと……」

　現れたのは、ポニーテールに結ゆった鮮やかな赤毛の青年。赤い髪とは対照的に彼の瞳は青く、凜とした力強さを感じる、見覚えがある人だ。

　ソフィアはまじまじとその顔を見つめたあと、おそるおそる口を開いた。

「…………第三王子の、マークス様……ですか？」

　できれば勘違いであってほしかったけれど、爽さわやかに頷かれ肯こう定ていされてしまった。

「正解だ」

「ひえっ、本物！」

「ぐえっ！　くるしい」

　つい手に力が入ってしまった。

「あ、ごめん。握ったままだった」

　手を開くと、妖精は弱々しげに飛び上がりソフィアの肩に留まる。

「っていうか、凄い人って言って手紙を託したけど、凄すぎるわよ」

「えっへん」

「褒めてない！　しかも返事をもらってくるんじゃなく連れてくるなんてどういう事！　それに帰るの遅おそくない!?　何してたのよ！　捜したんだからね！」

「責めてやるな。私が引き留めたんだ」

「う……は、はい。──マークス様も、妖精が見えるのですね」

「あぁ。手紙には警けい戒かいしてか詳しよう細さいは書いてなかっただろ？　妖精から色々聞き出していたんだ」
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「そう、でしたか……」

　どこの誰に届くかわからないから、託した手紙には名前も詳くわしい情報も書かなかった。

　しかし妖精への口止めは完全にし忘れていた。

　結果的には、妖精がマークスに話してくれた事でこうして助かった訳なのだが。

（それにしても王子様にお姫様抱っこって……！　恐れ多すぎて怖い）

　更に自分の血で王子様の服まで汚してしまっている事態に気付いてしまった。

「マークス様、すみません。自分で立てます」

「何を言ってる。ふらふらだろう。とにかく傷を強く押さえておけ」

「でも、これ以上の迷惑をおかけするのは……」

「平気だから。大人しくしていろ。──誰か、至急医者を呼んでくれ！　それと屋敷の使用人達全員を一部屋に集めて見張っておいてくれ。逃がさないようにな」

　マークスが呼んだ武装した男達の一人……騎き士しらしい人が、腕に布をきつく巻いて止血してくれた。応急手当だろう。ルーカスも、別の騎士に運ばれていく。ソフィアは前を横切ったルーカスに声をかける。

「ルーカス様！　大丈夫ですか！」

「ソ、フィア」

　弱々しげだが、返事があった。手が、返事の代わりに僅かに揺れている。

　意識がある。ソフィアはほっと息を吐いた。次いで、ルーカスを抱いている騎士に視線を送ると「すぐに手当てすれば、命に別状はないでしょう」と言ってもらえた。

　ルーカスの傍を飛んでいるリリーも涙なみだ目めながら安堵した表情だ。

「よかった……」

　ほっと胸を撫なでおろしたあと、ソフィアはマークスに改めて頭を下げた。

「マークス様。来てくださって、助けてくださって、本当に有り難うございます」

　ソフィアの言葉にマークスは微笑して頷いてみせたあと、眉を下げて口を開いた。

「こちらこそ君の妖精を長い間、借りていて悪かった。事情を聞き出すのになかなか意思疎そ通つうがままならなくて、遅くなってすまない。色々と証しよう拠こ集めをしてから来たんだが、まさか刃にん傷じよう沙ざ汰たになっているとは。暴れられるのを予想して騎士を連れてきてよかった」

「いえ……私の妖精って訳ではないですし。会話が成り立たないのは、この子相手じゃ当然です。でも、どうしてあんな手紙で王子様自ら来てくださったんですか？」

　たとえソフィアの手紙が王子のもとに届いたとしても、普通は無視をするか、部下に任せるかだろう。

　手紙を一読しただけでは、助けを必要としているのが彼の従い兄と弟こであるとはわからなかったはずだ。

　なのにマークス自身が動いてくれて、実際にここまで来てくれるなんて。

「それは……いや、これ以上の話は落ち着いてから改めての方がいいな。まずは手当てだ」

　結局、呼ばれた医者に手当てを受けたソフィアは、その場で軽い事情聴ちよう取しゆを受けたあと、騎士に付き添われ馬車で家に送り届けられる事になった。

　ここに居続けても、できる事も何もなく、むしろ邪魔にしかならないだろう。

　フィリップ伯爵家を出る間ま際ぎわ、ソフィアはマークスに訊ねた。

「ルーカス様はこれから、どうなるんでしょうか」

「心配しなくて大丈夫だ。ここでの処置が済み次し第だい、城に連れて行く。責任を持って保護すると私が約束しよう」

　優しく頭を撫でられながらそう諭さとされた。とても温かく頼たのもしい手だったから、なんだか胸にじんわりと沁しみてしまって、ソフィアは泣きそうになりながら小さく頷いたのだった。
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　フィリップ伯はく爵しやく家けでの事件から二週間が経たった。

「へぇ。エリオット様は廃はい嫡ちやくの上で最果ての刑けい務む所しよで禁きん錮こ五十年。フィリップ伯爵は伯爵位を剝はく奪だつ。夫人と共に王家管かん轄かつの地方領へ、かぁ」

　朝食のあとに自分の部屋で紅茶を飲みつつ、ソフィアは新聞を読んでいる。書かれているのは、フィリップ伯爵家のお家いえ騒そう動どうについてだ。

　貴族の跡あと目め争いなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じだから、それほど大きな記事ではない。

　ほとんど触さわり程度で、詳くわしい事は伏ふせられてもいるらしい。

　それでも、騒動の末に長男が凶行に走り、それを止められなかった伯爵夫妻も辺境へ追いやられる形になった事実は、こうして世間に知られることとなった。

「ルーカス様がどうなるのかは、書いてない……」

　今ルーカスを保護しているマークスが、規制をかけたのか。

　もしくは、まだ今後については何も決まっていないのか。

「剝奪された伯爵位って、どうなるのかしら。もしかしてルーカス様が継つぐの？　でも子供だし……まだ領地管理はできないわよね。──と言っても、全然会ってない私には、わからないけど？」

　ふんっ、とソフィアは鼻から息を吐はき出だす。しかしすぐに声こわ色いろは落ち、ぽつりと吐と息いき交じりの呟つぶやきが漏もれた。

「怪け我がとか、体調とか、どうなってるのか全然わからない……」

　ソフィアは怪我が治るまで姉のアンナに、自宅謹きん慎しんを言い渡わたされている。自宅療りよう養ようだと彼かの女じよは言うけれど、外出しようとすると叱しかられるので事実上謹慎だと思っている。

　更さらに一番大きな腕うでの怪我が悪化しないようにと、キッチンの使用禁止も言い渡されていた。でももう腕を動かしても痛くはないので、今日明日くらいにでもお願いして利用許可をもらうつもりだ。

　事件については、両親も姉も、ルーカスは被ひ害がい者しや側だとわかってくれた。

　エリオットや伯爵夫妻については怒おこっていても、十歳さいの子供であるルーカスについては同情心の方が強いらしく、今のところ彼かれへの怒いかりは表に出されていないし、交流を禁止されてもいない。

　ソフィアは新聞のページを捲めくり読むふりをしつつ、瞼まぶたを僅わずかに伏せる。

「……今いま頃ごろ、何してるのかしら」

　頭に浮うかぶのは、淡あわい金色の髪かみをした少年の姿ばかり。この二週間、ルーカスからの連れん絡らくは一いつ切さいない。つまり『もう来るな』と関係を断たつような事を言われたままで、あの発言は撤てつ回かいされないまま放置されている状態なのだ。

「これって……本当にもう、私との関わりを断ちたいって事よね。いえ、向こうはもうとっくに切ったつもりなのかしら」

　ページを捲りながらも唇くちびるを突つき出だして、愚ぐ痴ちってしまう。こうして新聞を広げてはいるけれど、フィリップ伯爵家以外の記事の内容はまったく頭に入ってこない。

（こんなに会わないでいるのは、出会って以来初めてね）

　療養という名の謹慎中なので会いに行けないし、ルーカスもまだ出歩ける状態ではないのかもしれない。お互たがいに大人しく療養していなければいけない時期だ。

　でも、ほんの少し……ほんの少しでもソフィアに対する親しみを持っているなら、手紙の一つくらい寄こしてもいいはずなのに。

　なのになんの連絡もないという事は、本当にもう興味がないという事だろう。そしてソフィアの方も意地を張って、自分から手紙での連絡は一切取っていなかった。

　お菓か子しもいらない。友達でもない。もう来るな。迷めい惑わくだと、はっきりと言われたのが、気に入らなくて。何より突つっぱねられたら、今度こそ心がくじけてしまいそうで。

「ふん……ルーカス様の、馬ば鹿か」

「ばかー？」

「……いつの間に来たのよ」

　気付くといつの間にか、手元で広げている新聞の上に妖よう精せいの姿があった。

　小さくて可愛かわいいけれど、お馬鹿で煩うるさい存在。そんな妖精を、ソフィアは突っついてやる。

「邪じや魔まよ。見えないじゃない」

「あやー」

　後ろにあっさりと転がった妖精は、そのまま起き上がる事なく開いた新聞の上を上から下に滑すべって行き、膝ひざの上にぽとりと落ちてしまった。

　そのままなぜか、膝の上でコロコロ転がって遊び始めている。

「もう……」

　そんな馬鹿みたいな姿に、ソフィアの口元はいつの間にか緩ゆるんでいるのだった。

「あ、もう時間ね」

　ふと顔をあげた先にある時計を見て、ソフィアは新聞を折おり畳たたみ立ち上がった。

「お医者様がいらっしゃるまでに、着き替がえておかないと」

　ソフィアの怪我の治ち療りようの為ため、マークスが手配した医者が定期的に通ってきてくれている。

　王城に勤めるような偉えらい医師なので、きちんとした格好で出で迎むかえなければと、ソフィアはクローゼットを開くのだった。




　──少しして、ソフィアは応接室にいた。

　対面しているのは医者……の予定が、なぜかこの国の第三王子マークスがいる。

　一いつ緒しよに来た医者や護衛はいったん別室で待機という形らしく、二人きりの状じよう況きようだ。

　高い位置で結ゆった赤い髪が特とく徴ちようの王子に、ソフィアは眉まゆを下げた。

「マークス様。失礼ながら、もしまた我わが家やにおいでいただくような事がありましたら、事前にお報しらせいただけないでしょうか。いきなり王子様がいらっしゃって、使用人が何人も腰こしを抜ぬかしてしまったりして、大騒動です」

「驚おどろかれるのが楽しくてやってる部分もある」

「マークス様……」

　少し責めるような視線を送ると、マークスは肩かたをすくめて「善処する」とだけ答えた。

「ええと。それで、どのような用件でいらっしゃったのでしょう」

「落ち着いたら詳しい話をすると言っていただろう？　医者から怪我の経過を聞いて、そろそろいいかと思ってな」

「それはわざわざありがとうございます」

　できれば呼びつけてもらった方が心安らかだったけれど。

　来てしまったものはもう仕方がない。緊きん張ちようしきった様子のオーリーによって運ばれてきたのは粉砂糖の振ふりかけられたガトーショコラ。大急ぎで大通りまでひとっ走りして買ってきたのだろうそれを勧すすめつつ、話を進めてもらう事にした。

「……まずは、ソフィアのその『手』の能力についてだな。手紙を持ってきた妖精が特別に美お味いしい菓か子しを作れるのだと自じ慢まんしていたが」

「手についてもご存じだったのですね。そうなんです。突とつ然ぜん妖精が見えるようになって、お菓子をねだられて。凄すごく驚きました」

「見えると同時に力が発現したのか。その言い方だと最近のようだが」

「はい」

　──最初は行ぎよう儀ぎの良かったソフィアだったが、少し経つとガトーショコラを頰ほお張ばりながら、身振り手振りを交えて熱弁をふるうようになっていた。

　マークスが和なごやかな空気を作ってくれて、気軽な調子で笑ってくれたり、絶ぜつ妙みようなタイミングで相づちを打ってくれたりするものだから、いつしか肩の力が抜けてしまったのだ。

「どんな妖精も惹ひかれる菓子か。非常に羨うらやましい力だな」

「そうでしょうか。毎日『おかしおかしー』『はやくつくってー』っておねだり攻こう撃げきされて、ほんとに煩うるさいですよ」

「ははっ！　それだけ多くの妖精が一人の人間に寄ってくるのは、凄い事なんだぞ。その力を欲ほしがる者は多いだろうな」

「うーん？」

　ソフィアは眉を下げる。そんなに凄い能力だなんてとても思えない。

　だって自分は子供の頃ころからずっと、趣しゆ味みのお菓子作りを続けているだけなのだ。




　しばらくマークスと妖精の話を続けていたが、時間が進むにつれて話題は今回の事件に移っていった。楽しく歓かん談だんしていた空気は、次し第だいに真面目なものへと変化していく。

「……じゃあ、前にティーサロンでお会いしたのは、本当に偶ぐう然ぜんなんですね」

「あぁ。町に忍しのびで視察に出ていた時休きゆう憩けいに寄った店で、たまたま会っただけだ。そのあとに妖精が手紙を持って来て、差出人を捜さがし当あてた先の少女が見た顔だったのには驚いたな」

　お忍びだったから、あんなふうにフードで顔を隠かくしていたのだろう。

「えっと……その、ティーサロンで騒動を起こしていたのがエリオット様だということは、その時からわかってたんですよね」

「もちろん。彼とは何度か顔を合わせた事があったからな」

「……フィリップ伯爵家の跡継ぎ問題も、ご存じだったのですか？」

「揉もめているのは知っていた。でも、跡継ぎ問題はそれぞれの家で解決するものだからな……」

　干かん渉しょうするつもりはなかったと、マークスは告げた。

「それにルーカスは、ああいう奴やつだろう？」

「見た目だけがキラキラ可愛い、生意気な奴って事ですか？」

「……いや、他人を寄せ付けないという意味だ。これまで母親繫つながりでたまに会った時は、形式的な挨あい拶さつと世間話くらいしかしたことがなかった。外面は良かったが、親しくなろうという意志がない事はわかったからな。私からわざわざ距きよ離りを詰つめていく理由もなかったし。だからルーカスの事は、疎そ遠えんな親しん戚せきとして認にん識しきしていた程度なんだ」

「そうですか……」

　ルーカスが他人を寄せ付けないという印象はよくわかる。

　ソフィアとだって、仲良くしようとはしていなかった。むしろルーカスは『無理矢理』お菓子を作らせている間あいだ柄がら以上になるつもりもなかっただろう。

　ただ彼にとってとても大切な存在のリリーが喜ぶお菓子を作れる、ソフィアの能力を必要としただけだ。能力だけが必要なのであって、ソフィア自身にはなんの興味も持っていなかった。そこまで考えて、ソフィアは「あれ？」と思わず声を出してしまう。

「どうした？」

「いえ……」

（今のルーカス様にとって、私ってどういう存在なんだろう。……もう、お菓子は飽あきたからいらないって言われたし）

　もうリリーの為のお菓子はいらないと言われた。友達としての付き合いも断られた。

　エリオットについての心配もなくなった。

　だとしたら、もうルーカスと付き合う理由が何もないのだと、気付いてしまった。

「ソフィア？」

「あ、いえ。すみません……ええと。そうだ。特に気にもかけない親戚の一人という程度だったのに、どうしてマークス様自ら、動いてくださったのですか？」

「──君から手紙が届いたから」

「手紙、だけ？　一国の王子様が、あんな簡単な手紙だけで、時間と手間をかけて助けてくださったのですか？」

　瞳ひとみを瞬またたくソフィアに、マークスは柔やわらかな笑えみを浮かべながら、しっかりと頷いた。

「ソフィアの手紙には、短いけれど大切な友達が困っている。助けたい。手を貸してほしいという、切実な願いが綴つづられていた。ただ単純に力になりたいと思った。私は、君の真心に動かされたんだ。王子としてではなく、ただ個人的に手を貸したいと思って、君の周囲の問題について調べていった。するとなんと、ソフィアが助けたい人物が私の従い兄と弟こで、しかもただの跡目争いの度を超こした、毒殺未み遂すいなんていう犯罪行為が発覚したという訳だ」

「そうなんですね……あの日助けに来てくださって、本当に助かりました。有あり難がとうございます」

　お礼を言ったソフィアは、ふうと小さく息を吐いた。

「それで……城に滞たい在ざいしているルーカスだが」

「っ……」

　ソフィアは僅かに目を見開き、小さく体を跳はねさせた。一番気にしていたけれど自分からは言い出せなかった、ルーカスの現状についての話題が出た事に、動どう揺ようしてしまったのだ。その動揺にマークスが気付いたのかはわからないが、彼は淡々と話を続ける。

「怪我は落ち着いて、そこそこ元気にしているから心配はない」

「そう、ですか。それはよかったです」

「……それにしても、彼は性格がだいぶ柔らかくなっていたな」

「柔らかく？　そうでしょうか」

「少なくとも、変な猫ねこ被かぶりはされなかった」

「完全に怪我が治った訳ではないのでしょう？　まだ演技する余よ裕ゆうがないだけでは？」

　ソフィアの言葉に、マークスがなぜか小さく噴ふき出だした。

「いいや。たぶん、誰だれかが彼を変えたんだ。誰も信じない、誰も寄せ付けない頑かたくなな心を解きほぐした。壁かべを作って偽いつわりばかりの言葉を吐く子供には興味はなかったが……今のルーカスとなら、友人として、従兄弟として、付き合いたいと思える」

「そう……ですか…………」

　マークスの言う『誰か』が、自分の事を指しているのだろうとはなんとなくわかったけれど。でもソフィアには、自分がルーカスを変えたという自覚はまったくない。

（だって、もう来るなって。友達でもなんでもないって、言われたし……）

　少し拗すねた気分で、ガトーショコラの最後の一欠片かけらを口に放り込む。

　甘あまくて美味しいはずのものなのに、なんだかとても苦く感じた。




　マークスと一緒に来た医者に経過良好の太たい鼓こ判ばんをもらった事で、次の日、やっとやっとソフィアにキッチンの使用許可がおりた。

　まず作るものは、お使いをしてくれた妖精へのお礼の品だ。ずいぶん待たせてしまった事に申し訳なさを感じていたので、少しの増量を提案してみる。

「凄く頑がん張ばってくれたし、遅おそくなったから、『なんでも好きなもの作ってあげる権』は三つまで増やしてあげるわ」

「なんと!?」

「ただし三つ一緒には無理だから、一日につき一つずつね」

「ひゃっほぅ！」

　頭に花の飾かざりを付けた妖精が、キッチンの作業台の上で飛び上がり、踊おどる。

　他の妖精達は、踊る妖精を取り囲んで頰ほおを風船みたいに膨ふくらませていた。

「うらやま」

「ずるぅい」

「なんでもとかやばい」

「何かしてくれた時には、貴方あなた達たちにもご褒ほう美びに作ってあげるわよ。今回はこの子……そういえば、名前があった方が便利そうよね」

　何かと傍そばにいる子だ。『君』とか『貴方』では他の妖精と区別がつかずややこしい。

「なまえ？　なづける？」

「そうね。名前ないみたいだし、勝手に付けて構わないなら」

「よいよい」

「だったら、うーん……飾りの真ん中に黄色のビーズを付けてる子だから、キーは？」

「あんちょく」

「駄だ目めかしら。黄色だから『キー』。わかりやすいと思うのだけど」

「まぁよい」

「そう？」

　呼び名に対してのこだわりは、特になかったらしい。そんな訳で、頭に花の飾りを付けていて、中央に黄色いビーズが縫ぬい付つけられている子の名前はキーに決まった。

　ついでに白いビーズを付けている子はシロ。青いビーズを付けている子はアオ。赤いビーズを付けている子はアカだ。現在も、飾りを付けているのはもうこの四匹ひきのみ。

　飾りがない他の妖精は見分けがつかないので、これ以上の名付けは不可能だ。

「はい、じゃあキー？　リクエストをどうぞ？」

　促うながすと、周りの妖精達もわくわくした様子でキーの答えを待っているようだった。

　おそらくおこぼれを狙ねらっているのだろう。

　キーはそんなたくさんの目を受け、顎あごをそらしつつリクエストを発表し始める。

「ごほん。まず、ひとつめー。きょうのぶん」

「はい、どうぞ」

「わくわく」

「そわそわ」

「うきうき」

　注目を浴びる中、キーは両手を大きく広げて高々と宣言した。

「チョョオゥコレェトケェェェェキーー[image: ]」

「「おおおー！」」

　周りから拍はく手しゆが巻き起こる。

「すばらしい」

「ナイスちょいす」

　それから詳しく要望を聞くと、一つ目のリクエストのチョコレートケーキは、生き地じだけでなく、間にチョコクリームを挟はさみ、更に周りにはテンパリングした艶つや々つやのチョコレートをコーティングした、チョコ尽づくしのものがいいらしい。

（なんでも作るって言ってしまったせいで、やたらと凝こったのリクエストしてくるわね）

　続いて、他の妖精達の期待を受けながら得意げにキーが発表した明日用の二つ目のリクエストは、パンケーキだ。三段重ねのパンケーキに、生クリーム山盛り。フルーツたっぷり。更にバターと蜂はち蜜みつたっぷりで楽しみたいらしい。

　ケーキもワンホール、パンケーキも三段重ねのものを、キーが一人で食べちゃう予定だそうだ。

　今まではその場にいる妖精達皆みなに分けていたから、独どく占せんできるのが嬉うれしそう。

　底なしの胃い袋ぶくろに怖こわくなってくる。

「それであと一つ、明後日あさつてのリクエストはどうするのかしら？　決まってる？」

「はい！　マシュマロ！　ふわふわもちもちで、すばらしいやつ」

「マシュマロ？　……作った事ないわね。トッピングやお菓子に混ぜる時は買って来たのを使ってたわ」

「だめ？」

「ううん。難しくないはずだし、調べて作ってあげる」

「ひゃっほぉい！」

「ソフィアさん！　われわれにも！」

「ぜひともっ！」

　キッチンの作業台の上を妖精達がそれぞれぴょんぴょん飛び跳ねて主張する。

「はいはい。他の子達は皆でワンホールを分けなさいね」

「いえーい！」

　ソフィアは早さつ速そく、一つ目のチョコレートケーキを作る準備を始めるのだった。
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　王城の敷しき地ち内にある庭園を、ルーカスは散歩していた。

　時おり木の葉の隙すき間まから小鳥の鳴き声が届き、緩く吹ふく風が淡い金きん髪ぱつを揺ゆらす。

　春にはまだほんの少しだけ遠い季節だが、天気のいい日の昼間は温かい。

　ルーカスは襟えりのないシャツに厚いカーディガンを羽織り、ゆったりとした膝ひざ丈たけパンツという簡単な格好だった。これで王城を歩くのが許されているのは、王族の居住域に近く人の出入りが厳しく管理されている場所な上、王族に保護されている身だからだろう。

　そんな場所を、ルーカスは一人でのんびりと歩を進めていく。リリーの姿はない。

「ルーカス」

　ふいに名前を呼ばれたので、ルーカスはゆっくりと振り返る。

　庭園の向こう側から歩いてくるのは、頭の高い位置で赤い髪を結った男。

「こんにちは。マークス様」

　ルーカスは、目の前に立った彼に礼をする。

　一方のマークスは、ルーカスをしばし眺ながめたあとに口くち端はをあげてみせた。

　見下ろしてくる青い瞳は、とても温かみがあるものだ。

「ずいぶん回復したようだな。歩行も危なげないし、顔色も問題ない」

　手が伸のびてきて、なぜだか頭を撫なでられる。

「はい。おかげさまで」

「痛みはどうだ？」

「大きく動かすとさすがに痛みますが、平気です」

「そうか。後こう遺い症しようもなさそうで、本当によかった」

「お気き遣づかい有り難うございます。……あの、いい加減に撫でるのやめてください」

「あぁ、悪い。それにしても触り心ごこ地ちのいい髪だな」

「どうも……」

　マークスの口調は気き易やすいものだけれど、対するルーカスの方はやや戸と惑まどいがある。

　ルーカスが生まれて十年間、母親同士が特別に仲がいい姉し妹まいという訳ではなかったので、従兄弟にあたる二人の交流も、冠かん婚こん葬そう祭さいなどの節目の行事の時くらいだった。

　特に親しみなんて、感じていなかった人。なのに助けに来てくれた。

　もちろん感謝はしている。今もこうして保護してもらえて、とても世話になっている。

　だが心を許しているかと言われると、そうでもない。

　人を寄せ付けないルーカスの頑なな性格は、そうそう変えられるものでもなかった。

　それでも彼が自分の敵ではない事は認識しているから、猫を被るのはやめた。

「あの、マークス様。何かご用でしょうか。わざわざ怪我の具合を見に来られた訳ではないでしょう？」

「あぁ、ルーカスに聞きたい事があってな」

「なんでしょうか」

「以前に言っていた事、そろそろ決まっただろうか。どうするにしろ、色々と手続きを進めていかないといけない段階なんだ」

　あぁ、とルーカスは納得した。

「僕ぼくの……今後についてですね」

「そうだ。唯ゆい一いつ残ったフィリップ家直系として、伯爵位を継ぐのかどうか。いや、父君は他に子し爵しやく位も持っていたから、それも纏まとめてだな。それらを背負うつもりはあるか？」

　──ルーカスは城に来た翌日に、マークスに言われていた。

　宙に浮く事になる爵しやく位いをどうするのか決めるようにと。

　父が伯爵位を剝奪されるのは、もうその時にはほぼ確定だったらしい。

　そして現在、早期の処しよ罰ばつ決定により父も兄もその爵位を持つ権利を既すでに失っている。

　爵位にはそれに準じた領地が付き、領地にはたくさんの領民が住んでいる。

　領主が長期不在なのは問題なのだ。

　だからこれらをどうするかを、早く決めなければならない。

「ルーカスにその気がないのなら、爵位は国へ返される事になるが」

「……」

　しばらく考える時間をもらっていたけれど、結局いくら考えても、結論は同じだった。

　だからルーカスは、マークスを見上げてきっぱりと言う。

「いりません。爵位なんて、争いの元にしかならない。僕にとって必要のないものです」

　爵位は、ルーカスにとって自らを苦しめるものでしかなかった。

　だってそれを巡めぐって、兄との関係がおかしくなったのだから。

「爵位を手放せば、平民になるが」

「構いません」

　爵位を手放せば、ルーカスは平民どころか、親兄弟のいない孤こ児じに等しいものになる。

　怪我が治ったあとは孤児院に送られるか、遠とお縁えんに養子にやられるかだろう。

　貴族の子供として衣食住に不自由のなかった生活はもうできない。

（それでも、こんなの、いらない）

　あっさりと手放すと宣言したルーカスに、しかしマークスは頷かなかった。

「ふぅん？　あー……そういえば、話は変わるが、ソフィアとはどうしている？」

　青い瞳を柔にゆう和わに細めて、マークスはなぜか突然話を変えてきた。

　首を傾かしげながらも、ルーカスはとりあえず返事を返す。

「連絡は取っていません」

「なぜだ？」

　直球な質問に、ルーカスは視線を横へそらした。自分の今後を話す時はきっぱりと話せたのに。話題がソフィアの事に移ると、惑まどいが入ってしまう。

　それを見み透すかしたようなマークスの柔らかな視線も、なんだか落ち着かない。

「たぶん、もう連絡はしません。……会う意味がない」

　ソフィアに、お菓子はもういらないと言った。

　だったら友人としての関係をと望んでくれた彼女の言葉も拒きよ絶ぜつした。

　エリオットの危険からソフィアを遠ざける為のものだったけど、でも間ま違ちがいなく自分が告げた事だ。言わなかった事になんてできない。

（もう来るなって最後に言った時、さすがにソフィアもショックを受けてたみたいだったし。色々酷ひどい態度を取っていたし）

　たぶん彼女は、もう完全にルーカスに失望しただろう。

　たくさんの事をしてもらったのに、何一つ礼を返す事なく。

　そのうえ突っぱねて、邪魔者扱あつかいまでしてしまったのだ。

　嫌きらわれた証しよう拠こに、事実あれから見み舞まいにさえ来ないし、手紙だって来ない。

（もう、きっと──見限られた）

　ルーカスはグッと眉を寄せてしまう。

　自分達は、連絡を取り合うような間柄ではなくなってしまった。

　後こう悔かいしても、全部が自分から言い出した事だから、自じ業ごう自じ得とくなのだ。

「用がなくても、意味がなくても、会いたいと思うなら会えばいいのに」

「……何より、会わせる顔がありませんから」

　だって、こちらの問題に巻き込んで、大きな怪我までさせてしまったのだ。

　婚こん礼れい前の女性の体に傷をつける事。それがどれほどに重大な事なのかわからないような馬鹿じゃない。何より自分はとても意固地な性格で、素す直なおになれない性しよう分ぶんで、下した手てに出るという事をした事もない。

　自分から他人に歩み寄るやり方がわからなかったし、しようと行動する勇気もなかった。

　だからもう終わりなのだ。自分とソフィアの関係は完全に途と切ぎれたのだ。

　顔を歪ゆがめるルーカスに、マークスは穏おだやかな声で訊たずねてくる。

「……ルーカス、そんなに簡単に諦あきらめなくても、関係を繫いでおきたいと思うのならただ自分から手紙を出せばいいだけなんだぞ？　文字で伝わらないと思うのだったら、会いに行けばいい。もう歩くのに支障はないんだ」

「…………」

「……ソフィアの事が嫌いか？」

「そういう訳では……ありません」

「では、好き？」

「……」

　返事を返さないでいると、「ふ」と小さく噴き出されてしまった。

　たぶんマークスから見たルーカスは、本当にとても子供なのだろう。

　問題から目をそらして。何も行動せず。小さく隅すみで丸まって事が過ぎるのをただ待っている子供。エリオットに怯おびえて、屋や敷しきの中で息をひそめていた頃と何も変わらない。

　ルーカスは、そんな自分がたまらなく嫌いだった。

　そこへ、穏やかなマークスの声が降ってくる。

「ルーカス。ソフィアは、あの家が危険な場所だとわかっても、変わらずに菓子を届け続けた」

「……そうですね」

「なんの得もないのに、毒に倒たおれたお前を看病し続けた」

「……はい」

「短たん剣けんを振り回すエリオットから、身を挺ていしてお前を守ろうともした」

「はい……」

「普ふ通つうなら全部、無理矢理に菓子を作らされているだけの相手に、できる行いではない」

「その通りですが……。貴方、どこまで細かく知ってるんですか……」

　思わず口を尖とがらせたルーカスの抗こう議ぎは、あっさりと流された。

　マークスは、更にゆっくりとした口調で言う。

　まるで幼い子供に言い聞かせるかのような優やさしい声で。

「自らに危険が及およぶかもしれないのに、それでも傍にいてくれる女性は貴重だぞ。──たぶんもう、一生出会えないくらいに、だ」

「…………わかってます」

　あんな態度を取っていたのに、たくさん馬鹿にしたのに。

　傍にいたってなんの得もないのに。

　危険な家だとわかったら、まともな人は皆逃にげて行ったのに。

　それなのに強ごう引いんに関わってきてくれた、傍にいてくれた、ただ一人の人。

　あの強さと真まっ直すぐさが、目が眩くらむほどに眩まぶしい。ルーカスが長い間築いてきた心の壁は、彼女によって少しずつ、確実に、完全に崩くずされてしまった。

　これほどに自分を揺さぶる女性に、この先また出会える気がしなかった。

　たぶんソフィアは、ルーカスにとって生しよう涯がいただ一人の、心から信しん頼らいできる相手。

　このまま関係を終わらせるなんて、するべきではない人だ。

（でも……）

　ルーカスは顔を更に歪ませる。

　目の奥おくが熱くなり、喉のどが詰まって掠かすれたような声しか出てこない。

「僕の傍にいたって……ソフィアには何にもない。損しかない。現に、僕はまったく役に立たなかった。傷つけた」

　ルーカスはエリオットに、まったく歯が立たなかった。

　切りつけられた彼女を守る事が、できなかった。

　貴族の身分を捨て、平民としても底辺の生活を送るかもしれない。

　なんの力もない自分の傍にいたって、ソフィアのこれからに得なんて本当に一つもない。

　なのに縁えんを繫いでおこうとするなんて、迷惑でしかないのにと、躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「だから、これから役に立てるようになればいいんだろう」

「え？」

「力も、知識もそう。必死で覚えて身に付けて、使えるようになればいい。そして地位や権力も、正しく行使すれば大切な人を守る為の力になる」

「本当……ですか……」

　地位も権力も、今まで自分や家族を脅おびやかすものでしかなかったのに。

　大切なものを守る為の力に、本当になるのだろうか。揺れるルーカスに、マークスは力強い瞳で、思わず信じてみたくなるくらいに、しっかりと頷いてみせる。

「もちろん、使いこなすのはとても難しいものだがな。だがそうする為の手は貸そう」

「……僕を利用する為ですか。噂うわさに聞いた事があります、第三王子は王位を狙っていると」

　マークスが苦く笑しようし、肩をすくめた。彼は誤ご魔ま化かしはしなかった。

「そうだな。私自身の為に、将来的に役立つだろう人材が欲しいと思っている。だからこれは手助けではなく、互いに利益のある対等な取引だ」

「…………」

　ルーカスは、しばらく無言でいた。悩んで、考えた。

　そうして十分程ほどの沈ちん黙もくの時が過ぎたあと、長い息を吐いて顔をあげる。

「──わかりました」

　青い瞳には強い決意が滲にじんでいる。もう迷わないと、決めた。

「伯爵位は、僕が継ぎます。使いこなして、大切な人を守る為の力にしてみせます」

「そうか。それは何より。私も、優ゆう秀しゆうに育つだろう人材の将来がこれから楽しみだ」

　にっこりと笑ったマークスの顔を見て、彼の手の上で転がされたのだと悟さとった。

　ルーカスが頷くように仕向けられたのだ。でも、それでも構わないと思った。

「では至急、ルーカス・フィリップへの伯爵位移行の手続きをしよう。成人する十八歳になるまで、私が後見人として君の保護者代わりにもなろう」

「宜よろしくお願いします」

　ではな、と去って行ったマークスの後ろ姿に、ルーカスは深々と頭を下げる。

　その直後、ルーカスは自分の手のひらを開いて見下ろした。

「…………。まだどこからどう見ても、子供の手だ」

　だがこの手が大人になった時。どんな状況でも自分を助けようと手を差し伸べ、必死になって動いてくれた彼女を守れるようになっていたい。

「うん」

　ルーカスは手のひらを握にぎり込こみ、顔をあげた。視界に広がるのは、澄すみ渡わたった青い空。

　優しい風が、励はげますように肌はだを撫で、金色の髪を揺らがせる。

　そこへ、ひらりと小さな影かげが舞まい降おり、澄んだ鈴すずの音のような声がかけられた。

「ルーカス」

「あぁ、リリーか。お帰り。……リリー。僕、明日にでも会いに行こうと思うんだ」

　今まで告げた酷い言葉全部を謝あやまって、そして……。

「もう一度、やり直したいんだ。新しい関係を築きたい。ちゃんと、向き合いたい」

　相手が誰とは言わなかったが、伝わったらしい。目の前に浮く美しい妖精は、きょとんと見開いた目をすぐに柔らかく細め、本当に嬉しそうに微笑ほほえんでくれたのだった。
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（今日はパンケーキよね。生クリーム大盛りが希望だったし、甘さ控ひかえめで作った方がいいかしら。でもかなり甘あま党とうみたいなのよね）

　お使いのご褒美としてあげた『好きなおやつを作ってあげる権』で、妖精のキーへチョコレートケーキを作った翌日。

　今日は、二つ目のリクエストであるパンケーキを作らなければならない。

　パンケーキはそれほど時間のかかるお菓子ではない。なので、二時半頃に作り始めて大だい丈じよう夫ぶだろう。昼食を食べ終えたばかりのソフィアは、それまでの時間はのんびり寛くつろぐ事にした。そしてしばらく、ゆったりと読書をして過ごしていたのだが。

「ソフィアお嬢じよう様さま。ルーカス様のところへお見舞いにいらっしゃらないのですか？」

　オーリーがお茶を淹いれながら、不思議そうに訊ねてくる。その問いにソフィアは渋じゆう面めんで答えた。

「オーリー？　どうして突然、ルーカス様の話題が出てくるのかしら」

「あら。キッチンの使用解禁と同時に、外出も解禁されたのでしょう？　ですからすぐに会いに行かれるのかと、思っただけですわ」

「……私、他にも友達は何人もいるわよ？」

　友達と会う以外にも、買い物や観劇など、外に出られるようになってできるようになる事はいくらでもある。なのに、まず出てくるのがルーカスの話題。

　なんとなく気に入らなくて、ソフィアは唇を突き出した。

「だって、お嬢様ったらあれだけ頻ひん繁ぱんに通ってらっしゃったんですもの。子供二人、揃そろって大怪我するような悪わる巧だくみまでする仲になられてしまって。てっきりまた通われるのだと思っておりましたわ」

「悪巧みって……」

「大人に内ない緒しよで危ない事をするなんて、私からすれば立派な悪巧みです！」

『手に負えない事ならきちんと相談しなさい！』と始まった小言に、ソフィアは肩をすくめた。フィリップ伯爵家で跡目争いによる殺人未遂が何度も起こっていて、それに巻き込まれていたのに内緒にしていた事を、ソフィアはもう百回は謝った。

　反省していない訳ではない。けれど、もうさすがに謝り飽きた。

「はいはい。ごめんなさいって」

「お返事が適当ですね……それで？　喧けん嘩かでもされましたか？」

「してないわ」

「だったらどうして」

「いや……だ、だって……なんか、行きにくくて」

「お城で療養中だからですか？　お見舞いも兼かねての事ですし、この間いらっしゃったマークス王子殿でん下かも、いつでも歓かん迎げいするとおっしゃっていたではありませんか。お気になさらなくてもいいのでは」

「そうじゃなくて。だって……もうずっと、なんの連絡も取ってないし……」

「久しぶりに連絡を取ればいいではないですか」

「もー！　それが難しいのよっ」

　ソフィアの説明は曖あい昧まいすぎて、オーリーはまったく要領を得ないようだ。

　眉を八の字に下げて、首を傾げている。

「ええと、要するにお嬢様は、引っ込みがつかないんですね」

「う」

　詳しい事はわかっていないはずなのに、図星をさされてしまった。

　ソフィアは返す言葉がなくて、気まずさに視線をそらす。

　とりあえず手に持っていた本を置いて、淹れてもらったお茶に手を付けて誤魔化しておく事にする。口が飲み物で塞ふさがっている間は、喋しやべらなくてもすむから。

　そうして喉を通る温かな紅茶を嗜たしなみつつも、うっかり溜ため息いきが漏れてしまった。

　オーリーには、本当にそのまま痛い部分を的確に突かれてしまった。

（……そうよ。一回、行かないってなっちゃったら、何かきっかけがないと動けないのよ）

　──最初は、ルーカスの「もう菓子はいらない」「もう来るな」「関わるな」という言葉のせいで、連絡を取る事を躊躇ためらってしまっていた。

　あれだけ関わったのに突き放されて、事件が解決したあとにも撤回の言葉をくれなくて、腹が立ってもいたから。

　だからソフィアも、ならもういいやと、意地を張って手紙を出さなかったのだ。

　でもそうやって、一度連絡を取らなくなったら。

　もう次にどんなタイミングで連絡を再び取ればいいのか、わからなくなってしまう。

（別にこれで終わったって、構わないじゃないの。元々大して仲良くもなかったし）

　往おう生じよう際ぎわ悪く、心の中でそんな悪態をつきながら、ソフィアは一口飲んだだけのティーカップをソーサーの上に載のせた。

　そんなソフィアに何を思ったのか、オーリーが腰を折って顔を近付けてくる。

　どうしたのだろうと見返すと、彼女は真面目な顔をして、諭さとすように口を開いた。

「お嬢様。このままだと、絶対に後悔しますよ」

「後悔って、私は、別に…………」

「ルーカス様に今度は何を作って行こう、どんなものなら喜んでくれるかなと、色々考えてお菓子を作ってフィリップ家へ通うお嬢様は、とても楽しそうでした。でも今は、とても落ち込んでいるように見えます」

「オーリー……」

「子供だけで危険を共有するような関係は、正直言って心配です。でも、それ以上にお嬢様が楽しそうにしていてくれたから、そんな様子を見守るのが私の幸せでもあるからこそ。私は、ルーカス様とのお付き合いについて何も文句は言いませんわ」

　オーリーの視線が服に覆おおわれた腕の傷の辺りを見ている事に気付いて、ソフィアは僅かに瞼を伏せた。

　唇を小さく開いて。でも……言葉が見つからなくて、また閉じた。

　胸の奥が、きゅうっと縮んで痛くなるような感覚がした。

（でも、どうしたら……）

　いつの間にか、ソフィアは膝の上で無意識にスカートを握にぎり締しめていた。

　──一度、気まずくなってしまった相手とは、どうすればいいのだろう。

　喧嘩別れという訳でもないから、謝るのも違ちがう気がするのだ。

　しかし何もなかったふりをして普通に会いに行くのも、おかしいと思う。

　自分がこんな不甲斐ない性格だなんて、思わなかった。

　そんな状態のソフィアの顔をあげさせたのは、軽かろやかなノックの音だった。

「はい。……あら、お姉様？」

「ソフィア。よかった、部屋にいたのね」

　部屋に顔を覗のぞかせたのは、姉のアンナだ。

　もういつ生まれてもいい状態の重そうなお腹なかに手を添そえながら、彼女はなんだかやけに含ふくんだ笑みを浮かべている。

「お姉様、どうしたの、その……とっても機き嫌げんがよさそうね？」

「そう？　そうねぇ、うちの妹の悩みが、解けそうだからかしら」

「え？　どういう事？」

　エメラルドグリーンの瞳を瞬くソフィアに、アンナは口端をあげた。

「お客様がいらしてるわ。ルーカス・フィリップ様よ」

「……っ。本当に？」

「えぇ。淡い金髪に透すき通とおった青い瞳。噂通りのとても綺き麗れいな子だから、名乗ってくださる前に、誰だかわかってしまったわ」

「…………っ」

　ソフィアは、思わずガタンッと大きな音を立てて立ち上がってしまう。

　いつもなら行儀が悪いと叱られるが、今回ばかりは指し摘てきされなかった。

「ルーカス様が、うちに……」

「今は玄げん関かんにいらっしゃるけれど、お通ししていいのよね？　応接室？　それともこの部屋にしましょうか？」

「……うちに、来てる」

　今までずっと、会いに行くのはソフィアからだったのに。

　初めてソフィアのもとに、彼が来てくれた。会いに来てくれた。

　その瞬しゆん間かん、これまで考えていた悩みは、頭の中からすっ飛んで行った。

　姉への返事もままならず、ソフィアはただ無意識に体を動かす。

　扉とびらを潜くぐって廊ろう下かへ出ると、もう我が慢まんできなくて駆かけだした。

　早く会いたくて、早く顔を見たくて走りだした。そして階段を急いで下りて曲がり角を曲がり、廊下を駆け抜けて、玄関ホールへと一歩足を踏ふみ入いれた瞬間。

「ソフィア！」

「っ！」

　大きな声にびくりと足を止めたソフィアの視界いっぱいに、赤が広がる。

「え……？」

[image: ]

　瞬いて見下ろしてみると、真っ赤な、大きな大きな薔ば薇らの花束。

　濃のう厚こうな薔薇の香かおりが、玄関ホール全体を包んでいた。

　いきなり目の前にそれを突き付けられた事にびっくりして目を瞬くソフィアに、久しぶりに会うルーカスは睨にらみあげてくる。怒っているのかと一いつ瞬しゆん思ったけれど、持っている薔薇と同じくらい真っ赤な顔から、照れているのだとわかってしまった。

　そんな、今まで見た事のない顔をしたルーカスは、おもむろに口を開いて告げる。

「ずっと僕の隣となりにいろ……じゃなくて、いてくだ、さい」

「……え？」

「きゃあぁぁぁぁぁ！」と、それまでルーカスの応対をしていた使用人からあがった大きな声は、ソフィアの耳にはとても遠いものとして聞こえた。

　赤い薔薇を掲かかげて「ずっと隣にいてください」と言う、その言葉の意味がわからない程に子供じゃない。つまりルーカスは、本当に特別な相手としてソフィアを求めているという訳だ。そこまで理解したソフィアは、ハッと我に返るなり慌あわててぶんぶんと首を振った。

「ま、待ってください！　いきなり何言ってるんですか！」

「どうして」

　しゅんと眉を下げたルーカスは捨てられた子犬のようで、ソフィアは罪悪感に苛さいなまれる。

（何!?　どうして私が悪者な感じなの!?）

「僕は、最初からソフィアと結けつ婚こんしたいと言っていた」

「いや、でもそれはリリーの為でしょう？」

「そうだな。最初はそうだった。でも今は違う。僕は、僕の為にソフィアの隣にいたい。特別なパートナーとして、ずっと一緒にいてほしい」

「あの、ええと？」

「今まで、たくさん酷い事を言ってすまなかった。償つぐないならなんでもする。だが、ソフィアは僕にとって一生に一度の、たった一人の人だ。だから」

「何がだから!?」

「だから、誰かに奪うばわれる前に、僕の恋こい人びとになってほしいんだ」

　ルーカスの言葉は、真っ直ぐだった。

　回りくどく飾る事もなく、言い訳するでもなく。

　今までの事の謝罪と、そして愛の告白。ただその二つだけを、彼は口にする。

　真っ赤な薔薇の向こう側で、赤い顔で告白したルーカスの言葉に、釣つられたソフィアの頰にも熱がのぼっていく。しかし、同時に必死に首を振った。

「お断りします！」

「なぜ……本当は結婚を申し込みたかったが、それはきっとまた断られるだろうから、せめてまずは恋人にって……」

「そ、そんな泣きそうな顔したって駄目です！　うぅ、ルーカス様の殊しゆ勝しような態度って調子狂くるう……。だ、だってルーカス様は十歳で、とても恋れん愛あい対象としてなんて考えられませんし」

　最初の出会いの時。妖精リリーの菓子職人パテイシエールとして結婚しろと命じられた瞬間に、まず頭にのぼったのが年ねん齢れい差だった。五歳差というのは、恋愛相手としてなくはない。でも十歳というまだまだ子供な年齢と、十五歳という成人に近い年齢は、とても大きな差がある。彼は『子供』なのだ。だからソフィアは、ルーカスとのそんな関係は『絶対にありえない』と思った。

　そう思っていたのに、突然、今度は妖精の為でもなんでもなく、ただソフィアが好きだから恋人にしたいと言う。真っ直ぐで真しん摯しな想おもいはソフィアを狼ろう狽ばいさせたし、恥はずかしさに耳まで真っ赤になっているけれど。でも、突然すぎて受け入れられない。

『絶対にありえない』と思った事を覆くつがえすのは、そう簡単ではないのだ。

　そう伝えたソフィアに、ルーカスは引き下がらなかった。

「そうか……だったら友人からでは？　何年かけたって構わない。将来的には、絶対ソフィアを僕のものにしたい。僕だけのものになってほしい。何よりもまた……一緒に菓子を食べる時間が、欲しいんだ」

「お、かし……」

「駄目だろうか？　友人にも、もうなれないか？」

「うっ……」

「もう、僕にお菓子を作ってはくれないほど、嫌われてしまっただろうか」

「うぅぅっ……」

　キラキラと目を潤うるませて、ソフィアを見上げてくる金髪碧へき眼がんの美少年。

　どこからどう見ても儚はかなげな美少年が、赤い薔薇を捧ささげて懇こん願がんする姿の迫はく力りよくは、本気でとてつもない。その証拠に、使用人はもとより、いつの間にか玄関ホールに出てきていた姉のアンナとオーリーまでもが、とてもとても期待に満ちた目でこちらを見守っていた。

　末っ子のソフィアが愛の告白を受けている場面に、大興奮しているらしい。

　しかもたいていの女性は恋愛話が好きなもの。書物でなく現実の求婚プロポーズに立ち会っている事に、ワクワクを隠し切れないといった感じだ。ここで、ルーカスの切なる願いを断ると、きっと周囲から残念そうな溜息が漏れるだろう。

（ううん、それは別に構わないわ。……私が……私自身が、どう思うか……）

　少し考えて、ソフィアは自分の胸の上ほどの身長しかないルーカスを見下ろす。

　目の前に彼がいる事が、素直に嬉しいと思ってしまう。──ソフィアは、彼に会いたかった。ここで本当に何もかもを突っぱねれば、もう本当の本当に縁が切れてしまう。

　それがどうしてかわからないけれど、とても寂さびしくて。とても嫌いやで。

　だから、彼との縁を繫いでいたいと思った。

「しっ──仕方がないから、今度は本当のお友達として、仲良くしてあげてもいいですよ！」

　妖精の菓子職人としてではなく、友人として向き合ってみる事にした。

　そうやって少し突っぱねた口調で応えながら薔薇の花を受け取ると、ルーカスはほっと肩の力を抜いたようだった。

「有り難う。ソフィア」

「友達ですよ、友達！　ただの茶飲み友達！」

　別に、結婚なんて大それた事考えていないんだから！　と、あくまで『友達』を強調した。そうやって、牽けん制せいまでしてみたのに。

「僕の、初めての、友達だ」

　ふわりと浮かべたルーカスの笑え顔がおが、本当に子供らしい無む邪じや気きなものだったから。

　結局ソフィアも釣られて嬉しくなって、声をあげて笑ってしまった。

「ルーカス様。今日はパンケーキを作る予定なんです。一緒に召めし上あがりますか？」

「あぁ……！」

「私もいただきたいわ」

　嬉しそうに頷いたルーカスの胸ポケットから、ひょっこりと顔を出したのは妖精のリリーだ。

　そんなところに隠れていたのかと、ソフィアはまた笑いを漏らした。

　更に『パンケーキ』という単語に釣られたのか、下級妖精達がわらわらと集まりだした。どうやら今日は、たくさんパンケーキを焼かなくてはならないようだ。

「あぁ、そうだ。ソフィア、少ししゃがんでくれないか」

　パンケーキができるまで自室で待っていてもらおうと案内しかけたソフィアを、ルーカスが袖そでを引いて呼び止める。

「はい。どうしましたか？」

　首を傾げながらも、言われた通りにソフィアが腰を落とした瞬間。

　頰に柔らかで温かな何かが触ふれ、同時に耳元で「ちゅっ」と、小さな音が鳴った。

　大きく目を丸めたソフィアに、一歩下がったルーカスは、それはそれは可愛らしく、少し恥ずかしそうにはにかみながら言う。

「いい友達になれるよう、頑張るから。宜しく頼たのむ」

　その台詞せりふから三秒ほどの時間を使って、やっとソフィアは自分が何をされたか理解した。とたんに、一気に沸ふつ騰とうしそうなほどの熱が全身に滾たぎった。

「お、お友達同士は、こんな事しません！　ルーカス様のばかーっ！」




　────たった十歳の子供の淡い初はつ恋こいを、ソフィアはどこまで本気で考えればいいのかわからない。彼との未来がどうなっていくのか、想像さえつかないけれど。

　この憎にくたらしいのに憎めない少年と、騒そう々ぞうしくも可愛らしい妖精達と、お菓子を囲む幸せな時間を、これからもずっと過ごしていきたいと思うのだった。
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　こんにちは。本書をお手に取ってくださり有あり難がとうございます。

　小さくて可愛かわいい妖よう精せい達たちと、美お味いしいお菓か子し、そして金きん髪ぱつ碧へき眼がん美少年という自分の趣しゆ味みにひた走った本作は、書いていてもの凄すごく楽しいものでした。




　妖精が突とつ然ぜん見えるようになった女の子を主人公にしようと思い至ってから、まずはお話を練るために妖精について調べました。すると妖精は妖よう怪かいや魔ま物ものの仲間で、事件を起こしたり人を騙だましたりするという情報がかなり多く……。

　そのような、何か騒そう動どうを巻き起こす妖精を中心にした物語も楽しそうでしたが、今回はとにかく人間の成長をしっかりと書きたい！　という事で、妖精達は人にそっと寄より添そってくれる癒いやし系になりました。

　特にソフィアとルーカスが頑がん張ばる姿を、応おう援えんしつつ読んでいただけたら嬉うれしいです。




　話は変わって、今年の夏は酷こく暑しよすぎて、おかげでアイスがとてもとても美味しいです。

　レモンの輪切りがのった昔ながらのあの氷ひよう菓かとか、スイカの形をしたやつが特に好き。

　うっかり一日に二つも三つも食べてしまいます。その結果、摂せつ取しゆ栄養素とカロリーを記録しているスマホのアプリに「お菓子が多過ぎですよ！」って叱しかられます。

　罪悪感を持って、ちょっと少なめに入力してるんですけどね。

　それでも毎日叱られます……。

　そういえばソフィアにもアイス作りさせてみたかったかも。下級妖精達がアイスの為ために頑張って皆みんなでまぜまぜする姿とか、可愛いと思うのです。




　最後に、素す敵てきで可愛すぎるイラストを描かいてくださった黒くろ裄ゆき様、的確なアドバイスと褒ほめ言葉でやる気を出させてくださった担当編集者様、そして書しよ籍せきを作るのに関わってくださった関係各社の皆様、何より読者の皆様に心からのお礼を申し上げます。

　本書を通して何か心に残るものをお届けできていれば幸いです。

　有り難うございました！
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